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第 1図 青森県周辺における主な縄文時代晩期の遺跡分布図

(国土地理院 日本一 1: 1，000，000より作成)



凡例

1.本藩は、弘前大学人文学部考古学研究室が、亀ヶ関文生研究を目的として、平成14年麦に発握調査

した脅森県東控軽郡平舘村今津遺跡の報告書である。

2. 今津遺跡の発握地点辻、青森県東捧軽郡宇舘村今津字才の神95 1番地である。

3. 14年8月21自から 9丹l日まで、発掘面積は45凶であ

4 あたって、特に

から多大な協力があった。

(教育長、北田嘉弘氏)と 〈土地

;).発掘調査には、弘前大学人文学部の藤浩邦彦

と日ノr-"'":，J~一、

ある。栗原懲〈平成12年度卒業〉、出

-日本考吉学担当い

どが参加した。学生・

・萩坂華恵・

、竹原仁志・小向良・

-市川健夫・深見

(助教授・文化財

は次的通りで

・竹下由起子(平

-向出博之・

6. 

教授・

) I 

-編集には、弘前大学人文学部の藤沼邦彦(教授・自

と日本考古学ゼミナールの学生などが参加した。学生の名

・IMI出博之・深見 嶺(人文社会科学研究科)、横山寛樹・

七什一zt
 

朋美

-安課里美・山口朋美・

、樋口徹典〈科呂等震f孝生)。

3年生〉、磯前和己 2 赤坂

ー復元・実演関作成など

考古学実習の受講生など

・小向 良、横井猛志・

I[健夫・深見嶺、横山寛剛・

-鈴木春菜・松田元生・ [11口

金惑嘆・多国

7. 

科、日

である。

佐藤亜紀、

安保里美・板橋秋糖、・

相馬千品・

その他。

平成14年度以降の人文社会科学研究

した。学生の氏名は次の通り

.新井田えり子・

かね・久オミ恵輔・木下梨恵、

山田敏子・

・三裂鍵・

8. 遺跡罵辺の地形や石器・石製品の石討について辻、

た。

正敏教授に指導を受け

9. 遺物の実誤IJ区i (株)スカイサーベイのマイブンスコープの I型と E型を活用した。

10.掲載した遺物の実測図の縮尺は3分の lが基本である。



11.土器の文様につい

とするためである。

定していないの

るだけ展開図をのせた。文様の構成・

図の多くは柘本を利用して作成し

-描く手11[票などを考える資料

る。拓本と展開留の縮尺は昨命

に属する蟹屈町とミミ蹴村と合詳し、新たにタトヶ浜宵

いる市町村名はすべて、平成14年8丹(発掘調査

12. 平舘村は、平成16年3月28日、同じ

となった。しかし、混乱をさげるため、

の年)当時のものを使用した。

ーご指導をい

鐘江宏之

明(五所)I!器市教育委員会〉、

田友之・一

よび本報告書の作成・

し

あたって、以下の関孫機関や個人の方々かも御

したい(敬称略、

、工藤竹久。宇部別保(八戸市教育委員会)、藤原弘

(青森県教育庁文化財保護課〉、青森県土木整罷事務所河川砂

13. 
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進(北海道開

b 

、故福井治郎・福井正実

、前)I!金丸、 品工由 工、北林八洲稿、成開誠治0
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14. 

北の研究j の一部を

「今津遺接出土資料の分析に基づく亀ケ
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第 1章調査の目的

弘前大学人文学部で初めて考古学ゼミナ…ルが開講したのが平成立年護の前期である。ゼ、ミナールの

さな課題としては亀ヶ関文化をとりあげた。

ヶ岡文化は、縄文時代晩期に北海道渡島半島から東北地方一円に盛行した文化である。その特色は

土偶や石万、土版・岩版などの祭問的j棄物、精巧な土器や漆器などの工芸的な遺物に彩られていること

である。その影響を受けた文物(土器が多い)は、亀ヶ再文化閣をはるかとこえて、北は北議選北部ま

で、南は近畿地方・四国地方・九州地方まで達している。亀ヶ同式土器を研究することな、日本列島に

る縄文文化の終末、東の縄文文fとと高の弥生文化の接鮭の状況などそ探る上でも極めて重要である。

幸い、弘前大学は、亀ヶ岡文fとの中心地の一つであ

にある。ゼミナーんを持色あるものに育てていくためには、こ

ミナールで亀ヶ縄文化を取り上げた大きな理自の一つであ

ミナールの大きな課題として亀ヶ縄文化を取りとげたからには、ゼミナールとして是非、発

新しく出来た人文学部考吉学研究室には考吉学の実物資料が迂とんどな

すれば、学生のためにも発掘調査を体験さ

れがゼ

く、研究・教育に対応できる

せ、研究資料としての実物資料を提供でき でそ る文化財論担当の関根

と共に発掘の候補地を探したり、青森県内の研究者に相談したりした。

平話村今津遺跡を発掘謂査地に選定した大きな理由は、@研究目的に相応しい縄文晩期

あること、争今津遺跡が縄文晩期 ヶ岡文化冨内における地域差の研究

に立地していること、などである。幸いにも一町田 工氏の斡旋で平鎗村教背委員会の全面的な協力が

もれ、土地所収者の福井治郎氏からも発掘調査についての快諾があった。

2002年8丹、今津遺跡の発掘調査を実施。弘前大学人文学部考吉学ゼミナールの初めての発掘調歪で

ある。しかも村営住宅を借り、合宿しての手弁当調査である。平甜村教育委員会立は全面的にご協力を

いただいた。

んど

まだ 1@Jしか卒業生な送りだしていないゼミナーんであったが、

に参加してくれた。県内の研究者もたくさん発掘現場に来て、

ほと

てくれた。発掘は幸い晩期中葉の遺物密集ブ口ックを験出すること 多数の土器が出土したので、

-修士論文作成など

に利用しながら、整理・研究を行った。学生にとって土器の整理・

続で、作業は遅々として進まなかった。発掘の現場ほどに

ついて辻、他の地域の賓科研究が不十分のため、あまり

部分で辻、土器組成比などを明らかにし、土器文様もでき

らなかったのである。本報告書

くことが出来なかったが、基礎的な

図を作号、その種類・構成・描き

方などを考え

なお石器と

となり得たと自負している。

について辻、時間的制約から、概要を紹介するにとどめた。詳しし の研

ヶ岡究報告にまとめる予定である。次回の研究報告には、その;まかに三沢前野口

ヶ同式土器の実諸国を多数集成し、考察したいと考えている

1-



第2章今津遺跡の位置と環境

第 1節平舘村の位置と地影

ある平舘村は、 し、南北17.15km、東西5.2kmの陸奥湾沿岸に

った南北に細長い村である。北 東は睦奥湾に面し、手舘海峡をはさ

と向き合う。平諮j毎峡は、北側の津軽海峡から陸奥湾への出入口にあたり、

な位量を占め、江戸時代の嘉永元年 (1848年)には異自蛤警舗のため平舘村平舘に弘前藩の台場が設置

された。平舘海峡の最狭部は、平舘村と対岸の脇野沢村九般出地区との間の海域で、その距離は約11km

であり、 一山といわれる。

平舘村から対岸の下北半島西海岸を望むと、晴れた日は切り立った崖や急な斜面となった海岸の犠子

がよく見えるが、ヤマセが強いと読んだり、見えなくなったりすることが多い。なお、

は切り立った崖が多いため九般泊以外の集落はほとんどない。今津遺跡の発掘期間中、天気の良い日に、

北の方向を望むと、津軽半島と下北半島の関に、遠くその北講道渡島半島の睦影を望むことができたが、

地元民の話では、年間を通じても、北講道を遠望できる日はそう多くはないという。ちなみに今津遺跡

から北西約40kmはなれた三既村竜飛時(津軽半島最北端)まで行けば、対岸の白神岬までの距離は約20

kmと短くなるが、この付近の海涜の速度は津軽海峡でもっとも速いところでもある。

平舘村は95%が山地で、平土現地はごく母かである。平舘村の背後(西側)には、烏岳、袴腰岳、

形岳(平語山地の最高峰、 718m)、鳴川岳、清水股岳など標高500""'700mの山々からなる平舘山地が

広がり、海岸にせまり、海岸は岩礁や噺崖となっているところが多い。平坦地は扇状地の末議と低位海

に限られ、そうしたところの海岸にそって集落が営まれ、その上の段丘屈に畑が作られること

が多い。平舘村内だけでも平舘山地を源とする10数本の思い小河川が睦奥湾に注いで、いるが、

は大量の河原石を海辺まで運ぶことがあったという(故福井治郎氏談)。

第2節平舘村の気候

平舘村は夏が短く、冬が長く、しかも積雪が多い。降水量は年平均1600'"'-'1800閥、 5月を除い

100mm以上の陣水があり、自神山地や八甲田LU以外では、県内で最も降水量が多いところと言われている。

7月・ 8月の29""'33度、平均最抵気議は、 1月・ 2月のマイナス10""'12度である。周辺

地域と比較すると、年平均は青森市とほぼ同じで10度であるが、冬季は青森甫よりやや高く、夏期には

ヤマセの影響もありややf尽くなっている。

11月から 3月下旬までの約5カ月間は北西の騒が強く、製雪は120住に及ぶという。この期間は二日

に一度は降雪があり、最深 1m強の積雪がある(山本質素1992)。

冬季の強い北西麗や積雪も大変であるが、それ以上に問題なのは夏季のヤマセである。ヤマセはオホー

ツク海高気圧の冷気流を含む抵温で湿度の高い北東患で、 5月かも 8月ころまで吹く。ヤマセが激しく吹

き出すと、気嵩が下がり、霧や層雲を持い、日照時間も少なくなる。平語村の年間日照時間は、十和田湖を

中J心とする県指部の山岳地帯とともに県内で、は最小で、ある(岡田1986)。ヤマセは塩分も含んでいるた

めに、農作物に日照不足ー風害・冷害・塩害を与える原因になる。また、平舘村では、護岸工事をする

前は、ヤマセが吹くと陸奥湾の波が打ち寄せてきて、道路や家まで水がかかったという(山本質素1992)

この付近の植生は、ブナやミズナラで代表される落葉広葉樹林容手に含まれるが、平詑村の西側にそび

える平舘山地は、標高は低い Ul帯植生が著しく、季節風やヤマセが吹きつけるため、チシマザサ

が擾先し、ブナやアカミノイヌツゲなどが楼小化する風f窮地特有の植生が見られるという

2001)。
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第3節睦奥湾について

〔陵奥湾)

平舘村の束から南に大きく る珪実湾の面積は1，580kJnである。海誌の深さは、最も諜い平舘海

峡の下北半島寄りの地点で約アOm、その絶の部分は~30~50mで~り、湾央部から東湾にかけて泥誌が

るという。

自本海を北上す ある対黒海流から分岐して津軽海般に流れ込む津軽海流は、平館海峡西日

り)から

津軽海峡へと

という O 潮

流入し、海岸沿いに反時計四りに巡って、平舘海峡東日(下北半島寄り〉から

る。この平結権峡での潮流の速さは、水深15m地点において、平均秒速0.03~0.08担

よってさちに流れが弱くなることもあり、湾奥部では外海水との交換があまりでき

いため、低極分・ なる。この棋向は冬季に著しく、そこに棲息する魚は冷水性の魚種のみに

なるという。このように、陸奥湾は、津軽海峡西部と比べると捜して水温が低く、冷水性魚類の割合が

高く、津軽海峡西部に見られる議帯性魚類の多くを欠落させている(青森県史2001)

〔平舘村沿岸の漁労〕

今津遺跡、は貝嫁がなし

縄文時代晩期の人々の

魚介類の遺存{本;ま出土していないが、立地から 残し

おいて魚介類が大きな役割を果たしていたことは間違L

手掛かりとして、

津軽権峡西部や平舘海i壌は、

あり、臨奥湾は、季節によっ

(ニシン・シロザケ・サクラマス・

よると、平舘村沿岸や沖含で穫れる

メ、アイナメ、マダイ、クロ夕、

調べてみよう。

によっ

辻温帯性・冷世i主の魚類が、冬季には冷温性の魚

ラ・ハタハタなど)が豊富である。 F平舘村史 0974年)に

イワシ類、イカナゴ、ヤリイカ、スルメイカ、ヒラ

カナガシう、サパ、ソイ、ホッケ、カレイ類、ワカ

クサフグなどで、四季を通じて魚種が多い。このほ

くなってしまったものにマダラ、ニシンなどがある。平館村で漁獲する主要魚種

と漁法・語、期について表にしたが、か

年の石崎浜の「水産漁猟法調土申 (u平舘村史J所収〉

現在よりもやや諜冷であったと常われる

労の対象となったもので為ろう。

あったタラやニシンが抜けているので、明治13

った(タうからアワビまで)。縄文時代晩期

ので、以上の魚種は今沖縄文人にとっても漁

平龍村の主な漁獲魚・漁法・漁期 (W平舘村史Jより)

定 l 延 I 地曳網
か成( 東IJ l 2 5 9 

置網 i 縄 網吉 網 i本釣 調 月 月 月月 月 月月月 月 月月丹

イワシ縞 O 

イカナゴ G O 

ヤリイカ O 

ス)~メイカ O 01 
一カレイ類 O O 

アイナメ O O O 

ダイ O O 

ブワ O 

タコ類 O O 

カナガシブ o 圃聞側側側側聞

一タラ 差網 剛醐園 醐側側側側側聞

; 戸ー聞ーン/ 差延縄網・引網
カスベ I I 
アブラメ 延縄

サメ 延縄

アワど 突詩、

3 



第4節 膏森県で見られる動物

(5毎の噌乳類〕

今津縄文人の捕護の対象となったと推定される つい つ。

で国まれているので、海を生活関とするクジラ績やアザラシ類など約20種類の海空哨乳類が現在でも

遊している可能性があるという(青森県史2001九また、古記諒や新聞などでクジラ類が漂着し

ることができるし、県内各地の貝塚でもクジラ類(イルカの仲間も多l'1)やアシカ・トド・オットセ

イなどのアザラシ類の骨やそれらを加工した道具類が出土している(福田1998)0 しかし、臨奥湾に入り

込む海生暗乳類は、時辺海域と比べるとその種類・量ともに少ないようである。それでも湾奥部の

市大浦貝塚(縄文晩期)やこ内丸山遺爵(縄文前・中期)からクジラ(種などの同定不可)やイルカ・

アシカなどの骨とその加工品が発見されているので、陸奥湾においても、漂着したクジラ類を利用する

く、機会があればイルカやアシカなどを対象とした積極的な海獣猟も行われた可能性が高いで

あろう O

〔撃の曙乳湖、鳥類〕

今津縄文人の捕獲の対象となったと推定される陸の晴乳類、長類について調べてみよう。

地 lご棲息する f~表的な晴乳類を F青森県史自黙福生物J から挙げて見ると、大型のものとしてツキノワ

ニホンカモシカ、ニホンザル、中型のものとしてノウサギ、ニホンリス、ホンドモモンガ、ムサ

タヌキ、キツネ、テン、イタチ、イイズナ、才コジョ、アナグマ、小型のものとしてモグラの仲

ネズミの仲間、コウモワの仲間などがある。シカ・イノシシが欠落しているが、県内各地の縄文時

が出土しており(村越197日、縄文人の狩猟の対象となっていたこと

本州の最北端に位置する青森県は、津軽海峡をはさんで北海道と相討しているので、渡島にとって

「渡り J の重要な位置にある。また複雑な海岸線、湖沼群、湿原、丘陵、高山など

内各地に見られるため、地域や季節に応じて、多様な鳥類が生患するという(青森県史2001)。蒋文人の

となるのは、比較的大きな渡鳥(オオハクチョウ、ガン・カモ類など)や留鳥(キジ、ヤマ

ドリ、ウ、ウミネコ、カラスなど〉で、県内各地の貝器あるいは泥炭替の遺跡で出土している。三内丸

山遺跡(縄文前・中期)で出土した鳥類は15種類で、ガン・カモ類が過半数を占め、ウ類・キジ類がそ

れに次いでいる。アホウド 1)も比較的多く、八戸市長七谷埠遣時(縄文早期)、本造町田小屋野貝塚

文前期〉・大間町ドウマンチャ貝塚(縄文晩期〉などで、出土している(青森県史。

第5節今津遺跡潤辺の遺跡

今津遺跡のある津軽半島東海岸は、平話山地から延びた丘設が海岸までせまり、平坦地は窮状地の末

端と抵泣海岸段丘面に限られる。そのため芋舘村には比較的広い段丘面に立地する

きな遺跡は見られない。青森県埋蔑文化財調査七シターと弘大日本考古学ゼミ

の遺跡は次表のようになる。今津遺跡以外の晩期の遺跡としては、尻高(2)遺跡、尻高(3)遺跡、

跡、石崎沢遺跡があり、尻高(3)遺跡と尻高(4)遺跡では墓と思われる士坑や埋設土器などが発足されてい

る。 2004年に行った弘大日本考古学ゼミの分布調査では、石鵠沢遺跡で辻、抵地と突き出た抵丘撲の

斜面かち比較的多くの製塩土器を発見した。地影的に見て、近くに製塩遺構が理没している可能性があ

検出註難しそうである。 F青森県遺跡地図J](1998年)を見ると、平舘村の北に位置し、

る三既村や今号IJaJにある縄文時代晩期の遺跡辻、三厩村が6ケ所、今別町が13ケ所あるが、現在、

分奇調査して、実際に晩期の土器片などを採集でざる遺跡は、宇鉄遺跡(三読本わや大泊遺跡(今別町)

などごく舘かである。宇鉄遺跡は、大潟C1式からA'式ま

まれた遺跡、であり、この馬辺で最も大きな集落であったと る。

し、また弥生時伐にも



A式とA/式の文様をもっ土器や条痕文土器

まれてい

したが、そのなかに製塩土器と る破片が 1

以上をまとめると、発掘調査などで内容が明らかにされた遺跡は少ないが、平舘村およびその問辺地

域には、境期の遺跡、が海岸に沿うような形で点在し、そうした遺跡群のなかで宇鉄遺時や大出遺跡、

津遺跡などが拠点的集落としての役詰をもっていたので島ろう。

平舘村の遺跡

石崎沢字元宇田
1 

2 I 石崎沢 山り4牛枚に弘プミ考古学セえで7t再調金。低地に突き出た抵丘陵の斜面で、縄文晩期の大
も り。 と耳目地点の可能性

3 山居 根岸宇山居 縄文後期 i 1983年、 ゼミでも後期土器を採集。

4 根岸 ゼミの分布調査では地点を碑認で2

b 今津山 掻- 9740県埋文19860

8 

7 

8 

9 

10 

11 -中・晩期 大洞C1・A.A/式土器。

県埋文19850大雨IシBC，C1・C2・A'

どの土坑、尻高では大柄BC'C1式の土坑や埋設土器を検出。

清水19ぬでは上山崎遺跡。ゼミの調査で晩期の土器を採集。

赤根沢〈今別18J) る亦鉄鉱の産出場。今津遺跡、にも運ばれている。

アスフアルト惨出地 よる。縄文人が採集するほ したかは疑問。
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津軽海峡

14大;白遺跡

15赤根沢(赤鉄鉱産出i也)

第 2図 今津遺跡周辺の遺跡分布団

(土地分類基本調査竜飛崎・蟹田地形分類図 1/50000より作成)
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2石崎沢(2)遺跡

1石崎沢(1)遺跡

陸

奥

3山居遺跡 湾

4根岸遺跡

5・6・7今津遺跡

12尻高(4)遺跡



第6節今津遺跡の位置・地形

今津遺跡は青森県東津軽郡平舘村今津字才ノ神95-1に所在する。平舘村役場から南に約 3km離れた

地点にある。平舘山地の東端に発達した低位海岸段丘の緩やかな斜面に立地する。この段丘は、北側を

流れる才ノ神川と南側を流れる小さな間沢川に挟まれており、この段丘面に今津(1)遺跡、今津(2)遺跡、

今津(3)遺跡がある(岡田1986)。しかし、現地を分布調査しでも、かつての畑も現在は薮や山林と化し

ている所が多く、今津(1)遺跡以外の遺跡の地点を確認することはできなかった。今津(1)遺跡(かつての

今津遺跡)は、今津バイパス道路建設で大きく破壊されているが、遺物の散布状況や青森県埋蔵文化財

調査センターの調査成果などから、あえて遺跡の範囲を推定すれば、その面積はおよそ18.000m2と推定

される。このなかに今津(2)遺跡と今津(3)遺跡が含まれている可能性もありそうだ。現在でもバイパス道

路の東側、才ノ神川寄りの畑地に縄文時代晩期の遺物が濃厚に散布している状況を確認出来る。遺跡の

東側には段丘崖があり、その下の低地に南北の道路を挟んで、住宅や船小屋が連なり、陸奥湾と接してい

る。弘前大学の発掘地点から現海岸までの直線距離は約180mしかない。この崖下の海岸の一画には今

津縄文人が製塩活動を行ったところや船着場があったと推定されるが、住宅や道路の建設、護岸工事な

どで地形も変わっており、そうした痕跡はまったく確認されていない。

今津(1)遺跡のある段丘面は、標高が10""20mで、海の方に傾斜しており、平舘山地中央部付近で発生

した土石流が谷口で堆積することによって形成された扇状地であるという(岡田1986)。遺跡のある地

点では、表土の黒土層や遺物包含層の下に30cm位の砂質風化火山灰、そのすぐ下にレンズ状に砂層を挟

む厚さ 2m以上の磯層が見られる。この磯層は扇状地を構成するもので、形が亜角~円の中~巨礁から

なっており、その岩種はほとんど安山岩でまれには頁岩も見られる。基盤は小泊層の頁岩であるが、遺

跡の近くで基盤まで連続的に観察できるところはないという(岡田1986)。この小泊層は、硬質頁岩~

黒色頁岩で特色づけられているが、この頁岩は打製石器の材料として多用されている。

-7-



東壁 (82区・ 83区)

北壁 (A2区・ 82区)

-司

西壁(1)(A3区・ A2区)

南壁 (83区・ A3区)

y--

西壁(2)(A4区)

。
V 

s 
ζ〉

2m 

標高17.0m

標高16.5m

ー一一←一、~ーーーー
os 

標高17.0m

V 

焼土遺構

標高17.0m

V 

北壁

A2 

西壁(1) 東壁

標高17.2m

A3 

第3図今津遺跡層位図
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第3章発掘調査の内容

第 1節 弘前大学人文学部考古学研究室の発掘調査地点

今津遺跡、はこれまでに3回発掘調査されている。第l回目は1972年に

ために発掘調査を行ったもの(調査面積24m)、第2回目は1984年に青森県埋蔵文化財調査センターが今

たもの(調査面積3，280m)、第3回目

学部ヨ ヶ同文化研究を目的として発拙調査したもの(調査面積45nl)である。以下

の文章でほ、

区の配置は国

を村調査、県埋文調査、弘大調査と略することがある。

りで、村謁査立正し 中に含まれてしまうよう る。

イパス道路の東棋の摺に した。果埋文調査で遺物密集ブロックが

ノ神95-1でるる。すぐ北鶴を才ノ持Jr[が流れ、

と天気がよければ対岸む下北半島西海岸や額

検出されたすぐ

今津パイパ

る。

高杯橋が架けてある。

島がくっきりと見えることがある。

第 2節発搬の方法など

イパス道路のすぐ東側の畑で、バイパス道路の東側では標高がもっとも高い位置

である。この娼辻、現在法掠耕地になっているが、最近まで馬鈴薯などが栽培されていた。畑の表面に

は縄文時代晩期の土器の小片や頁岩の岩井が多数散布していた。調査誌は、今津バイパス道路の方向に

沿って、東開6mX甫北9mの範菌で設定し、内部を一辺3自由方の方眼(長〉に区画し、それぞれに

区名をつけ、うち5つの区 (A2・A3・A4・B2・B3医〉を発掘した。実擦の調査面讃誌45m2とな

る。

に行った。場所によっては第III層と宮層との区別が困難なところもあったが、あえて

どちらかに区別して採集した。第 1.第llJ爾の遺物は一辺3m四方の区画で取り上げたが、遺物密集ブ

口ックである第臨・ N層の遺物は、各じまをさらに 1m方眼に区切って9分割(①し、一辺3m四

ク

り上げた(第4図)。

A2・A3k互の

ことにした。第互

しており、調査区の外側ま

区でも発克さ

ら始めた。表土を季IJぐと、大部分はすぐ地山(第V

土器が密集していたので、東側に拡張してB2・B3匹

ていたが、第mJ曹と第NJ警は良好な告含層で遺物密集ブ口ッ

ていることが分かつ

また、鉄棒を差し

こうした遺物密集ブロックは村調

リング謂査で法弘大調査芭の

ある畑の りにも別の遺物密集ブ口ックが推定できる。これらには若干の時期差が認めちれそうで

あるが、土掠を見る限り、いずれも

である。こうした遺物密集ブロック

ているが、住居跡がこれま

ること誌できない。しかし、

あろう。

第 3節弘大調査区の層j事〈第3国)

中葉の大洞C2式かあるいはそのちょっと後くらいのもの

世帯共同体ごとに形成されたいわゆる「捨て場4 と

く発見されていないので、住居跡、と捨て場の関係をとらえ

関係はこれからの亀ヶ同文化研究の大きな課題となるで

弘大調査区の北西璃付近の標高は約16.5mで、調査亙を設寵した知の地表重は北東方向に

る地形になっている。検出された遺構は縄文時代晩期の遺物密集ブ口ック(捨て場) 1ヶ所、

1基のみである。

I属黒褐告を基本と ある。層の厚さは約6~20cmである。表面に石器の原材料であ

9 



る頁岩の議IJ片が多数散市していた。締まりのない土罵で、小さな土器片や耳岩の剥片が含まれている。

第H屠 黒色を基本とする遺物包含聞である。署の惇さは約4'"'-'12cmで、ある。大きな擦や比較的多く

の土器片を含むが、耕f芋の影響を受け、撹乱されていた。小さな鉄片(釘?)が 1錨提入していた。第

まりがなくボソボソした感じである。 B2区を中心に分あしていた。

とする安定した遺物包含層である。層の)撃さは約4'"'-'12cmで、 B2況の北東隅で

も厚い。第百層と比べると結性がありやや結まっており、湿気もある。小さな炭化物や娃土粒を多数

でいた。安山岩の大小の磯も多数含まれていた。土器や石器など遺物が新り重なるよう

まれており、いわ診る遺物密集ブロックを構成していた。土器片は大小様々であるが、あ

を保った状態で潰れたり、ひび割れしていた土器も多かった。しかし、特殊な状態を示すような出土状

況はなく、ごく普通の f捨て場Jであったと考えている。

第IV冒 黒褐色を基本とする安定した遺物証含層である。層の卑さは約 2'"'-'12cmで、ある。大きな安山

小さな炭化物や焼士粒を多数含んでおり、第童精とよく似ているが、第盟関よりも粘性があり

締まりも強い。土器の出土状況も第班層とよく桜ており、

土した。部分的にとくに締まりの強いところがあり、そこ

の分布範聞は第重層と同じで、土器が折り重なる状態で出土し

ができなかっ

り重なるような状態で出

く食い込んでいた。第IV

の上面をとちえること

黄褐色の土層で三ぅ く締まっている。砂質掻化火山灰層に担当するものであろう。

発握毘全体にわたって、

ることが出来なかった。

まで掘り下げたが、上記の焼土遺構(第V署)以外の遺構を検出す

第ヰ節 焼土遺構と思倒木痕跡

〔競土遺構〕

落ち ある。 A2区とA3区の境討近の された。

内では半円形そ呈している。壌土の土質は柔ちかく脆い。擦も含まれている。炭化物は含まれていない。

も厚いところで約25cmで、色調から二枚に分かれる。上!護の第 1層は暗赤褐色 (10YR3/2)で、 r震の
第2関の赤褐色 (10YR4/3)よりも色が暗い。第1層の東容りの部分とその付近から縄文時代後期の網

目状撚糸文の深鉢が1個体分出土した(図版85 17)。第2周は無遺物替である。遺構の性格は不明で、

あるが、炉跡の上部が失われた可能性もある。

〔蝿倒木による痕誹〕

平面でははっきりした輪郭をとちえることは出来なかったが、 B3匿の東壁で風倒木によって生じた

と思われる穴を検出した。平面形は楕円形と推定されるが、調査[zでは部分的にしか擁認できなか

その大きさは問北2.5mX東西105m、深さ48cmである。東壁にみられる穴の断頭を観察すると、第盟

ら落ち込んでいた。明土 1層は黒色土と黄褐色土が混じり合った汚い感じの土層で、 IJ、さな土器

片・頁岩の岩片、機などを含む。理土2層は黒色土と葉褐色土が混じり合っているが、理土1閣と比べ

ると黄掲色士の割合が多い。小さな土器片・貰岩の剥片、礁などを含む。理士3

VJ言と同じ土質であるが、締まりがなく、遺物を合んでいない。埋土 l層と壊土2層に

樹木が鰐れるときに、第V層の黄褐色土を捲きあげたものであろう。その時期は第m麗の形成以

10 -



麗 名

第 I層

第IV間

第V署

(7.5YR3/2) 

(lOYR5/6) 

約4"-'12cm 

約4""'12cm 

〈土色載を利用)

特

第5節調査経過

8月226かち始め、 9月l日に経了した。前半は関に悩まされたため、後半がいそが

しい日程となってしまった。休日などを利用して卒業生の大部分が~譲に駆けつけ、一緒に合宿し、

掘に参加してくれた。また、弘前大学人文学部日本考古学ゼミの初めての発掘調査ということで、沢L1J

の研究者が、祝い気分で現地に来でくださり、学生に直接、助言・指導して下さった。

8.22 

日

8.23 

日

8.24 

日

8.25 

日曜日

については、遺跡発掘日 まとめた。

参加者

見学者

作業内容

A3思の北半分を表土剥ぎ。 A2区から のびていない。 臨層上国

落ち込みあり(現代のものと判明)0 

・小出 良・向出博之・

ら北壁にかけて柔らかく、しまりのない

と認定。ごの撹乱!欝を臨騨と区別して

-其田香保里、蔦川・横井・小向・向出・関根・

A2ζの日層(擾乱層)を捕り

A3区南半分の表土剥ぎ。

11 

-遠義正夫

(ill層と推定)。



-横井・小向・向出・関根桂子・8.26 I 参加者

月曜日

藤沼・関根、竹下・

藤亜紀

作業内容 B 2区辻西ベルト

B 3区は北ベルトと西ベルトをはずし、亜層を検出

8.28 捗加者 [藤沼・関根、住布環貴・蔦)[[.小向・竹原・向出・

水曜日 工譲晴代・市JII健夫。

8.27 

火曜告

8.29 

木曜日

-竹内

-新井関・竹内・佐藤・

見学者

作業内窓

、.，ノ1
 

1
1
 

1
1
F
 
、、
z
t
1
'
 
，，， 

量.
 

• 

約
一
段
一
者

物
一
加

選
一
参

口
U

ハV
町
、

υ
0
0
 

9.1 参加者

日曜日

8.31 

土曜自

-関根、佐蒋・萩坂・栗原議・蔦)1[-

.工藤

平詰中学校の生徒・村氏

測量

-向出・関根桂子・ -竹内・

-小向・竹原/向上品・関根桂子・新井

-工藤・市Jf[ -

成田誠治、市J11金丸、村民

とIV麗の遺物を取り

藤沼・関娘、萩坂・蔦)11-小向・向出・関設桂子・

-市)11-深見

-1守内・佐藤・ -工

作業内容 l土器を取り上げたのち逮捕の有無を確認するため提出面

構はなし。

最終発掘耐をヰ真に攻め、東四南北の壁面の層位図

し
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今津遺跡遺構配置図

〔
門
口
o 」

3m O 

調査区の細分
A-2区 8-2区

① ② ③ ① ② 

④ ⑤ ⑥ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑦ ⑧ ⑨ 

A-3区 8-3区

① ② ③ ① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑦ ⑧ ⑨ 

A-4区

① ② ③ 

④ ⑤ ⑤ 

⑦ ⑧ ⑨ 

畑

国
道

2
8
0
号
線

弘大今津グリッド・遺構配置図

-13-

第4図
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第5国 今津遺跡各讃査区の位置
(平舘村教育委員会提供の地国 1 : 2500より作成〉
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第4章遺物

第 1節土器の整理方法、経過

〔遺物の洗浄・注記・接合・復原〕

発掘調査で出土した遺物誌、整理用コンテナ(中型〉で約60箱分あった。その半分近くが、石器やそ

の岩片なので、土器は約40籍くらいであったろう。すべて弘前大学人文学部考古学実習室じ運び、

が中心になって、ただちに洗浄した。土器の胎士(土質)が脆いものが多いため、洗浄に慎重になり

断面に土が残るものが生じ、接合作業がうまくいかないという開題もおこった。そのためもう l度、

洗い直しをせざるを得ない土器も3ろった。洗浄した遺物には、遺跡名・地区名・崩位を書き入れた。例

え法B2区の小区§の第E露出土の土器片なら、 IM B2⑥ 3と注記した。 I誌は今津遺跡の記号

である。

した土器は、個体を識別しながら、できるだけ接合し、復元した。どうしても見つからない部分

の復元には、石費やシャモットを埋めた。第E躍と第百層は、発掘中にも分離が難しい部分があったが、

器も互いの!替のものが接合するものが多いので、土器の員性などを観察・分析するときは、間一層と見

して、土器の整理告進めた。

(東灘間・括本・写真)

京国IJとして、口縁部が全開の4分の l以上ある土器たついて註実測留を作成した。体蔀の文様替にあ

る文様などについては、括本国や拓本間から作成した展開模式関を作成し、できるだけ文様の復原に努

め、文様の種類・構成・描き方などについて分析できるようにした。小さな破片でも、口縁部を含むも

の・代表的なもの・特色あるものについてはできるだけ括本を取り、断国i医iを作成し、必要なものは報

告書に謁載し

なお、土器の実諾図は、スカイサーベイの留化器を捷用したものと したものとがある。トレー

スもパソコンを用いたデジタんトレースしたものとロットリングを用いて手でトレースしたものがある。

タルカメラで撮影したものを用いたが、拐めての経験であり、いろいろと試行錯誤を繰

り返した。

第 2節縄文時代晩期の土器

(1) 土器の器種と器形の分類

器穫という用語は、形・大きさ・容量・装飾などの違いによって用途が異なっていると想定される

の種類である(佐原2002) 縄文時代晩期の東北地方の土器〈亀ヶ岡式土器)培、通常、深鉢・台付深

鉢、鉢・台付鉢、浅鉢・台付浅鉢、盟・台付血、章、注口土器、香炉形土器、片口付鉢、小型土器(

ュア土器)などがあるが、器種の組成やその比率は時期によって異なることが明らかになっている。

途を暗示する器種の分類は国難であるが、まず形を鋸先して、法量や装飾などを考えるべきであろ

うO ここでは、よく使用される長谷部哲人の「正方形九等分法」を大まかな基準として用い、次に待部

最大窪と頚部(あるいは口筏)最小掻の比率で、査と査以外のものを分け、器高と口径の比率で深鉢(1 

以上)・鉢 (0.5'""-'1 )・浅鉢 (0.5'""-'0.3)・血(0.3以下)に分類した。また鉢・浅鉢・盟については台の

有無でも分類し 口土器や香炉形土器は小破片でも特殊な形態や装飾から器種分類することができ

た。製壇土器は、期途から考えて、器穂の…っと見なすこととした。

以上から、今津遺跡の土器の器種を分類すると、深鉢、鉢・台付鉢、浅鉢・台付浅鉢、血・台付盟、

壷、製塩土器、注口土器、香炉形土器などがあり、大別すると 8種類、細別すると11種類となる。以下、

器種ごとに土器の内容について説明を行う。
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(2) 

( i ) 分類に使用した特徴

壷形土器の器形を決定する崩性として、口頭部傾き、体部最張部の詑費、体部に対する類部のすぽま

り、頚部の長さ、体部器高に対する体部最大佳の比率の 5項呂を観察し

・口頭部傾き

体部に対して口頭部が外反するもの。

体部に対して口頭部が外傾するもの。

体部に対して口頚部が内傾するもの。 外反 外領 内傾

模式図 1 口頚部{嘆き

-体部最大径の位置

体部最大径の位置が、体部器高の1/2より上に3うるもの。

体部最大径の位置が、体部器高の1/2付近にあるもの。

体部最大在の性置が、体部器高の1/2より下にあるもの。

-体部に対する頚部のす;ままり

体部最張部に対する 比率を、体部に対する顕部のすぽまりとした。頚部最小径/体部最

大径の値0.61以上をすぽまりが弱い、以下をすぽまちが強いものとし

-頚言sの長さ

口径に対する口頭部器高の比率を頚部の長さの指標とした。日頚部器高/口語の値0.3以上を

以下を短識としたが、図絞2-10(鐘0.313)の個体は印象や倍の属性において短頚のものに近い為、

例外的に短頭査に含めた。

-体部器高に対する体部最大径の比率

体部器高/体部最大径の誼を体部の横長・縦長の夏合いの指標とした。値0.7以下のものを横長、{菌

0.7'"" 1.0のものを もの、値1.0以上のものを縦長のものとし

(ii) 豊の分類

完形または実灘区i上で器形が復元でき、(i)に挙げた3項目が観察できた土器を元に壷形土器の器形分

った。それ以外の土器破片は器形分類には用いなかった。まず、観察した 5項目のうち口頚部

傾き・体部最張部の位量の組み合わせによってA'""-'Fに6大別し、吏に体部に対する類部のすぽまり・

さ・体部器高に対する体部最大径の比率の組み合わせによって細分を行なっ

.A類

頚部がタト茂し、体部最大径が体部器高の1/2より上にあるもの。更に4細分し

A1類:すぽまりが強い長頚で、体部が横長でも縦長でもなく中轄のもの。

A2類:すぽまりが強い短頚で、体部が嶺長でも縦長でもなく中震のもの。

A3類:すぽまちが弱い短頚で、体部が縦長でも横長でもなく中韓のもの。

A4類:すぽまりが弱い短頚で、体部が横長のもの。

ハ
h
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1
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.B類

頚部が外反し、体部最大径が体部の1/2付近にあるものをB類とした。更に 3細分した。

B 1類:すぽまりが強い長頚で、体部が横長でも縦長でもなく中庸のもの。

B2類:すぽまりが弱い短頚で、体部が横長でも縦長でもなく中庸のもの。

B3類:すぽまりが弱い短頚で、体部が横長のもの。

.C類

頚部が外反し、体部最大径が体部の1/2より下にあるものをC類とした。更に 3細分した。

C 1類:すぽま りが強い長頚で、体部が横長でも縦長でもなく中庸のもの。

C2類:すぽまりが強い長頚で、体部が縦長のもの。

C3類:すぽま りが弱い短頚で、体部が横長のもの。

.D類

頚部が外傾し、体部最大径が体部の1/2付近にあるものをD類とした。更に 2細分した。

D1類:すぽまりが弱い短頚で、体部が横長でも縦長でもなく中庸のもの。

D2類:すぽまりが弱い短頚で、体部が横長のもの。

.E類

頚部が内傾し、体部最大径が体部の1/2より下にあるものをE類

とした。体部に対する頚部のすぽまり方と体部の高さと最大径の比

率に関しては、全個体共通してすぽまりが強い長頚で体部が縦長で

も横長でもない中庸のものである。

.F類

A類'"'-'"E類に該当せず、各個体がそれぞれ 1類型を成すものを一

括してF類とした。

(jii) その他の特徴

.口縁部形状

口縁部が残存している個体は全て平縁である。また、幾つかの個

体には口縁部に鍔状の張り出し部が見られる。

-底部形状

底部は以下の 5類型が見られた。模式図 2に詳細を示す。

平底

上げ平底

上げ底

丸底

段付き丸底

一 17-

平底

、z二、可、 11

ボ~. .吋.;... ":..1 グ
¥?と・. ~... "'("、 //

¥:.::? -~ぺ=勺 l グ
可ム_"，...s:'、 /ヅ

、.. ~ ~-j='~，，，""←一一一一/

上げ平底

上げ底

¥二ノ

¥よJ
模式図2 童形土器底部形状



口

口

-上面・内面に施されている沈線を観祭した。沈線が擁されるのは口

り、二面以上に沈線が巡るものは見られなかっ

内い

A突起

平面形で三角形の単崎の突起をA突起とした。壷形土器で辻、

に日韓部上面に施される傾向が見られる。細部の差異によって3細

分した。

A突起①:付け椴から]員点にかけて比較的均一な厚さを持つものである。口唇部上面、口

ζ謹さ

-口

口縁部が残存しているものの中では口容器の内議f• 

帯の形状としては、外面・内部ともに隆帯がめぐり

-口 日

図版与56・66にのみ、口唇部外国に刻みの連続が見

り

と体部の境界の装飾

と体部の問、措壁の傾斜変化が最も大きくなる部

と体部の境界とすると、境界の位置もしく

以下に装と体部を区画するよう されることがあ

る。

装飾蕪し

-地文部と無文部の差・傾斜変換のみによって分けられ

もの。

沈線

沈線によって分けられたもの。

平行沈線

平行沈線によって分けもれたもの。

離帯

によって分けられたもの。

平行隆帯

平行降帯によって分けられたもの。隆帯上に刻みや刺突が施され

ものがわずかに見られた。隆

くなっているものが見ちれた。

r〆ヘ、-

J 灸¥

山・・酬酬・酬 ~誌、
一…¥¥一

A 

A 

ダ/\~、
B突結 a

}ノ雲yg¥~

工合ナヱ

主ぬよ
8突記号a

てko:ミア
日突起②b

と奇??三
話突記号C

摸式菌 3 突起形状

A突起多:11け較から]要点にかけて把j撃し、 1質点部分で球状の突出部を持つもので、

に沿った形の三叉状の透かし彰りが蒐されるも

版9-49にのみ観察され、左右の口容部外面に

18 -

る。 関

って詫される。



:付け根かち頂点にかけて毘厚するもので為る。現点の肥厚部分に沈支IJが施され、前後に

小さく二又になる。口容部上国に施される。口縁部に鍔状鮎り出しのあるものでは、

外縁の上向き徴降帯上に施される。

B突記

沈実IJによって平面形が三角形の双経になった突起をB突起とした。 断面形の違いによって2細分し

た。壷形土器では、主に口容部土師、頚部と千本部の境界に施される。

B突起 :B突起のうち、付け根から票点にかけて比較的理さが均一なものそB突起③とした。沈

刻の違いによって更に 3細分した。

B喫記CDa:単純に左右の緯が分けられたものである。口唇部上面や、頚部とf本部の境界に施さ

れる 0

3突配 b:B突記Cじの左右の峰に、それぞれ三叉状沈実IJが施されたものである。図抜4-20にの

み観察され、口警部上面に施さ

R突起(l)c:曲線によって在右の峰が分けちれたものである。査形では図版8-48にのみ観察され

口縁部の鍔状貼り出し外縁の上向き徴睦帯上に施され

召 :B突起のうち、断酉形で付け根が太く頭点にかけて器厚が減少し、癌状を

B突起②とした。沈刻の違いによって更に 2細分し

B突起②a 曲線によって左右の蜂が分けられるものである。日暦部外面に擁される。

ものを

B突起②b:単純に左右の峰が分けちれるものである。口唇部上面、口唇部外面、頚部と体部の

B 

に施され

c 上底の長い台形の沈刻によっ

右のu嘩が分けられる物である。

底調Ijは関口するが土成側は閉口せ

細い詮帯によって左右の緯が

接続される形状である。口

面~外面にかけて益される。

-突記の組み合わせ

口縁部では、前種類かの突起が組み合わされ、

まとまりに施されるものがあるc 組み合わせば全部

で7種類揺出されたc 模式留4に組み合わせの構造

-文様

体部文様を持つものが見ちれるが、 f間体数が少な

いさ弘、個別に述べる。国版仕38は、盟・浅鉢形土器

1 -1が施されるc国抜8-48、図版11…107・

108には、残存する施文部より、皿・浅鉢形土器の

区画文 1 1が施されていると思われる。図版11-

組み合わせφ

組み合わせ②

組み合わせ@

組み合わせ@

組み金わせ⑦

109・110、盟販12-114・128・129は小片の為文 槙式図4 盟形土器口縁部突起組み合わせ

様の全体畿は不明であるが、 110・114は今津遺跡

出土土器の体部文様にはあまり見られない、沈線が

密集した形の文様である。
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-地文

章形土器では、 LR単節斜位縄文 .RL単節斜位縄文 .LR単節縦位縄文 .RL単節縦位縄文・条

痕文の 5種顕の地文が見られた。

(iv) 額向

査形土器各類型の装飾の傾向について述べる。ただし、輩形土器では完全に近い形で全体が残存して

いるものが少なく、器形分類に使った{国体でも口縁や底部を欠くものが多かった。また器彰分類に使用

できた数自体も少なく、類型によっては非常に間体数が少ないため、極めて概略的な傾向と止まるとい

うことを前以て述べておく。

A類では、口唇部に沈線・隆帯を持つものは見られない。また口縁に突起を持つものは殆ど見られな

い。上語にB突起①が施されるものがAl類に 1点見られるのみである。頚部と体部の境界は装飾無し、

沈練、平行沈線十刺突が見られるが、過半数を装飾無しが占めている。頚部と体部の境界に施される突

起に関しては確認できる関誌の殆どに施されないが、 Al類にB突起号、 A3類にB突記②が付くもの

がl点ずつのみ在る。地文はLR単簡斜位縄文、 RL単節斜イ立縄文、 RL単節縦位縄文、条痕文が施さ

れ、類型全体又は特定の細分類型に踊った績向は見られない。口縁部の鍔状張出しの主うるもの、体部文

様の施されるものは見られない。

B類、では、口替部に隆講を持つものは見られないが、口唇部に沈線を持つものがわずかに在り、 B1類-

B2類に一点ずつ見られる。口縁部突起は、種類に統一性を欠くが、 B類の半数弱に施される。 B1類

では、口唇部上面にお突起②、組み合わせ⑤が施される。 B2類では口容部上面にA突起①が施される

ものが、 B3類では口唇部上面にB突起4号、 B突起〈むが施されるものが在る。頚部と体部の境界は殆ど

のものが装飾無しであるが、 B1類に平行沈線ート料突、 B3類に平行沈擦が1点ずつみられる。頚部と

体部の境界の突起は、 B1類とB3類に見られ、すべてB突起舎である。この3突起舎は全て装飾無し

と共に擁される。地文はLR単節斜位縄文、 RL単能斜位縄文、 RL単節縦位縄文が施される。 RL単

節縦位縄文は、 Bl類にのみ見られ、 B1類の半数に施される。口縁部の鍔状張出しのあるもの、体部

文様の施されるものは見られない。

C類では、口容部に隆帯を持つものは見られないο 口容部沈毅・口縁部突記をもつものも殆ど見られ

ないが、 C2類中の一個体にのみ、口啓部内面沈線及び口唇部上面の組み合わせ突起ぐちが施される。頚

部と体部の境界はすべて装飾無しである。頚部と体部の境界の装飾辻C1類及びC2類、む 1点ずつ、 B

突起@が施されるものが見られる。地文はRL単節斜位縄文・条痕文が施されるが、無文のものが半数

を占める。口縁部の鍔状張出しのあるもの、体部文様の施されるものは見られない。

D類は、 Dl類中の一個体にのみ口唇内面沈緯、口唇外麗隆帯、口啓上面A突起〈むが賭され、組の個

体には諾されない。頚部と体部の境界はDl類は全て装飾無しであった。 D2類は国版6-38のみである

が、査形土器の完形個体では数少ない体部文様を持ち、全面が赤彩されるものである。体部文様帯は頚

部と体部の境界の平行沈線と体部最大径の平行沈線によって匹画されている。地文はLR単節斜位縄文、

RL単節斜{立縄文が施され、類型全体又は特定の縮分類型に偏る傾向は見られない。口縁部の鍔状張出

しのあるものは見られなかった。

E類は口縁部が残存する個体は少ないが、全てに鍔状の張り出し部が見られる。図版7-43には口唇外

面沈線と口容部上酉にA突起①が擁される。頭部と体部の境界は隆帯か平行隆帯で産調され、隆帯上に

LR単節縄文原体の圧痕が施される。体部は全館体が無文で、よく研磨されるο 他の類型に比べ、赤彩

の割合が高いのもE類の特徴である。

F類はA"-'E類に該当せず、それぞれ l餌体 1類型のものであるが、そのうち特徴的な掴体を述べる。

留版7-45は主に口縁部~頚部にかけて残存する個体である。弘大調査区出土の土器の中でも、 B突起舎

20 



Cが一単位のみ日韓部上面に擁される唯一の例である。また他のB突起② Cが施されるものと比較する

と、台形の詑刻が上向ぎになるよう施されている。図版8-48は極めて大きな個体である。施文部位の残

存率は低いが、霊形土器では数少ない体部文様が施される錨体である。また、鍔状張り出しが大きく発

壷形土器全体としては、争体部文様が擁される個体が少ないこと、②文様が擁される場合は塵泊縄文

による手法が多いこと、。比較的佑の器種よりも赤彩のものが多いこと、多地文が無文の場合、器面が

丁寧に磨かれることなどがあげちれ
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一
/〆/←

番号 出土区・層位 分類 口径 器高

l B2ct. B2:s). m層 A1 10.5 19.1 

2 B2~， ・ E 層 A1 9.2 17.5 

3 B2⑤ .m層 A1 8.9 13.5 

4 A3~ 、 B3@ .m層 A1 

D B2⑤ .m層 A1 

6 A3~ . m層 A1 

5 

底径

8.7 

8.8 

4.9 

8.6 

9.5 

5.3 

O 

特 徴

f 
J 

6 

地文条痕、 口唇部上面:B突起工a、頚・体部境界 B突起Xa

器面は良く研磨される

器面は良く研磨される

地文 LR単節、頚 ・体部境界沈線

地文 RL単節縦、頭・体部境界沈線

地文 LR単節、頭・体部境界 平行沈線+刺突

図版 1 壷 1""'6
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写真

15-1 

15-2 
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15-4 
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15-6 
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9 

/ー 、

、、

10 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

7 B2⑨ .rn層 A1 地文条痕

8 B2④、A2⑤.rn層 A1 9.3 地文 条痕 16-2 

9 B3② .rn層 A2 8.5 地文 LR単節 16-3 

10 A3③ .rn層 A3 18.2 22.8 8.7 地文 LR単節 17-1 

図版2 壷7........10 
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番号

11 

12 

13 

14 

15 

16 

一一一一
一、J 、白、

Y 、
.: 、 一

出土区 ・層位 分類

82⑦.rn層 A3 

833) . rn層 A3 

83①.rn層 A4 

83⑤、A3⑤.rn層 A4 
82⑤ .lli層 81 

82⑦.rn層 81 

11 

口径 器高

14.1 19.8 

13.6 13.2 

6.7 9.4 

5.9 9.6 

戸一一一、一~ー、ー

ムz主司ミξ迂三三戸二"==~--
.~二十- 一一←一一一一、¥¥¥

、三、
¥、

一一イ/ノ 3 

O 10cm 

El 

底径 特 徴 写真

地文 条痕 16-4 

8.8 地文 LR単節、頭 ・体部境界B突起② b 17-2 

8.2 地文 RL単節縦、 頚 ・体部境界沈線 17-3 

8.7 地文 RL単節 17-4 

5.5 器面は良く研磨される、口唇部 外面隆帯 17-5 

5.4 頚 ・体部境界 B突起② b 17-6 

図版3 壷，''''''''6 
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18 

21 

22 

23 。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器局 底径 特 徴 写真

17 B2(7:. III層 B 1 8.3 13.8 3.8 地文:RL単節縦 18-1 

18 B3(~ ・ N層 B 1 10.4 13.0 6.0 地文 RL単節縦、口唇部:上面沈線、頚・体部境界:平行沈線+刺突 18-2 

19 B2⑦、B31)・E層 B 1 9.7 17.0 8.5 地文:LR単節 18-3 

20 B3<L. III層 B 1 7.5 口唇部 上面B突起C1b 18-5 

21 B2]; . III層 B 1 地文:RL単節縦 18-6 

22 B2CZ;、B2③・E層 B 1 11.9 地文:RL単節縦、口唇部:突起組み合わせ:.Q)、頚・体部境界:B突起②b 18-4 

23 B2::1J・困層 B2 13.1 地文・条痕、口唇部:上面沈線・上面A突起① 19-1 

図版4 壷17--23
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24 

29 

30 31 32 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

24 B2③ '!V層 B2 9.0 8.9 5.0 地文 RL単節 19-2 

25 B3T. m層 B3 8.0 9.4 丸底 器面は良く研磨される、口唇部:上面B突起立b、頚・体部境界:B突起②b 19-3 

26 A2$' m層 B3 4.5 地文 :RL単節縦、頚 ・体部境界 B突起②b 19-4 

27 A2⑥ .m層 B3 10.3 9.5 4.5 地文:LR単節、頚・体部境界 平行沈線 19-5 

28 A3:ID. m層 C 1 丸底 赤彩、器面は良く研磨される 19-6 

29 B2'1)・困層 C 1 8.8 13.6 3.5 地文 条痕、頭 ・体部境界 B突起②b 19-7 

30 B2⑤ '!V層 C 1 8.6 器面は良く研磨される 19-8 

31 B2(f;、B2@.m層 C2 8.1 13.8 5.0 口唇部・突起組み合わせ$ ・内面沈線、頚・体部境界 :B突起:2)b 20-1 

32 B2⑧ .m層 C2 6.0 L!は RL単節 20-2 

図版5 壷24........32
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36 

。 lOcm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

33 B3① .III層 C3 6.7 器面は良く研磨される。 20-3 

34 B2⑥ .III層 D 1 9.0 9.0 5.6 器面は良く研磨される。口縁部に穿孔。 20-4 

35 B2⑦、B2⑧・困層 Dl 12.6 13.1 器面は良く研磨される。 20-5 

36 B2④ .III層 Dl 14.7 地文 :LR単節 20-6 

37 B2⑥ .III層 Dl 9.0 9.0 5.6 地文 RL単節、口唇部 .内面沈線、外面隆帯、上面A突起① 20-7 

38 B2④ .III層 D2 12.9 11.8 5.0 赤彩、 地文 LR単節、頭・体部境界 平行沈線、体部文様有 20-8 

図版6 壷33--38
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39 

40 

43 

41 42 

45 

/J 

46 

f 
47 

O 10cm 

番号 出土涯・騎位 ; 分類 口窪 器高 ま経 特 後t 写真

39 人3⑤、A2ミD.簡層! 4.4 赤彩、器聞は良く研騰される、筆頭・体爵境界 薩帯 21-1 

40 E 3.4 赤彩、器言語は良く研廃される、主義ー体部境界:薩幣 21-2 

41 i B3@' III層 く研磨される、頭・体部境界:際帯+LR単語在痕

42 日3CV'IVI議 器言語誌良く研携される

43 ③. IIlJ璽 4.0 !日昏部;外聞沈練、上甑A突起CL

44 B3零・ IVI麗 器商は良く研燐される、口唇部

45 B2@' rn関

46 B3ミ号、B3会 e車関 ! F 

47 B2@ .盟層 突起組み合わせ司〉・外語沈線、

図版7 壷39"'47
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出土区・層位

B2⑦ ・皿層

図版8 壷48
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66 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

49 B2⑨ .rn層 口唇部 突起組み合わせ② ・上面沈線 23-1 

50 B2⑥ .rn層 口唇部 突起組み合わせ③・外面沈線 23-1 

51 B3③ .N層 口唇部 上面沈線、外面隆帯・内面隆帯・上面B突起~ a 23-1 

52 B2⑧ .rn層 口唇部上面沈線、頭・体部境界平行沈線 23-1 

53 B2③ .rn層 口唇部上面沈線 23-1 

54 A3.rn層 地文 RL単節 23-2 

55 B3'~ . rn層 口唇部 内面沈線、頭・体部境界 平行沈線 23-2 

56 B2④ .rn層 口唇部外面刻み 23-2 

57 A3.rn層 頚.{本部境界沈線 23-2 

58 B2. rn層 口唇部 上面B突起②b 23-3 

59 B2⑤ ・1¥1層 口唇部上面B突起①a 23-3 

60 B3Q; . NI冒 器面は良く研磨される。 23-3 

61 B2⑧ .rn層 地文 LR単節 23-3 

62 B2Q:: . rn層 口唇部外面・内面隆帯 23-4 

63 B2・皿層 器面は良 く研磨される、口唇部 外面沈線・外面B突起11a 23-4 

64 B3③ .rn層 赤彩、口唇部外面沈線 23-4 

65 B2~、 B2⑧ ・ E 層 赤彩、器面は良く研磨される 23-4 

66 A3.rn層 赤彩、器面は良く研磨される、口唇部 外面沈線・外面刻み 23-4 

67 B2⑤ .rn層 赤彩、口唇部 突起組み合わせ④ 23-4 

68 B2 ~号 . NI冒 地文 RL単節、頚・体部境界 B突起~b 23-5 

図版9 壷49""""68
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

69 B2⑦ .lli層 地文 LR単節、頭・体部境界 B突起b 23-5 

70 A3'lli層 地文条痕、頚・体部境界 B突起b 23-5 

71 B2⑤ .lli層 地文 LR単節 23-6 

72 B3. lli層 地文 LR単節 23-6 

73 B2:ID .lli層 地文 LR単節 23-6 

74 A2.m層 地文:LR単節 23-6 

75 B2⑤ .m層 地文 LR単節 24-1 

76 B2⑦ .m層 地文 LR単節 24-1 

77 B2・E層 地文 LR単節 24-1 

78 B2⑦⑧ .m層 地文 RL単節 24-2 

79 B2⑥ .m層 地文 RL単節 24-2 

80 B2⑥ .m層 地文 LR単節 24-2 

81 B3③ .m層 地文 RL単節 24-2 

82 B2③ .m層 地文 RL単節 24-2 

83 B3⑨ .m層 地文 RL単節縦 24-3 

84 A2③ .m層 地文 RL単節縦 24-3 

85 B2' m層 地文 RL単節縦 24-3 

86 A3・E層 器面は良く研磨される 24-4 

87 B3①・困層 頚部内面は良く研磨される 24-4 

88 B2⑦⑧ .m層 器面は良く研磨される 24-4 

89 B3③ .m層 器面は良く研磨される 24-4 

90 A3③ .m層 器面は良く研磨される 24-4 

91 B3~ ・ IV層 口唇外面沈線 24-4 

92 B2④ .m層 器面は良く研磨される 24-5 

童69"""'92
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109 

¥ 
108 

O
E
 

10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

93 B2③ .m層 赤彩、地文 LR単節、頭・体部境界沈線 24-5 

94 A2(s::. m層 頚・体部境界沈線 24-5 

95 A3.m層 地文 LR単節、頭・体部境界 :平行隆帯 24-5 

96 B2④ .m層 地文 RL単節、頭・体部境界 :平行沈線 24-5 I 

97 B3⑤ .m層 地文条痕、頚・体部境界平行沈線 24-5 

98 A2② .m層 地文 RL単節縦、頚・体部境界:平行沈線 24-6 

99 一・阻層 地文 RL単節縦、頚・体部境界平行沈線 24-6 

100 B2⑤ .m層 地文 RL単節縦、頭・体部境界 平行沈線 24-6 

101 B2⑦ .JI[層 頚・体部境界平行沈線

102 B2④ .m層 頚・体部境界平行沈線 24-6 

103 B2~~) ・困層 頚・体部境界平行沈線 ~ 
104 A3.m層 赤彩、器面は良く研磨される、頭・体部境界 隆帯・ B突起②a 25-1 I 

105 B3① .m層 赤彩、器面は良く研磨される、頭・体部境界:隆帯

106 A2⑦ .m層 赤彩、器面は良く研磨される、頚・体部境界:平行隆帯+LR単節圧痕 25-1 

107 B2⑦ .m層 赤彩、地文:LR単節、頚・体部境界:平行沈線・B突起②a、体部文綴有 25-2 I 

108 A2⑤ .m層 地文 LR単節、頭・体部境界:平行沈線・B突起②a、体部文様有 25-3 I 

109 B2④ .m層 赤彩、地文 LR単節、体部文様有 25-4 

110 B2⑤ .m層 体部文様有 25-4 

図版11 壷93""110 
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¥ uty 、ミト113 
4
E『
E

4

・EE
‘
 

••• 112 114 

、:J氏.f~ 、と1 手16 j緑 、 v 、
117 118 

115 

r 堂々\~ 母垣島q織 、 -'~へ は炉，、今'司、司、齢-.;.~・・pー ;;・‘~ ‘s 

121 122 123 

119 
~1:、ゆ.1;"マレ;. ' ， 、円

120 

、ミミ 輔 、可、、
124 

127 竺"';:，>ーが吋

128 

¥ さるも、
叫 130

129 。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

111 B3. 1層 内面は良く研磨される 25-5 

112 B3. 1層 地文 LR単節 25-5 

113 A2・I層 地文 LR単節 25-5 

114 A2. 1層 赤彩、体部文様有 25-5 

115 B2. II層 地文 RL単節 25-6 

116 B2 . II層 地文 LR単節 25-6 

117 B2. II層 地文 RL単節縦 25-6 

118 B2 . II層 頚部内面は良く研磨される 25-6 

119 B 口唇部 外面沈線 ・口縁部に補修孔 25-7 

120 地文 LR単節 25-7 

121 頚 ・体部境界 平行沈線 25-7 

122 器面は良 く研磨される 25-7 

123 器面は良く研磨される 25-7 

124 地文 LR単節、頭 ・体部境界:沈線 25-7 

125 地文 RL単節縦、頚 ・体部境界 :平行沈線 25-8 

126 地文 RL単節、 頚 ・体部境界沈線 25-8 

127 器面は良 く研磨される 25-8 

128 赤彩、地文 LR単節、体部文様有 25-8 

129 赤彩、器面は良く研磨される、体部文様有 25-8 

130 赤彩、頚 ・体部境界 平行隆帯+刺突 25-8 

図版12 壷"1'" 1 30 
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(3) 皿

〔血形土器の分類]

皿形土器を整理する際には口縁部・体部・底部のそれぞれの属性に注目した。その結果をもとに、器

彰と口縁部の形状の組み合わせで分類を行なう。

( i ) 分類

器形を3種類、口縁部の形状を4種類にわけた。

.器形

I類.体部から口縁部が直線的に外に開くもの。

E類. {本部から口縁部が緩やかに内母しながら外に開くもの。

体部から頚部が緩やかに内管しながら外に開き、頚部から口縁部が外反するもの。

-口縁部の形状

A類.平縁で突起を詳なうもの。突起誌A突起や2個一対の山形突起が4単詑施される O

B類.平縁のもの。

C類.平縁で突起を伴なうが数が多く波状を呈するもの。

D類.破片のために突起の有無が不明なもの。

以上の2つの属性を組み合わせて分類を行なう。表記の方法は例えば IA類のように表記する。

(ji) その他の特徴

口縁部の特徴

模式国 1 口縁部の突起

-口唇上端の形状

皿形土器の口

を伴うことが多い。

には、口唇文様

1 .口騨が肥序するもの。

豆. 口唇が肥厚しないもの。

-口縁部の突起(模式図 l参照)

1. A突起

2. 

盟形土器にはA突起が4単位付く例が多い0

2. 正三角形の突起

台付血の口縁部に見ちれる突起である。両脇にはB突起が並んでいる0

3. 2綿一対の山形突起

盟形土器の口縁部に稀に見iうれる突起である。 4単位付く例が多い。

-口唇文様〈摸式国2

日縁端部の上面に施された文様を口啓文様と呼ぶ。日唇文様は上田や外聞に沈線や彫り込みを施すこ

とによって咋られ

韓上面の彫り込みと

なる。

口桂文様はa"""""'mに分け、 gは2種類、 i は 3 種類に細別した。特に d"""""'m~ま口

らの彫り込みによち、土器の外面は波状の浮文的な様相そ帯びるように

34 



また、口唇文犠は種類が多く

エーションがあることが分かった。

どで分類すると 1語体、 1分類に近くなる り様々なパリ

a. 芽生凡ωもの。

b. 楕円形に彫り込まれるもの。

c.沈隷が巡るものo

d. 台形の彰り込みが外語にまで及んでいるもの。

e. 日韓上面には沈裁が巡り、列点が持なうものo

f .鋸歯状の沈隷に列点がなされるもの。

g. 彫り込みにより生じた離帯に彫去を加えたもの

をgとした。外面にまで及ぶ弧線の彫去が倖うも

のをg1とし、列点が施されるものをg2とし

h. 日韓上面に沈線が巡り、口唇外出から列点が施

されるもの。口唇内固には刻みが拝なう O

i.口唇上語に三叉状の彫り込みが巡るものを iと

した。更に日野外語からの彫去を伴うものを 1

とした。弧線の影去が巡り更に口野外語からの彫

去を伴うものを 2とし、口言外面から四角形や

ノの字め彰去を伴うものそ i3とした。

j.口唇上回に賂の長い三叉状の彫去が巡り

ら円形の彫去が施されるもの。

k. 日韓上面には点状の彫去と口韓外面から円形の

彫去が擁されるもの。

1. ノの字状の彫去と三叉状の彫去が伴なうものc

m. 口容上国に沈線が巡り、問脇に刺突が施される

もの。

-体部の特畿

地文の種類と、内出の底部と体部を区画するものの種 i3. 

類を取り上げる。更に文様を描く時比文犠帯を割り付け

る観きをする区画文と した。ただ

し、文様構成が予測できない破片は不明とした。なお、

弘大調査の星形土器の文様害は上下各2本の沈線で区画

されているものが多い。

藤沼邦成(1989)によれば区画文とは文様帯を区画す

るものを揖す。文議帯は完全に壌に匿画される。区富さ

れた部分を単位文様部と呼ぶ。

うめこまれるか、或は文様帯の

上・下練のいずれか一方とのみ接続する形を取る。

文を割り付け、その間に充填文を埋めて生み出した文様

を連続文様と称している。

文様の分類、は職活の詮に期って行う。
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-文様

[区画文]

区画文 Iは3種類に分類した。

区画文 11は配置文ill3のような文様に別の文様が付加され文様帯を区画する上下の沈線に接続した

ものである。

区画文 12はSを横にしたような文様(横S文)に別の文様が付加され文様帯を区画する上下の沈線に

接続するようにしたものである。

区画文 13は弧線を組み合わせた文様が点対称に施される。上下どちら側で尖るか、付加されるノの

字状の文様がどの位置にどの向きで付くかの違いが見られる。

[配置文]

配置文を I'"'-'illに分類した。 1は文様帯を区画する上下どちらか一方の沈線にのみ接続するもの。 E

は上下交互に文様が配置され文様帯を区画する上下の沈線に接続するもの。 Eは文様帯を区画する沈線

には接続しないものである。

配置文 Iは6種類に分類した。

配置文 11はC字を基調とした文様にノの字の文様が付加されたものである。

配置文 12は 11が沈線化したものである。

配置文 13は 11を反転させたものであるが沈線の接続部は外に開く。

配置文 14の上側は横にしたc(横C文)を並べ、問を沈線でつなぎ下側は横C文を下の沈線に接続
する。

配置文 15は2段構成の文様帯をとる。それぞれの文様帯の下線に四角形の文様を接続させる。

配置文 16は配置文illlのような文様であるが文様帯を区画

する下線に接続する。

配置文EはII1のみである。

配置文II1は、横C文を上下に配置する。

配置文Eは5種類に分類した。

配置文illlは横S文に別な文様を付加する。

配置文ill2はilllを反転したもの。

配置文ill3は弧線を組み合わせて作った菱形状の文様である。

配置文ill4は横C文である。

配置文ill5は横C文があるのは分かるが全体としては文様構

成が不明なもの。そのため模式図は作成していない。

-内面に区画を持つもの(模式図3参照)

皿形土器の内面には段や沈線を巡らすことで底部と体部を区

画したと思われるものがある。

1.有段のもの。

2. 沈線が巡るもの。

3.沈線聞に刺突が伴なうもの。 1点のみである。

4. 小破片のため区画の有無が不明なもの。

5. 区画の無いもの。

- 36-
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-体部の地文

弘大調査院の皿形土器には地文として条疲文が見られないこと

a.理文が施されるもの。

縄文にはLR単節斜位縄文・長L単節斜位縄文があるo

b. 無文のもの。

(iii) 底部の特徴

の特徴であ

と丸底に分けた。 して形状を窺えないものは不明とし

け、成部の作り出しについても

と作り出し

a.丸誌ないし丸志気味のもの。患部に沈隷が巡るものはまれである。

a 1. 掻帯が巡るもの。(写真36-4) 

a 2. へこんでいるもの。(写真36-6) 

a 3. 破損などにより装飾がわからないものo

k 平底のもの。降帯が巡るものが多い。

bl.非り出しの無いもの。

b 2. ~差帯が巡るもの。(写真36- 4) 

b 3. 沈線が巡るもの。(写真36-2) 

C. 破損などにより うかがえないもの。

c 1.隆帯が巡るもの。

c 2. 破損などにより装飾がわからないもの。

-底揺の地文

全て無文であるもののみである。

(iv) 血形土器に見られる錆向

に地文の有無を分

皿形土器の中で最も多いのはIIA類である。また、血形土器に 4単位つく頴向があ

が、突起の形状や突起の組み合わせのパリエーシ当ンは壷よりも少ない。

11Il形土器の多くは口勝が肥厚する傾向がある。日轡が肥厚しない資料は 1D類、 IIB類に見られる。

の資料には口容文様が見られる。口唇文様は 1個体 1分類になるぐらい様々なバリエーションがあ

口容文様で多いもりは C、e、g2、 1、 i 3で、中でも Cは1C類、 1D類、 IIA類、 IIB組、 H

亘A類と多くの頚型にまたがる口容文様である。

体部の文様帯は体部全面i二及ぶ。文様帯のよ罷と下限は横走する沈線により度面される。

は磨消縄文の手法による文様が施される例が多い。文様が施されない場合は地文が祭文で3うることが多

い。 IID類の破片資料は文騒が施されず縄文が巡っているので珍しい例であるc 今津遺跡の盟形土器に

よく見られる文様は配罷文 11、ill3である。これらが見られる類型は 1A類、 1B類、 1D類、 IIA類、

五D類である。

地文として、経緯文が諾されることが多く、次いで無文が停なう。縦縄文と条痕は見られない。

内面~:見られる体部と患部の区画帯は有段のものと沈線が巡るもめが多数を占める。特に有段のもの

は破損で体部の様子が不明なIIA類、 IID類を除けば、 illA類以外で晃られるほど今津遺跡では一般的で

ある。また、 l点のみの例であるがIIA類で内面の区画の沈線聞に東日突が伴なうものがあ

患部の形態は平成のものが殆どである。丸底ないし丸底気味のものは少なく IIA類に僅かに見られる
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に過ぎない。

底部の作り出しは龍帯や沈線が巡るものが見られる。 IIA類に l 患部がへこむものが見られる。

的に血形土器に見られる特設として①赤彩される割合は壷よりも低い、②しかし生漆をニスのように

塗って、ツヤを出しているもめがある、争台付盟の口縁部の突起の形は、正三角形で関脇にB突起が並

ぶなど、皿の突起の配置とは異なる。また、③に関わることであるが台付加は内外語ともに丁寧に磨い

て赤彩される。葬彩は台部の内側にまで及んでおり、皿形土器のなかでも非常に丁撃に作られている。

-分類とそれに梓う特徴

口議部 体 部

分類
司唇文様

1 A i g 1 配 11 i LR I 1 I b 2 蕪し

IB Id 、i3 配車1、2、5 I LR I 1，2、5 ~ b 1 '"'-'3 無し

IC ! a 配 16 I LR 11 I b2 無し

1 D I 1、EJb、c、e、iL i 3、1I記1L班3 ILR、RL、無文luA  j bL2 l無し

b1 無し

無し

直A C 、百1 i i'fe車4 2、4
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区画文 I

配置文 I

記罷文H

配罷文盟

釘マ 2 

ム守¥J守、トb ム守斗cγ ム

、認さう、建主ぅ ¥〈ム

4 

乙シノー ¥J
♂ 

2 

7 

5そでさ手f 定手当
d六百三勾

2 

G三三二王主主

ぐそコ a ~b 迂弓~c

6 

d 
4 

CF C :::>a C 3 ーさ〉b c c 〉仁 ζ斗 7

3 

※証置文盟5、皿8は文様構成が不明なため、槙式図は作成していない。

第s図 今津遺跡出土の血・浅鉢形土器の毘韻文・定量文の分類及び模式臨
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高

131 A2・I層 ID類

132 B2・I層 illA類

133 A2.1l層 ID類

134 B2④⑤ ・N層 IA類 26.0 6.9 

底径

t'->J酔 ........ 事 』・--山

‘長命‘町ιミ民主ミ

特

口唇文様 i3、地文 LR縄文。

口唇文様 m、地文 LR縄文。

口唇文様 e 、地文無文。

77 
131 

。

徴

時 .J.~宅一、
ヲ・4 由F司事車一、 ... 

~~，~~つつP
J 島ふ仇4 三 司』 ーーー 〆"ノ

守匂竪君艶唖込 ι/ 
ーー『九司.-声明言:!'~
丈一.、<...~--- ‘

132 

~Uζごて...-.J

言語ヌ

10cm 

写真

28-8 

28-8 

28-8 

16.0 口唇文様 g 1、体部文様:配 I1、地文 LR縄文。 26-1 

図版13 皿131--134 
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135 

。=
出土区・層位

B2③⑥⑨・ W層

図版14 皿135

- 41-

10cm 
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出土区・層位

B 2⑤⑦ ・E層

A2⑥、B2④.m層

図版15 皿136・137
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琢
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、....x~~;\

143 144 。 145 10cm 

Eコ

番号 出土区・層位 分類 口径 苦n言~ -高~ 底径 特 徴 写真

138 B3⑥ .III層 1 C類 (27.5) 5.0 16.3 口唇文様 C 、体部文様 配 16、地文 LR縄文。 26-5 

139 B2③ ・E層 1 D類 口唇文様 C 、地文 LR縄文。 29-1 

140 A2④ .III層 1 D類 口唇文様 、地文 LR縄文。 29-1 

141 B2① .III層 1 D類 口唇文様 k、体部文様 配 11、地文 :RL縄文。赤彩。 26-6 

142 A3⑥.IIt層 1 D類 口唇文様 c、体部文様配III3、地文 LR縄文。 26-7 

143 B2、A2.III層 1 D類 口唇文様 C 、地文 LR縄文。赤彩。 29-1 

144 - .m層 1 D類 口唇文様 b 、地文 LR縄文。 29-1 

145 B3③ .III層 1 C類 口唇文様 、地文 :LR縄文。 29-1 

図版16 皿138""145 
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出土区・ 層位

B2⑦B3①・E層

特

g 1、体部文様

図版17 皿146
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ミ三重ミ ? 

出土区 ・層位

A2⑥⑧、B2.m層

B2⑦ .m層

図版18 皿147・148
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出土区・層位

B 2③⑥ ・E層

B2④.m層

図版19 皿149・150
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出土区 ・層位

B 2⑥・ 匝層

B2④(J) . m層

図版20 皿15ト 152
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可官

160 

勾y
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一
一
一
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157 

， .... ヲヤ圃-晶声=-"匠---へ
、円~~~~jl'""‘

159 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

157 B2⑥ .m層 llA類 17.0 4.9 5.4 口唇文様 g 2、体部文様 配m3、地文 LR縄文。 28-3 

158 B2④ .m層 llA類 口唇文様 i 3、地文無文。 29-2 

159 B2②③ .m層 llA類 口唇文様 、体部文様配 11、地文 LR縄文。 28-4 

160 .m層 llA類 口唇文様 f、体部文様配 15、地文 LR縄文。 29-2 

161 B2⑦ .m層 llA類 口唇文様 h、体部文様 配 11、地文 LR縄文。 29-2 

162 B2④ ・皿層 llA類 口唇文様 C 、地文無文。 29-3 

163 B2④ .m層 llA類 口唇文様 C 、地文無文。 29-3 

164 B2③ .m層 llA類 口唇文様 C 、地文無文。 29-3 

165 A2⑤ .m層 llA類 口唇文様 C 、体部文様配m3、地文無文。 29-4 

図版23 皿157'"'-'165 
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出土区・層位

B2⑦⑧・ E層

図版24 皿166

-51-

166 

。 10cm 
戸 4



三豆言参:7

172 

a想夢. 体認おt鳴

三事〈9 7
m
 

冒園田園，

事国国ず

、z、

173 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器両 底径 特 徴 写真 | 

167 B2④⑦.m層 IIA類 22.3 4.4 10.5 口唇文様 j、体部文様配 14、地文 LR縄文。 28←?_I 
168 B2① .m層 IID類 口唇文様 g 2、体部文様配 11、地文 LR縄文。 29-5 

169 一 .m層 IID類 口唇文様 g 2、地文 RL縄文。 29-5 I 
170 B2④ .m層 IID類 口唇文様 g2、地文 LR縄文。 ~ 
171 B3④ .N層 IID類 口唇文様 e 、地文 LR縄文。 29-5 

172 A2③ .m層 IID類 口唇文様 i2 、地文 LR縄文。赤彩。 29-6 

173 A2①⑥.m層 IID類 口唇文様 C 、地文 L R縄文。 29-6 
」 」

図版25 皿167--173
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重量7
174 

一警
177 

3底二議事

179 

178 

-・-泊・".
E』ー¥ - 一:.-圃圃
せ-.哩蝿.-司開園・E・R・.岨園面閉・・ー...，..，.

176 

細個4・
‘串岡

181 
180 

182 
/ 

./ 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器商 底径 特 徴 写真

174 83⑥ .m層 IID類 口唇文様、 地文 LR縄文。 29-7 

175 82① .m層 IID類 口唇文様 g 2、体部文様 区12、地文 LR縄文。 29-9 

176 A2⑥ .m層 IID類 口唇文様 C 、地文 LR縄文。 29-10 

177 83④ .m層 IID類 口唇文様 g 1、体部文様 配 11、地文 LR縄文。 29-10 

178 82④ .m層 IID類 口唇文様 i 3、地文 LR縄文。 29-8 

179 83④ ・rv層 IID類 口唇文様 b 、地文無文。 29-11 

180 82③ .m層 IID類 口唇文様 d 、地文 LR縄文。 29-11 

181 8 2@. m層 IID類 口唇文様 C 、地文 LR縄文。 29-11 

182 82⑥ .m層 mA類 18.4 7.9 8.7 口唇文様 C 、体部文様 配m4、地文 LR縄文。赤彩。 28-7 

図版26 皿174.......182 
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(4) 浅鉢

[浅鉢形土器の分類]

浅鉢形土器を整理する際には司縁部・体部・車部のそれぞれの!毒性に注目した。その結果をもとに、

器形と口縁部の形状の組み合わせで分類を行う。

( i )分類

5つ、日縁部の形状を 5つに分け

・器形

I類.体部から弓縁部が、ほぽ産韓的に外に開くもの。

耳謹.体部からは縁部が内湾しながら外に開くもの。

手本部から日縁部が内しながら外に開くが口縁部で内接するもの。

日f類.体部かち頭部が内持しながら外に開き頚蔀から日縁部がやや外反するもの。

V類.休部から頚部が内崎しながら外に開き頚部から口縁部が繭立するもの。

-日縁部の形状

A類.平縁で突起が伴なうもの。数は少ない。突記が付く場合は 2f龍一対の山形。突起が 1単位も

しくは数単柱蔑される例がある。

B類‘平縁のもの。

C類.小波状の突起のもの。

D類.実IJみが巡るもの。

E類.破損のため突記の存無が不明であるもの。

以上を組み合わせて分類を行なう。

(jj) その他の特徴

.口縁部の形状

と同じ

状をm類としたο
II類. D 

E類.口

-口

し 皿の I

もの。

るか結く尖るもの。

に江容文様は無いが、 1点のみ口

はなかった。ま は見られない口縁部形

もつものがある。〈間版34-243)

-捧部の特徴

地文の種類、 聖護文の種類別、内揺の区画の有無で特徴を述べる。ただし、文様構成が予

測できない破片は不明とし

-文横

[区間文]

1 3のみみられた。
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[配器文]

IとEに分類し 1 7と 己、 7が浅鉢形にのみ、党られる文様である令

Iは3種類に分類し

1 1， 2は皿形土器と同じ文様である。

1 7は配童文 12と

は5種類、に分類し

3を組み合わせた文様である。

3、ill4は盟影土器とi可じ文様であ

ill 6 ~ま配置文盟 3 を反転した文様であ

車 7は配置文田 4を沈線化した文様であ

ill8は横C文

文様構成が不明なため、

-捧部の地文

a.縄文が接されるもの。

リこ接続させたような、工字文に近し

は作成していない。

る。

縄文にはLR単節斜位縄文・ RL単節斜位縄文ー LR単笛縦位縄文・ EミL単語縦位縄文があ

b. 無文のもの。

C. 条痕文が施されるもの。

-誌部の特徴

底部は平底と た。患部が欠損して形状を窺えないものは不明とした。更に地文の有無を

分け、底部の作り出しについてもふれた。なお、分類は毘形土器の分類基準にのっとつ

れに該当しないものは、新たに分類を加えた。

つ
、，齢
、刷咽

，底部形態

a.丸患ないし丸底気味のもの。

a 2.へこんでいるもの。

a 3.破損などにより装鋒がわかちないもの。

a 4.作り出しの無いもの。

a 5. 沈線が巡るもの。

b.平底のもの。

b 1. 作ち出しの無いもの。

b 4. 破損などにより装鋳がわからないもの。

-地文

文様の無い浅鉢形土器には、 まで縄文が施されるものがある。だが条壌が互支部にまで接され

るということは無い。底面の縄文は体部と同じものが使われ

a. 撚 λ じめる。

b. 縄文が擁される。

(iii) 浅鉢形土器に毘られる傾向

浅鉢形土器は器形が I類. (胴部から口縁部が、 iまぽ甚線的に外に開く)、豆類.

湾しながら外に開く)としたもので殆どを占める。赤彩される資料も見ら

- 55 

ち口議蓄が内

りも数が少ない。



浅鉢形土器は口縁部に突起が伴なわないものが多い。口 いものが一殻的であるがIVB類に

患っては口唇文様g2が伴なう

体部文様は無いものが多い。文様帯は体部の上半に位置する。文様帯の上限と下眼は撲主する沈練に

より匿画され

文様のある類型誌 IE類、 IIB類、立D類、 IIE類、重E類、 IVB類である。文識は磨消縄文による

が多い。浅鉢形土器に見ちれる文接は全体的にバラツキがあるが配童文頂 3、7に、やや集中する傾向が

ある。

地文は縄文、無文、条痕が見ちれる。無文の浅鉢は器面が丁寧に磨かれる。丸底の土器のま面に縄文

が巡るものもある。内面に民画帯のある資料は見られない。

患出の形態は丸患のものが平底よりも多い傾向がある。底需の作り出しは無いものが多い。

県調査区の賓料〈ブロック幻と詑較を行っても、器形や文様は;まぽ再じ内容であるといえる。ただ

し、県調査匹の浅鉢は文様帯が器面全体に巡るものがあり、その場合は皿に見られる配置文illlなどを

施している。

-分類とそれに伴う特徴

日縁部 体 部 底 部

分類
上形端状の

，17 

日唇文様 文様の種類、 1自 x 内面の区画帯 広作，，1=11ふり11ク出叉主し詩 地文

IAIILill a 無し 無文 4、5

1 B II、車 a 無し LR、主L、条痕、無し 5 a4、bl a4にRL縄文

IIB II a 無し LIミ、 RL、無文 5 al、bl 無し

1 E E a |配 17 LR U 円

1 E 豆、車 a 無し LR、無し もS

豆A E a 無し 無文 4 

立B E 、E a 区 13、配 12、亜6、7 LR 、まL S 寸a 1 "-'3 無し

IIC 立 a 無し 無文 bl 無し

IID I a 配班 8 RL ひ bl 無し

IIE E 、E a 画記調 3、7 !LR 4、S a5 無し

IIE 車 a 無し 無文、 RL 4、5

麗A H 、班 a 無し LR、無文 【〉 a4 蒸し

!条痕illC 謹 a 無し ;) bl 無し

illE I a 記1立4 L 訳、 RL 4 

NB  g之 配ill1 LR 5 bl 無し

v 無し 無文 ;) bl 無し

po 
F
h
u
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10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

183 B2・I層 IE類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-1 

184 B3・I層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-1 

185 B3・I層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-1 

186 B3・I層 illE類 口唇文様 a、体部文様配ill4、地文 LR縄文。 34-1 

187 B2・I層 illE類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-1 

図版27 浅鉢183""187 
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194 195 

199 200 201 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

188 82④.m層 IA類 口唇文様 a、地文無文。 34-3 

189 82⑤.m層 IE類 口唇文様 a、体部文様 :配 I7、地文 LR縄文。 34-3 

190 82④.m層 I8類 12.8 6.5 4.5 口唇文様 a、地文 LR縄文。 30-1 

191 83①.m層 I8類 12.9 5.6 3.8 口唇文様 a、地文 :RL縄文。 30-2 

192 82⑥.m層 I8類 13.2 5.6 4.3 口唇文様 a、地文 RL縄文。 30-3 

193 82⑦、83①.m層 18類 12.5 5.7 3.8 口唇文様 a、地文 RL縄文。 30-4 

194 83①.m層 I8類 12.9 5.6 3.8 口唇文様 :a、地文 RL縄文。 30-5 

195 82④⑤.m層 18類 14.3 5.5 4.1 口唇文様 a、地文 RL縄文。 30-6 

196 83①.m層 18類 13.8 6.0 4.5 口唇文様 a、地文 RL縄文。 30-7 

197 82⑥⑨.m層 18類 11.8 5.4 5.0 口唇文様 a、地文 LR縄文。 30-8 

198 82⑦⑧.m層 18類 12.2 4.6 2.6 口唇文様 a、地文無文。 31-1 

199 82⑨.m層 18類 13.0 5.6 2.4 口唇文様 a、地文無文。 31-2 

200 82⑨.m層 18類 12.5 6.5 3.5 口唇文様 a、地文無文。 31-3 

201 82⑥.m層 い時~ 7.6 4.6 口唇文様 a、地文:無文。 31-4 
」

図版28 浅鉢188，.....，201
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一一一一一一一ー一一一一一

202 

番号 出土区・層位

202 A3③ ・E層

203 A3③.m層
204 A2⑨、A3③.m層
205 B2⑥.m層
206 B2④⑦、B3③.m層
207 A2③ ・E層

208 B3③ ・IV層

209 B2⑨ ・E層

分類 口径

IB類 13.2 

IB類 13.3 

IB類 11.5 

IB類 12.4 

IB類 11.7 

IB類 14.0 

IB類 (14.1) 

IB類 14.4 

仁-
203 

209 

。 10cm 

器高 底径 特 徴 写真

7.8 4.0 口唇文様 a、地文無文。 31-5 

5.8 2.2 口唇文様 a、地文無文。 31-6 

4.5 3.9 口唇文様 a、地文無文。 31-7 

5.0 2.5 口唇文様 a、地文無文。 31-8 

5.8 5.9 口唇文様 :a、地文無文。 32-1 

6.5 1.0 口唇文様 a、地文 無文。 32-2 

口唇文様 a、地文無文。 34-4 

7.3 5.2 口唇文様 a、地文条痕。 32-3 

図版29 浅鉢202""'209
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ア ' {e・許、・>年<-・、 理~骨~

215 
216 

217 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器局 底径 持 徴 写真

210 B3⑨ .III層 IE類 口唇文様 :a、地文 LR縄文。 34-2 

211 B2⑨ .III層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-2 

212 B2① .III層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-2 

213 B2⑥ ・E層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-2 

214 B2⑤ ・E層 IE類 口唇文様 a、地文無文。赤彩。 34-2 

215 B2④⑦ .III層 IE類 口唇文様 a、地文無文。 34-2 

216 B3③ .III層 llA類 口唇文様 a、地文無文。 34-2 

217 A2⑧ .III層 llB類 (14.4) 4.5 3.4 口唇文様 a、体部文様配III7、地文 LR縄文。 32-4 

図版30 浅鉢210.........217
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図版32 浅鉢221・222
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223 
224 

守てコ
226 

228 

234 

プ~一一一一~日
議7

231 232 

236 

235 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

223 A2① .m層 IIB類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-6 

224 B3② .m層 IIB類 11.5 4.3 5.2 口唇文様 a、地文 RL縄文。 33-1 

225 B2⑤ .m層 IIB類 9.3 3.8 2.6 口唇文様 a、地文 無文。 33-2 

226 A3③ .m層 IIC類 10.5 3.7 3.7 口唇文様 a、地文 無文。 33-3 

227 B2⑤ .N層 IIB類 15.0 5.9 5.8 口唇文様 a、地文 LR縄文。 33-4 

228 B3⑤ ・E層 IID類 (12.0) 6.7 (3.8) 口唇文様 a、体部文様 配m8、地文 RL縄文。 34-7 

229 B2⑧ .m層 IIE類 口唇文様 a、体部文様 配m7、地文 LR縄文。 34-8 

230 B3② .m層 IIE類 口唇文様 a、体部文様 配m3、地文 LR縄文。 34-8 

231 B3. m層 IIE類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-8 

232 B2ct. m層 IIE類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-8 

233 一 .m層 IIE類 口唇文様 a、地文 LR縄文 34-8 

234 B2~む .m層 IIE類 口唇文様 a、地文 無文。 赤彩。 34-8 

235 B2⑥ .m層 IIE類 口唇文様 a、地文 RL縄文。 34-9 

236 B2④ .m層 IIE類 口唇文様 a、地文無文。 34-9 

237 一 ・皿層 IIE類 口唇文様 a、地文 RL縄文。 34-9 

図版33 浅鉢223......，237
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番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

238 B2③ 'III層 IIIA類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-9 

239 A2① .III層 IIIA類 12.0 4.2 (5.2) 口唇文様 a、地文無文。 33-5 

240 B2⑨ .III層 IIIE類 口唇文様 a、地文 LR縄文。 34-9 

241 B3⑨ .III層 IIIE類 口唇文様 a、地文 RL縄文。 34-9 

242 B2④ .III層 IIIC類 19.1 9.5 8.5 口唇文様 a、地文条痕。 33-6 

243 B2③ .III層 IVB類 08.6) 4.1 5.0 口唇文様 g2、体部文様 配 11、地文:LR縄文。 33-7 

244 B3②⑤⑥ .IV層 V類 01. 7) (4.3) 地文無文。 33-8 

図版34 浅鉢238"'244
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(5) 鉢

鉢形土器は、底部から体部にかけては顕著な器形の変化がないため、口縁部を中心にして分類をおこ

なった。

(i) 分類

・器形(模式図 1参照)

1 口縁部が内湾するもの。

ll:口縁部が直線的に外に開くもの。

ill:口縁部がS字状に外反するもの。さらに 2種類に分類される。

1 外反する短い頚部をもつもの。

2 :外反する幅の広い頚部をもつもの。

N:体部が強く内湾し、口唇部が外反するもの。

V:口縁部が強く屈曲するもの。

模式図 1 器形

一、・ ‘
‘，ペ

p・

尊属嗣輯笛~一一一

¥示、九

h-Lj 

w -- Ll/ 
'..，.: Jt~・.

vJ.‘、 t
'.\ -~~-
音色'.~ .i l" 
R・:.:，' ，1;1 

~!'. ' ι--.Jf 

、目
a勿喝F同町瞳一一一一一ーへ

~t .;・r 骨、

，
 ，
 

時寺戸-~

巳J
I類 E類 IIIl類 III2類 W類 V類

-口縁部の形態(模式図2参照)

A:平縁であるもの。

B:平縁で突起を伴うもの。

C:小波状の突起を伴うもの。
l 量三一.. ..~ ~~ 

A B C 

(ii) その他の特徴

①口唇文様(模式図 3参照)

模式図3 口唇文様

b. 

a.なし。

b. 沈線が施されるもの。

C. 半円状に彫り込まれるもの。

d. 斜めの刻みが施されるもの。

e. 楕円状に彫り込まれるもの。

f .台形状に彫り込まれるもの。

C. 、、---ι 一戸戸

\~rr:::...~、 β}

d ~応、~

g.2癌のモチーフが施されるもの。

h. 斜めの切り込みと沈線が施されるもの。

i.三角形状に彫り込まれるもの。

j，竹管の押圧が施されるもの。

e. 

皿と同様に口唇文様があるが、皿ほど複雑な文様構成に

ならず、単純な文様である。また、 bの沈線は他の装飾と

組み合わされて施されることが多い。

f ぬ芝字形

gさミ三吾妻
h. ~­
ミミス-""'.....酔一三重三

~グ》
-・H・司-一

②口縁部の装飾

口縁部の装飾を大きく分けると、 a.突起、 b.沈線
j. -@@@⑨-

po 



( 1条ま

またa.

、C. 剥突、の三種類があり、それぞれが組み合わされて施されてい

1， A突起十B

2、B突起

3、眼鏡状突起

4、把手状突起

されたものはない)

a、b、c、の装飾の組み合わせには、以下の6種類がある。

し装飾なし

2、沈線

3、突起十沈線

4、突起十刺突

5、沈線十刺突

6、突起十沈線十刺突

③体部の特徴

・体部文様

鉢形土器には体部文様を持つものが5

図版47-362がそれに当たる。これら

の体蔀文義は記震文 13、盟302と

盟・浅鉢形土器に該当する類例がえ主く、

.手本蔀の地文

a.縄文が蒐されるもの。縄文にはLIミ

L単蔀縦{立縄文・羽状縄文があるo

i 条痕文が施されるもの。

C. 無文のものo

@底部の特徴

-底部形態

1類:平底のもの。

2類:上げ底のもの。

3類:底がふくらむもの。

⑤台付鉢について

鉢形土器の中には、底に台のついた器形の台

付鉢がある。台付鉢の台より上の形は、抱の鉢

ものと差が無く、また接合しなかった

も出土している。そのため、今回鉢形土器

として扱ったものの中にも、本来台付鉢で~つ

ものが含まれている可能性がある。

A:比較的関部の長いもの。

B:比較的競蔀の短いもの。

-関按40ω302・図版45-352・図版46-361・

・浅訴形土器の文様模式図にあてはめると、 352
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韮lとなる。 286の体部文様のみ、

る。

.RL単節斜位縄文・ LR単節縦位縄文・ R

-服部形態

1類

2鎖

3委員



-台部装飾

装飾は台部の欝蓄のみに施される。

a 沈線

b:突起

c 援帯

せ:刺突列

e 沈線文様

.台部の地文

台部の器部に縄文が施されるものがある。

(jii) 各類型の特徴

1 A類

口縁部が内湾し、平縁であるもの。この類型には口器文議がなく、口縁部直下に突起や沈綾などの装

飾を伴わないものが多い。基本的には内面にミガキ調整が施されておらず、比較的粗い作りとなってい

る。体部の埠文にはLRと主Lの単節斜位縄文と条痕文のものがある。底部は全て平患のものであ

1 C類

口縁部が内j脅し、小波状の突起を体うもの。口縁部臨下には突起がなく、 1"'5条の沈線がめぐるもの

がほとんどで、一部、刺突をf辛うものもある。体部の地文にはLRとRLの単節斜位縄文・条痕文・無

文のものがある。 地文が縄文のものには、 LRとRLの縄文を交互に施した羽状縄文がある。

の形に ものと、 ものが芸うる。

耳A類

口縁部が直線的にタトに開き、平縁で為るもの。日韓文様や口縁部直下に装錆が伴わないものが多い。

体部の地文に誌LRとRLの単蔀斜泣縄文と条寝文のものがある。底部の形婚には、底面が外側に若干

ふくらむものがあり、こ 1点のみ見られる。

IIC類

口縁部が車線的に外に開き、小波状の突記を伴うもの。口縁部直下には突起がなく、 2"'3条の平行沈

される。また、小波状突起に料突を惇うものが三うる。地文はLRとRLの単節斜位縄文と条痕文

のものがある。また体部文様が接されたものもあり(菌按38-286)、この文様は仙の器穫に法克られな

いものである。底部は全て平成のものであ

皿， C類

口縁部がS宇状に外反し、短い頚部をもつもの。日縁部に小波状の突起を伴う。鉢形土器の全ての類

も数の多いものである。口縁部誼下に装飾が擁されないものはなく、 A突起・ B突起・

突起、 2"'5条の平行沈線、小波状突起や沈線開の刺突など、装飾の組み合わせも多く、 ト豆類に

して装飾に富む。体部の地文はL去とRLの単館斜位縄文のものが多く、条痕文もある。また体部文様

の施されたものがあり(函按40-302)、この文様は浅鉢・皿形土器の配置文車4類に当てはまる。患部

ものが多いが、上げ底のものもある。またこの類型に泣底に台部が付く器形の台付鉢があり、

日縁部臨下に組の鉢形土器には見られない把手状突起が擁される。

ill2A類

口縁部がS宇状に外反し、騒の広い頭部をもつもの。平縁で、口器文擦を伴うものが多く、特に口

C類が持う。口縁部直下にはA突起・ B突起や2"'4条の平行沈線、東IJ突列などの装飾が施される。体

部の埠文はLRとRLの単節斜位縄文のものがあり、条痕文・無文のものはない。また休部文撲の擁さ

れたものが2点あり(問販46品361・国抜47-362)、この文様はそれぞれ浅鉢・血形土器の配置文亘1・
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m4類に当てはまる。底部形態を窺えるものは少ないが、平成のもののみである。

田2B類

口縁部がS宇状に外反し、幅の広い頚部をもつもの。平縁で突起を伴う。日韓文様には突起に伴って

沈線(口唇文様b委員)が施されるものが多い。また、口唇の突起と口唇直下の突起が交互に配置される

構成となるものがある。口縁部直下にはA突起.B突起・把手状突起、 1"-'4条の平行沈線、刺突の装飾

が施される。体部の地文はLRとRLの単節斜位縄文のものがあり、条痕文・無文のものはない。また

体部文様の施されたものがあり〈国版45-352)、この文様は浅鉢・担形土器の配置文 I3に当てはまる。

底部は平底のものが多いが、上げ底のものもある。この類型には患に台部が付く器形の台付鉢がみられ

る。国版51-418は底部を欠損しているが、台付鉢に特有と思われる把手状突起が口縁部に付されているた

め、台付鉢であったと考えられる。

田2C頼

口隷部がS字状に外皮し、幅の広い頚部をもつもの。小波状の突起を伴う。全体形を窺えるものは少

ないが、口縁部にA突起・ 5突起や 1"-'6条の沈糠がめぐる。体部の地文はLRとRLの単節斜位縄文

のものがあり、条痕文・無文のものはない。直 2類の器彫には地文として条痕は伴わないようである。

底部形態を窺えるものは、台部を持つ台付鉢しかない。

N類

体部が強く内持し、口器部が外反するもの。口縁部には小波状の突記を伴う。 I • II .直 1.m 2類
に比べて数が少ない。日縁部にはB突起や1"-'4条の沈線がめぐる。体部の増文にはLRやRL単節斜

縄文のものがある。或部形態を窺えるものはない。

V類

口縁部が強く屈曲するもの。平縁のものと、口縁部に小波状の突起そ伴うものとがある。 I• II • m 
1・誼 2類に比べて数が少ない。口縁部に突起誌なく、平行沈線のみ伴う。手本部の地文はLRとRLの

単節斜縄文のものがある。患部は平底のものがある。

制領向

I ・立額などの日縁部にくびれを持たない類型は、比較的装飾に乏しい。反対に置い m2類などの

口縁部にくびれを持つ類型は装飾に富み、 I .五類よりも個体数が多い。また、体部文様も誼ト麗 2

穎に伴いやすい師陣jにある。口縁部装舗の把手状突起は、弘大調査区においては台付鉢のみに施される

装飾であると考えられる。体部の地文には縄文・条痕文・無文があるが、無文のものは極端に少ない。

また車 2類には条痕文が伴わない。台付鉢は車 1類・直 2類にのみ伴う o 特に口縁部に小波状突起を持

つm1C類仁多い。
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o 
番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

245 B3・I層 IC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文にRL・LR単節羽状縄文。 54-1 

246 B3・I層 m2A 口唇部に半円状の彫り込み。口縁部直下に3条の平行沈線と刺突。地文RL単節斜縄文。 54-2 

247 B3・I層 m2A 平縁である。口縁部直下に4条の平行沈線と刺突。地文不明。 54-2 

248 A2. 1層 m1A 平縁である。口縁部直下に 3条の平行沈線。地文条痕。 54-2 

249 B2. II層 m1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起と刺突。地文条痕。 54-3 

250 A2⑤ .m層 IA (12.4) 11.9 6.2 平縁である。全面にRL単節斜縄文が施され、装飾はない。底部平底。 37-1 

251 A2⑨、B2⑥⑦.m層 IA (17.9) 12.9 6.2 平縁。全面に条痕が施され、口縁部が横方向、体部が縦方向の条痕。装飾はない。底部平底。 37-2 

252 B3①④ .IV層 IA 17.2 15.0 5.9 平縁である。 口縁部に輪積み痕。全面にLR単節斜縄文が施され、装飾はない。 37-3 

253 A3① .m層 IA 口縁部に比較的大きめの波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 54-4 

254 A3⑥ .m層 IA 口唇部に斜めの切り込み。口縁部直下に 1条の沈線。地文RL単節斜縄文。 54-4 

255 A2⑨ .m層 IA 口唇部に竹管による押圧。口縁部直下に 1条の沈線。地文RL単節斜縄文。 54-5 

256 B3② .III層 IA 口唇部に斜めの切り込みとl条の沈線。 口縁部直下に2条の平行沈線。LR単節斜縄文。 54-5 

257 B2⑤ .m層 IA 口唇部に2癌1単位の装飾。口縁部直下に4条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 54-5 

図版35 鉢245--257
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258 

259 

261 

265 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

258 B3② .III層 IC 12.9 7.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下にl条の沈線。地文LR.RL単節羽状縄文。 37-4 

259 B2⑤⑧ .III層 IC (14.3) 11.0 5.2 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文RL単節縦縄文。底部平底。 37-5 

260 B2④ .III層 IC 13.0 10.6 6.9 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部平底。 37-6 

261 B2①⑤⑥ .III層 1 C (14.0) 10.9 5.6 口縁部lこ小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL・LR単節羽状縄文。 38-1 

262 B2⑥ .III層 IC 13.8 10.5 7.7 口縁部に小波状突起。 口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部上げ底。 38-2 

263 B2④⑦ .III層 IC 13.5 10.6 6.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RLttt節斜縄文。底部上げ底。 38-5 

264 B2⑤、B3④⑤.N層 IC 18.9 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 38-4 

265 B3③④ .III層 IC 19.6 15.8 7.7 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。底部平底。 38-3 

図版36 鉢258--265
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

266 B2③ .m層 IC 06.0) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 38-6 

267 B2⑤ ・E層 IC 13.3 11.2 6.4 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文条痕。底部上げ底。 39-1 

268 A2⑥ .m層 IC 口縁部に小波状突起。地文条痕で、装飾はない。 54-6 

269 B2. m層 IC 口縁部に小波状突起。地文条痕で、装飾はない。 54-6 

270 B2⑦ .m層 IIC 口縁部に小波状突起。地文条痕で、装飾はない。 54-6 

271 B3⑥ .m層 IC 01.9) 7.2 5.2 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 1条の沈線。無文。底部平底。 39-2 

272 B3① .m層 IIA (10.2) 9.7 5.5 平縁である。全面にLR単節斜縄文が施され、装飾はない。底部が膨らんでいる。 39-3 

273 B3①③.m層 IIA (14.2) 11.6 5.7 平縁である。全面に条痕が施され、装飾はない。底部平底。 39-4 

274 B2⑧⑨、B3①②・E層 IIC (19.2) 15.9 5.9 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。底部平底。 39-5 

275 B2⑤ .m層 IC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 2条の平行沈線。無文。 55-1 

276 B2②③ ・班層 IIB 口縁部に突起が I単位。全面無文で、装飾はない。 55-1 

277 B3② .m層 IIB 口唇部に斜めの切り込みと沈線。口総邸に突起。口縁部直下に3条の平行沈線。RL単節斜縄文c 55-2 

278 A2⑥ .m層 IIB 口唇部に斜めの切り込み。口縁部に突起が l単位。地文RL単節斜縄文。 55-2 

図版37 鉢266--278
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番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

279 A3①③.rn層 IIC (1l.4) 7.9 5.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部平底。 39-6 

280 B2①.rn層 IIC 08.0) 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に2条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 40-1 

281 B2<1) . rn層 IIC 12.3 9.7 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 40-2 

282 B4④ .rn層 IIC 17.1 13.7 6.4 口縁部に小波状突起。日縁部直下に3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。底部上げ底。 40-3 

283 A2⑦、A3①・皿層 IIC (17.6) 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 40-4 

284 B2③、B3⑤.rn層 IIC 12.5 8.2 5.2 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部平底。 40-5 

285 B2①.m層 IIC 10.4 6.4 4.1 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 2条の平行沈線。地文条痕。 40-6 

286 B2⑦⑧.rn層 IIC 13.2 9.9 5.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。体部に文様。RL単節斜縄文。底部平底。 41-1 

図版38 鉢279.........286
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298 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

287 B2③.I!I層 I!I1A 口唇部に斜めの切り込み。口縁部直下に2条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 55-3 

288 B3③・皿層 I!I1A 平縁である。口縁部直下に3条の平行沈線、沈線の聞に刺突。RL単節斜縄文。 55-3 

289 B2⑨ .N層 I!I1A 平縁である。口縁部直下に1条の沈線、沈線の上下に2列の刺突。RL単節斜縄文 55-3 

290 B2⑤・皿層 I!I1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起と刺突。LR単節斜縄文。 55-3 

291 B2⑧'I!I層 I!I1B (13.9) 口縁部に突起が1単位。口縁部直下に3条の平行沈線と突起2単位残存。LR単節斜縄文。 41-2 

292 B2⑤⑥.I!I層 I!I1C 11.7 7.8 4.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。LR単節斜縄文。底部平底。 41-3 

293 B2⑦⑧.I!I層 I!I1C (13.3) 9.3 5.8 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。RL単節斜縄文。底部平底。 41-4 

294 B2⑦、B3②③.I!I層 I!I1C 14.7 10.6 6.2 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起。LR単節斜縄文。底部上げ底。 41-5 

295 B3②③④.I!I層 I!I1C 14.9 9.5 7.8 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。RL単節斜縄文。底部平底。 41-6 

296 B2⑥'I!I層 I!I1C 14.9 10.0 6.7 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起3単位。RL単節斜縄文。 42-1 

297 B2⑦、B3①.I!I層 I!I1C 11.2 7.5 6.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。RL単節斜縄文。底部平底。 42-2 

298 B3①'I!I層 I!I1C (14.0) 口唇部に斜めの切り込みと1条の沈線。口縁部直下に3条の平行沈線と突起と刺突。RL単節斜縄文。 42-3 

299 B2⑦.I!I層 I!I1C 16.0 11.4 4.7 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。LR単節斜縄文。底部平底。 42-4 

図版39 鉢287，.....，299
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番号 出土区・層位 分類 口径 器両 底径 特 徴 写真

300 B2⑥ .ill層 illlC 19.7 11.2 7.4 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部平底。 42-5 

301 B2⑦ .ill層 illlC 18.6 12.1 7.1 口縁部に小波状突起。口縁部直下lこ3条の平行沈線。地文LRl.tI.節斜縄文。底部平底。 42-6 

302 B2⑤⑦⑧ .ill層 illlC (10.7) 7.4 ~.0 地口文縁R部Lに単小節波斜状縄突文起。。底口部縁平部底直。下に5条の平行沈線。 体部に文様。 43-1 

303 A2⑨ .ill層 illlC 13.3 10.8 5.9 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。底部平底。 43-2 

304 B2①⑤⑦⑧・IV層 illlC 12.6 9.4 6.5 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。底部上げ底。 43-3 

305 83① .ill層 ill2C (31.8) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。 地文LR単節斜縄文。 43-4 

306 B3⑥ .ill層 illlC (20.1) 口縁部に小波状突起。 口縁部直下に4条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 43-5 

307 B2' ill層 illlC (17.0) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線.その聞に2列の刺突。地文LR単節斜縄文。 43-6 

図版40 鉢300........307
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。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器品 底径 特 徴 写真

308 A2⑧ 'III層 III1C (16.0) 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 44-1 

309 A3、B3① 'III層 III1C 13.8 11.2 6.1 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起l単位。地文LR単節斜縄文。 44-2 

310 B2⑥⑦ 'III層 III1C 12.5 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起1単位。地文RL単節斜縄文。 44-3 

311 B2④⑤⑦⑧.III層 III1C 11.7 10.1 5.9 口縁部に小波状突起。口縁部直下lこ3条の平行沈線と突起l単位。RL単節斜縄文。底部平底。 44-5 

312 B2⑦ ・皿層 III1C 20.5 17.1 7.0 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起l単位。LR単節斜縄文。底部平底。 44-4 

313 B3B③2④①⑤⑦⑧・E、層 III1C (22.8) R口L縁単部節に斜小縄波文状。突起。口縁部直下に4条の平行沈線と刺突とA突起とB突起。 44-6 

314 B2④ 'III層 III1C 恒型J 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線と刺突とA突起とB突起。RL単節斜縄文。 45-1 

図版41 鉢308"""314
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番号 出土区・層位 分類

315 B3①④・ N層 m1C 

316 B3① .m層 m1C 

317 B3②③・ N層 m1C 

318 B2③ .m層 m1C 

319 B3③ .m層 m1C 

320 B2③ .m層 m1C 

321 B2⑦ ・困層 m1C 

322 B3① .m層 m1C 

323 B2③ .m層 m1C 

324 B3② ・N層 m1C 

325 B2⑤ .N層 m2C 

326 B2⑨ .m層 m1C 

327 B2⑤ .N層 m2C 

328 B2④ .m層 m1C 

~"J議お，皇室言言11'
<.- ・ーーよーーム， 一ー 、2 、........--宮、下
、守'I"'!"'.-可・ u
....... Zy  
326 

口径 器高 底径

16.3 10.;) 5.6 

13.9 

14.1 10.0 6.2 
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328 

。

口縁部に小波状突起。口縁部直下lこ4条の平行沈線と刺突と突起。RL単節縦縄文。底部上げ底。

口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下lこ3条の平行沈線と突起l単位cLR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起l単位。RL単節斜縄文。底部平底。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線と突起l単位。RL単節斜縄文。底部平底。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線とA突起とB突起。RL単節斜縄文。底部上げ底。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起1単位。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線と突起l単位。地文RL単節斜縄文。

日縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線、その聞に刺突。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線とその聞に刺突27iJ。地文RL単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下lこ3条の平行沈線と刺突。地文RL単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に6条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

口唇部に 2癌 l単位の装飾。口縁部直下に 3条の平行沈線。LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。 口縁部直下に6条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線と突起。LR単節斜縄文。

図版42 鉢315-328
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336 

338 

342 

343 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器局 底径 特 徴 写真

329 B2③ .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と刺突。地文RL単節斜縄文。 56-2 

330 A3① .III層 III1C 口縁部直下に 2条の平行沈線残存、その聞に刺突 2列。地文RL単節斜縄文。 56-2 

331 B3④ .rv層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と刺突。地文RL単節斜縄文。 56-2 

332 B2⑨ .rv層 III1C 口縁部lこ小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と刺突。地文LR単節斜縄文。 56-2 

333 B3② .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線と眼鏡状突起。地文LR単節縦縄文。 56-3 

334 A3③ .III層 III1C 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部に3条の平行沈線、その1条は文様か。RL単節斜縄文。 56-3 

335 B2⑤ .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 4条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 56-4 

336 B2⑤ .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 4条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 56-4 

337 B3②④⑤⑥.III層 III1C (14.1) 11.1 6.4 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起1単位。地文条痕。底部平底。 46-1 

338 B3① .III層 班 1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線、沈線直下に刺突。地文RL単節斜縄文。 56-5 

339 B2③ ・皿層 III1C 日縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文条痕。 56-6 

340 B3② .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 4条の平行沈線。 地文条痕。 56-6 

341 B2⑥ .III層 III1C 口縁部に小波状突起。 口縁部直下に 4条の平行沈線。地文条痕。 56-6 

342 B3⑤⑥ .III層 III1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起 1単位。地文条痕。 57-1 

343 B2③ .m層 m1C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文条痕。 57-1 

図版43 鉢329"'343
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高

344 B2A⑦3③⑧、・ B皿3層①、 ill2B 17.2 12.4 

345 B2③ .ill層 ill2B 02.9) 9.1 

346 A3③ 'ill層 ill2B 13.7 10.7 

347 A2②③⑤・皿層 ill2B 13.3 9.9 

348 A3⑧ ・IV層 ill2B 13.2 10.8 

349 B3①② .ill層 ill2A 11.2 8.1 

350 B2②⑦⑧.ill層 皿2B(14.6) 

351 B2⑧ .ill層 ill2B (15.8) 

底径

7.3 

6.3 

6.4 

6.2 

5.9 

6.0 

ド--一士三ヲ
O 

E二亡コ

特 徴

351 

10cm 

己

下口唇に部4条にのl条平行の沈沈線線。と突口縁起部l単にA位突。起地文2単RL位単、節B突斜縄起文2単。位底残部存平。底。口縁部直

線口唇、沈部線に直1下条のに刺沈突線。と突口起縁部1単に位突。起地l単文位RL残単存節。斜口縄縁文部。直底下部に上4条げの底平。行沈

沈口線唇部と突に起1条l単の位沈。線地。文口R縁L部単に節突斜起縄文2単。位底残部存平。底口。縁部直下に 4条の平行

部口直唇部下にに4l条条のの平沈行線沈。線口と縁突部起上l端単と佐下。端地に文そLれR単ぞ節れ斜突縄起文4。単底位部ず平つ底。。口縁

縁口部唇直部下にに1条3条のの沈平線行。沈口線縁と部聞ににA突刺起突。l単地位文RとLB単突節起斜2縄単文位。1組底の部突平起底。。 口

突口。唇部地文にR台L形単状節の斜彫縄り文込。み底。部口平縁底部。直下に 4条の平行沈線、 沈線直下に刺

縁口唇部部直下にに1条3条のの沈平線行。沈口線縁。部地に文A突RL起単節1単斜位縄と文B。突起 2単位1組の突起。口

口縁部に突起2単位残存。口縁部直下に4条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

図版44 鉢344""'351
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353 354 

。 10cm 

355 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

352 AB22⑧⑧、・AE3層②、 III2B 14.0 11.0 5.4 行口沈縁部線に、そAの突聞起に4刺単突位2、列。2体種部類にの文B突様起。地が文4L単R位単ず節つ斜。縄口文縁。部底直部下平に底3。条の平 47-4 

353 B2⑦⑧ .III層 III2A (21.5) 地口文唇R部Lに単半節円斜状縄の文彫。り込み。 口縁部直下に 3条の平行沈線と突起 I単位。 48-1 

354 B3② .III層 III2A 20.0 地口文唇R部Lに単半節円斜状縄の文彫。り込み。口縁部直下に 4条の平行沈線と突起 l単位。 47-5 

355 B2④ 'III層 III2C (16.5) L口R縁単部節に斜小縄波文状。突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起2単位残存。 地文 48-2 

図版45 鉢352"""'355
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Fdl 
357 358 

359 360 

10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真 l 

356 A3③ .m層 m2B 17.5 15.1 7.8 線口と唇突部起に楕l単円位状。の地彫文りR込Lみ単。節口斜縁縄部文に2。個底部l対上のげ突底起。1単位。口縁部直下に2条の平行沈 48~ 1 
357 B2④ .m層 m2B 口唇部に斜めの切り込み。口縁部に突起l単位。口縁部直下に3条の平行沈線残存。地文不明。 57-2 I 

358 B2② .m層 m2B 口唇部に1条の沈線。口縁部lごA突起とB突起が1単位ずつ残存。地文不明。 57-2 I 

359 A2④ .m層 m2C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 1条の沈線。地文LR単節斜縄文。 57-3 

360 B3③ .m層 m2B 口唇部にl条の沈線。口縁部直下に4条の平行沈線と眼鏡上突起。地文LR単節斜縄文。 57-3 

361 B3⑥⑦ .m層 m2A 21.9 口唇部に2癌1単位の突起。口縁部直下に2条の平行沈線。体部に文様。LR単節斜縄文。 48-4 

図版46 鉢356""""361

一 80-



¥ 

/~~~ 

ト¥

\ --~\ 

，〆./

365 366 

。
国

10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器品 底径 特 徴 写真

362 B3①② .IV層 m2A 11.2 10.4 6.8 平縁である。口縁部直下に3条の平行沈線。体部に文様。RL単節斜縄文。底部平底。

363 B2⑤ .m層 m2A (22.7) 21.0 7.5 口唇部に斜めの切り込み。口縁部に3条の平行沈線と突起l単位。RL単節斜縄文。底部平底。 49-3 

364 B2⑤ .m層 m2B 12.7 10.4 5.7 口縁部に2種醸のB突起が4単位ずつ。口縁部に2条の平行沈線。LR単節斜縄文。底部上げ底。 4~-2 I 

365 IV (21.2) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 49-4 

366 B2⑥ .m層 m2B 恒型) ト竺縁部に突起 2 単位残存。 D~耕直下に 3 条の平行沈九 LR単節斜縄文! 49-5 
'- ---

図版47 鉢362"'"'366
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378 

382 

番号 出土区・層位 分類 口径

367 B2⑤ .m層 W 

368 B2③・ 盟層 IV 

369 B2⑤ .m層 IV 

370 B2① ・E層 W 

371 B3②.m層 W 

372 B3①.m層 V (8.7) 

373 B2⑤ .IV層 V 

374 A2⑧.m層
375 B2②.m層
376 B3・E層

377 B2⑥.m層
378 B3②.m層
379 B3・I層

380 A2⑧ .I!I層

381 B2③.I!I層

382 B3⑥.I!I層

383 B3②・皿層

384 A3.I!I層

385 A2.I!I層

386 B2① .IV層
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です史号訴駒
376 377 

宅ZYZ27烹
379 

380 

還す 長O
383 385 

384 
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器両 底径 特 徴

口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線、沈線直下に穿孔。地文LR単節斜縄文。

口唇部に斜めの切り込み。口縁部に l条の沈線。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起l単位。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

7.3 4.0 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

平縁である。口縁部直下に2条の平行沈線、その聞に刺突。地文LR単節斜縄文。

口唇部に三角形状の彫り込み。口縁部直下に3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

口縁部にA突起とB突起が 1単位ずつ残存。地文不明。

口縁部に突起1単位。地文不明。

口唇部に不整形の彫り込み。 口縁部直下に3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

口縁部直下に4条の平行沈線、沈線直下に刺突。 地文RL単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に5条の平行沈線、その聞に刺突2列。地文不明。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線、沈線直下に刺突。地文RL単品料縄文。

口唇部に斜めの切り込み。口縁部直下に3条の平行沈線。 地文不明。

口縁部に小波状突起。日縁部直下に3条の平行沈線と突起と刺突。RL単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。 口縁部直下に3条の平行沈線、沈線直下に刺突。地文不明。

口縁部直下に4条の平行沈線、沈線の聞に刺突。 地文RL単節斜縄文。

口縁部に突起1単位。口縁部直下に2条の平行沈線。地文条痕。

口縁部直下に羊歯状文が崩れた形の装飾。地文RL単節斜縄文。

図版48 鉢367，....，386
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番号 出土区・層位 分類 口径 器局 底径 特 徴 写真

387 IIA 口唇部に斜めの切り込み。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 58-6 

388 IC 口縁部lこ小波状突起、突起に刺突。口縁lJi;直下に3条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 58-6 

389 IC 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 58-6 

390 IC 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に5条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 58-6 

391 W 平縁である。 口縁部直下に4条の平行沈線、沈線の聞に突起 l単位。 59-1 

392 口唇部にl条の沈線。口縁部に突起l単位。口縁部直下に3条の平行沈線。地文不明 59-1 

393 口縁部に突起1単位。地文不明。 59-1 

394 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線。地文不明。 59-1 

395 IC 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部に3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 59-2 

396 m2B 口唇部に1条の沈線。口縁部にA突起がl単位残存。口縁部直下にl条の沈線残存。地文不明。 ;:)9-3 

397 mlC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 ;:)9-4 

398 皿lC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。 ;:)9-4 

399 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に4条の平行沈線。地文LR単節斜縄文。 59-3 

400 口唇部に斜めの切り込みと1条の沈線。口縁部直下に2条の平行沈線。地文不明。 59-3 

401 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線、沈線の聞に刺突。地文LR単節斜縄文。 59-3 

402 口縁部に3条の平行直線、その聞に刺突。地文LR単節斜縄文。 59-5 

403 A3③ .m層 3.6 地文LR単節斜縄文。 底部平底。 50-2 

404 B3② .m層 6.5 地文RL単節縦縄文。底部平底。 50-3 

405 B3① ・困層 5.8 地文条痕。底部上げ底。 50-4 

図版49 鉢387"-'405 
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

406 A2、B3⑨.ill層 illlC 1l.5 13.9 8.3 R口L縁単部節に斜小縄波文状。突台起部、に突沈起線にと刺縄突文。。 口縁部直下に 3条の平行沈線と突起。 50-5 

407 B2④⑤ .N層 IDIC 10.7 12.9 8.4 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線と突起。RL単節斜縄文。台部に沈線。 50-6 

408 B2⑧ .ill層 illlC 13.5 15.1 9.5 口縁部に小波状突起。口縁部直下に5条の平行沈線と突起。RL単節斜縄文。台部に沈線。 51-1 

409 A2⑨、A3⑤.ID層 illlC 7.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線と突起。RL単節斜縄文。 51-2 

410 A2①⑥・困層 illlC 18.9 13.9 1l.8 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線と突起。RL単節斜縄。 51-3 

411 A2⑨、B3②・N層 IDIC 14.9 16.6 10.3 突口縁起部2単に位小。波地状突文R起L。単口節縁斜部縄直文下。に台3部条にのl平条行の沈沈線線とと把突手起状2突単起位l。単位とB 51-4 

412 B3① .ill層 illlC (16.5) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線とA突起とB突起。地文LR単節縦縄文。 51-5 

413 B2② .ill層 illlC 日15.0 口縁部に小波状突起。口縁部直下に刺突と2条の平行沈線とA突起、B突起。RL単節斜縄文。 51-6 I 

図版50 鉢406"""'413
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419 

420 

、ミ本多ダ

¥ 
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¥¥¥ 
、¥¥-

/ 

ゐ~西

出土区 ・層位 分類 口径

B2⑦⑧ .III層 皿2C 10.4 

B3④⑤ .N層 III2C (13.0) 

B2⑥、B3①②.III層 III2C 12.4 

B2⑦、B3②.III層 III2C 16.0 

A3③ .III層 III2C 13.8 

B2⑤ .III層 III2C 9.1 

B2⑥ .III層 III2C 10.9 

器高

14.1 

19.4 

414 

418 

底径

4.8 

10.6 

、;
¥ ¥、、d

/〆

f 

¥¥ 

417 

¥420 

。 10cm 

特 徴 写真

口4唇条部の平に行1沈条線の沈と線把。手状口縁突部起。にALR突単起節1斜単縄位文と。B突起2単位。口縁部直下に 52-1 

地口縁文部RLに単突線起斜が縄2文単。位。口縁部直下に 3条の平行沈線。体部に 1条の沈線。 52-2 

下口唇に部4条にの1条平行の沈沈線線ととB斜突め起の2切単り位込。み地。文口L縁R部単に節A斜突縄起文と。B突起。 口縁部直 52-3 

線口唇とB部突に起l。条地の文沈L線R。単口節縁斜部縄に文A。突台起部とにB突突起起。。口縁部直下に4条の平行沈 52-5 

手口唇状突部起に台とB形突状起の。彫地り文込LみR単。節口斜縁縄部文に。突起。口縁部に 4条の平行沈線と把 52←6 

口縁部に小波状突起。口縁部に3条の平行沈線と破損した突起。地文LR単節斜縄文。 52-4 

口縁部に小波状突起。口縁部に4条の平行沈線と突起。地文RL単節斜縄文。 53-1 

図版51 鉢414"""'420
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番号

421 
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4ミミ m

j 百し25

j /~-E~ 427 
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Ji¥ 、ω
ょに30に9 。 lOcm 

出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

B2⑤ .m層 皿2A(20.1) 23.5 12.7 の口平唇行部沈に線l条とAの突沈起線。。地口文縁L部Rに単A節突斜起縄と文B突。台起部がに交縄互文にと配突置起。と口1縁条部の直沈下線に。3条 53-2 

B3①②.m層 無文の台付鉢である。外面にケズリ痕がのこる。 53-3 

B3・I層 台付鉢の台である。刺突が施される。 53-6 

B2⑧ .m層 台付鉢の台である。 53-4 

B2⑤ .m層 台付鉢の台である。 53-5 

A2⑨ ・E層 台付鉢の台である。地文RL単節斜縄文。 53-7 

B2① ・E層 台付鉢の台である。地文RL単節斜縄文。 53-8 

A2⑥ .m層 台付鉢の台である。 53-9 

B2⑥ ・E層 台付鉢の台である。突起とl条の沈線が施される。 53-10 

B3⑤ .m層 台付鉢の台である。 2条の平行沈線が施される。 63-11 

図版52 鉢421"'430 
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鉢

深鉢形土器は底部から口縁部までの形をうかがえるものが少ない。また、完形資料では、底部から

体部にかけては顕著な器形の変化がないため、口縁部を中心にして分類をおこなった。

分類

・器形(模式図 1参照)

1 口縁部が内湾するもの。

II:口縁部が直線的に立ち上がるもの。

ill:口縁部がS字状に外反するもの。さらに2種類に分類される。

1 外反する短い頚部をもつもの。

2 :外反する幅の広い頚部をもつもの。
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態
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模

匝E 

-口縁部の形態(模式図2参照)

A:平縁のもの。

B:平縁で突起を伴うもの。 ι，-~ "." .ナ ~ 

~~ 、

C:小波状の突起を伴うもの。 夜

可1'，"

C B A (ii) その他の特徴

①口唇部の文様(模式図 3参照)

口唇文様模式図3

b. 

C. 

a. 無し。

b. 楕円形に彫り込まれるもの。

C. 台形状に彫り込まれるもの。

d. 半円状に彫り込まれるもの。

e.沈線が施されるもの。

f .斜めの刻みが施されるもの。

eの沈線は、他の装飾と組み合わされて施されることがあ

下ミミミミミ

d 

e. 

f. 

る。

②口縁部直下の装飾

口縁部の装飾を大きくわけると、 a. 突起 (B突起のみ)、

b. 沈線(1条または数条の平行沈線)、 C. 刺突、の三種

類があり、それぞれが組み合わされて施される。組み合わ

せには以下の 5種類がある。

- 87-

なし

2、沈線

3、突起+沈線

4、突起+束IJ突

1、



5、沈線+刺突

③体部の特徴

-体部の地文

a.縄文が施されるもの。

b. 条痕文が施されるもの。

c.無文のもの。

なお、深鉢形土器に体部文様が施されたものは見られなかった。

④底部の特徴

-底部形態(模式図4参照)

1類:平底のもの。

2類:上げ底のもの。

IA類 1類

模式図4 底部形態

口縁部がゆるやかに内湾し、平縁のものである。口唇部、

に地文が施されるものがほとんどである。地文には縄文のものと条痕文のものが半々ずつある。

1 B類

全体

口縁部がゆるやかに内湾し、口縁部に突起を伴うものである。口縁部の突起以外には、平行沈線や

突起などの装飾がなく、全体に地文が施されるものがほとんどである。地文には縄文のものと条痕文

のものが半々ずつある。

1 C類

口縁部がゆるやかに内湾し、口縁部に小波状の小突起が伴うものである。口縁部直下に1'"'-'4条の平

行沈線がめぐるものがほとんどで、 IA類・ IB類よりも装飾に富む傾向にあり、全体に地文が施さ

れるものがほとんどである。地文には縄文のものと条痕文のものが半々ずつある。

llA類

口縁部が直線的に立ち上がり、平縁のものである。口唇部、口縁部直下に装飾がなく、全体に地文

が施されるものがほとんどである。また地文が縄文よりも、条痕文のほうが多い。

llB類

口縁部が直線的に立ち上がり、口縁部に突起を伴うものである。 5点のみである。口縁直下の突起以

外には、平行沈線や突起などの装飾がない。地文には縄文と条痕文のものとがある。

llC類

口縁部が直線的に立ち上がり、口縁部に小波状の突起を伴うものである。口縁部直下に1'"'-'4条の平

行沈線がめぐるものがほとんどで、 llA類.llB類よりも装飾に富む傾向にある。全体に地文が施さ

れるものがほとんどである。また地文が縄文よりも、条痕文のほうが多い。

ill1A類

口縁部がS字状に外反する短い頚部をもち、平縁のものである。 4点のみである。口縁部直下に2'"'-'

4条の平行沈線がめぐり、地文は縄文である。

ill1C類

日縁部がS字状に外反する短い頚部をもち、口縁部に小波状の小突起を伴うものである。また口縁

部直下には 2'"'-'4条の平行沈線がめぐる。地文は縄文が多く、条痕文は少ない。

ill2A類

口縁部にS字状に外反する幅の広い頚部をもち、平縁のものである。口唇部には彫り込みによる装

飾、口縁直下にはB突起や 3'"'-'5条の平行沈線が施されるものが多く、他の類型に比べ装飾に富む。
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地文は縄文が多く、条痕文は少ない。

ill2B類

口縁部にS字状に外反する幅の広い頚部をもち、口縁部に突起を律うものである。 l点のみである。

口議部の突起はB突起である。日韓部に 1条の沈線、口縁器産下に4条の平行沈線がめぐる。地文江

縄文である。車類で日縁部に3突記そもつものは、この 1点のみである(図版64-484)0 

亜2C類

日縁部にS字状に外反する揺の広い顕部をもち、口縁部に小波状の突起を伴うもので為る。 4点のみ

である。口縁部重下に 2'"'-'4条の平行沈線がめぐる。地文が縄文のものが3点、条痕文のものが 1点

ある。

GiV傾向

深鉢は、器形・装飾が鉢と非常に類恕している。よって、鉢と深鉢を明確に判別することな難しい。

深鉢に辻、 f本部文様が律うものは無い。また、鉢に比べて条痕文の割合が多く、類型によっては条痕文

の割合が縄文を上回る。深鉢の器雷にサルボウ貝など二枚貝の腹縁内部に見られる小歯列の庄痕が見ら

れるものが 1点ある〈盟抜56-450・写真73)。これは、器言語に条痕文を施すときに付いたものと考えも

れる。だが、これ以外の条痕文の掠体について、今西は詳しく触れることができなかった。

なお、深鉢の中で小型のものには漆を入れる容器として手当用したものがあり、これについては第4章

2節(9)を参照してほしい。

Qυ 
Q
口



431 

433 

432 
434 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器局 底径 特 徴 写真

431 B2①②③④ .n層 1 C (34.0) 口縁部に小波状突起。口縁部に 1条の沈線。地文LR単節斜縄文。 61-1 

432 B2・E層 IA 口縁部に小波状突起。口縁部に2条の平行沈線。地文条痕。 69-1 

433 B2・E層 m1C 口縁部に小波状突起。口縁部に3条の平行沈線。地文条痕。 69-2 

434 B2⑦ .m層 IA 10.4 10.8 (5.3) 平縁である。全面にRL単節斜縄文が施され、装飾はない。 61-2 

435 A2③⑥ .m層 IB 13.5 14.5 5.9 口縁部に2単位の突起。 全面にLR単節斜縄文。底部平底。 61-3 

436 A2⑤ .m層 IB (17.2) 口縁部にそれぞれ形の違う突起が3単位残存。全面にLR単節斜縄文。 61-4 

図版53 深鉢431"'436 
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439 440 

441 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真 | 
437 B2C7;⑧ .m層 IA (33.3) 平縁である。全面にRL単節斜縄文が施され、装飾はない。 62-1 

438 A3③ .m層 IA 口唇部に斜めの切め込み。口縁部から体部にRL単節斜縄文。 69-3 

439 B2⑤ ・E層 IA 平縁である。口縁部直下に穿孔。口縁部から体部にRL単節斜縄文。

440 A3.m層 IA 口唇部に台形状の彫り込み。口縁部に突起 1単位と刺突。地文RL単節斜縄文。

441 B2② .m層 IA 平縁である。口唇と口縁部に l条の沈線。地文条痕。

442 B2⑨ .N層 IA 平縁である。口縁部から体部に条痕。

443 B2⑤ .m層 IA (10.0) 平縁である。全面無文である。 70-1 

図版54 深鉢437""""443
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444 

。
』

10cm 

己

出土区 ・層位

B2③⑤⑥⑧ 

B3⑤ ・E層

特 徴

口縁部に突起が1単位。 全面に条痕が施される。底部平縁。

口縁部に形状不明の突起が1単位。口縁部直下に2条の平行沈線。無文である。

図版55 深鉢444・445
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449 

h主主守 宅

、t.:

O 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真 | 

446 BB32②⑥-⑦E⑧ 層 IB (29.2) 口縁部に突起が2単位。全面にRL単節斜縄文。

447 B2⑦ .m層 IB (14.0) (14.0) (6.0) 口縁部に突起が1単位。 全面にRL単節縦縄文。 内面に漆付着。底部平底。 81-4 

448 B3⑤ .m層 IB 口縁部に突起が 1単位。口縁部直下に無文帯。その下にRL単節斜縄文。

449 B3⑧ .m層 IB 口縁部に突起が 1単位。地文RL単節斜縄文。 70-2 

450 B2⑥⑦⑧、B3.m層 IB 27.9 口縁部に1単位の突起。全面に条痕が施され、装飾がない。体部に員殻のコウ歯圧痕。 63-2 

図版56 深鉢446"""'450
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出土区 ・層位

B3④⑧⑨ ・W層

B2③.m層

fち

¥ 

U 
451 

。 10cm 

特 徴

口縁部に突起がl単位と小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。RL単節斜縄文。

口縁部に小波状突起。口縁部直下に 2条の平行沈線。 LR'RL単節斜縄文。

図版57 深鉢451・452
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455 

456 

457 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

453 A2⑧⑨.m層 IC 20.7 21.4 6.9 口縁部lこ小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の平行沈線。LR単節斜縄文。 63-4 

454 A2⑥⑨.m層 IC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。赤色付着。RL単節斜縄文。 70-3 

455 B2①③.m層 IC 口縁部に小波状突起。地文条痕。 70-4 

456 B2⑥.m層 IC 口縁部に小波状突起。口縁部に 1条の沈線。地文条痕。 70-4 

457 B2⑤.m層 IC (27.4) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文条痕。 63-5 

図版58 深鉢453.......，457

- 95 



}

l
 

γ工
、

'11JJHJi
-
-d一
一
リ
一
川

、

-

f

J

V

1

1

 

i 

立

-5

，凋
1

・Z
由
佳

層

一
E

-
圃
-
-

E
一
⑥

E

寸
4
-

q
L

出

一
A

特 徴

一 |口縁部に小波状突起。口縁部直下に 2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

_1平縁である。全面に条痕が施され装飾がない。

図版59 深鉢458・459
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高

460 A2⑥ .m層 ITA 

461 A2⑦ .m層 ITA (30.0) 

462 B2⑥⑧⑨、B3⑤.N層 ITA (31.2) 

463 A2.m層 ITA 

底径

462 

特

ソf

， . 

徴

平縁である。口縁部直下に穿孔。地文条痕。

。

平縁である。全面にLR単節斜縄文が施され、装飾はない。

口唇部に台形状の彫り込み。 口縁部直下に2条の平行沈線。地文条痕。

口唇部に台形状の彫り込み。口縁部直下に突起が1単位。地文LR単節斜縄文。

図版60 深鉢460..-..;463
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469 

。 10cm 

己

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

464 B2⑧.m層 IIB 口縁部に突起が l単位。 LR単節斜縄文。 70-6 

465 B3② ・班層 IIC 口縁部に小波状突起。地文条痕。 71-1 

466 B2①⑤.m層 IIC (29.0) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 1条の沈線。無文である。 65-4 

467 B3①②.m層 IIC (26.4) 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文条痕。 66-1 

468 B3② ・IV層 IIC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文条痕。 71-2 

469 B2⑤.m層 IIC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。地文LR単節縦縄文。 71-3 

図版61 深鉢464"'469
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476 

。 10cm 

w 
番号 出土区・層位 分類 口径 石ロ百ロヲ存王訂r 底径 特 徴 写真

470 B2⑥・ E層 ID1A 14.1 平縁である。口唇部に1条の沈線。口縁部直下に2条の平行沈線。RL単節斜縄文。 66-2 

471 B2⑦. B2⑨・E層 ID1A 2l.5 平縁である。口縁部直下に 3条の平行沈線と突起。 LR単節斜縄文。 66-3 

472 B2②③⑤・ E層 ID1C 20.6 2l.0 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 66-4 

473 B2④ .ID層 ID1C 口縁部に小波状突起、突起に刺突。口縁部直下に3条の午行沈線。LR単節斜縄文。 71-4 

474 A3⑨ .ID層 ID2C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 71-4 

475 B2④・皿層 ID3C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 71-5 

477 B2⑤・ N層 ID2C 37.6 口縁部に小波状突起。口縁部直下に 3条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 66-5 

図版62 深鉢470.......477
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481 
O 10cm 

i i 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

478 B2③ .m層 m2A 33.0 口唇部に楕円形の彫りこみ。口縁部直下に4条の平行沈線。 RL単節斜縄文。 67-1 

479 A2⑧ .III層 m2A 32.8 口唇部に半円状の彫りこみ。口縁部直下に4条の平行沈線。 RL単節斜縄文。

480 B2④ .m層 III2A 口唇部に半円状の彫りこみと1条の沈線。口縁部直下に4条の平行沈線。RL単節斜縄文。 72-1 

481 A3② .m層 III2C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に4条の平行沈線。 地文LR単節斜縄文。 72-1 

図版63 深鉢478"'481
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u 

482 

483 

特 徴

平縁である。口唇部に1条の沈線。口縁部直下に4条の平行沈線。地文条痕。

口唇部に斜めの切り込みと1条の沈線。口縁部直下に3条の平行沈線。LR単節斜縄文。

口唇部に1条の沈線。口縁部に2単位の突起。口縁部直下に4条の平行沈線。LR単節斜縄文。

出土区 ・層位

B2⑨.m層
B2⑥ ・E層

図版64 深鉢482~484
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。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真 | 
485 B2⑧ .m層 m2C 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。地文RL単節斜縄文。

486 B2③ .m層 m2A 平縁である。 口縁部直下に3条の平行沈線と突起がl単位。地文LR単節斜縄文。 72-5 

487 B3① .m層 m2C 口縁部に小波状突起。 口縁部直下に 3条の平行沈線。地文条痕。

488 A2⑥ .m層 m2A 33.5 41.7 11.7 口縁部に小波状突起。口縁部直下に3条の平行沈線と突起がl単位。地文条痕。底部平底。 68-2 

図版65 深鉢485"'488
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489 
490 

。 10cm 

番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

489 B3④.IlI層 N 口縁部に小波状突起。口縁部直下に2条の平行沈線。 地文RL単節斜縄文。 72-6 

490 N 平縁である。地文条痕。 72-6 

491 IB 口縁部に小波状突起。地文条痕。 72-7 

492 B3・ IA 平縁である。口縁部直下に穿孔。地文RL単節斜縄文。 72-7 

493 IC 口縁部に小波状突起。口縁部直下に穿孔。地文LR単節斜縄文。 72-7 

図版66 深鉢489......，493
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(7) 製塩土器

〔製塩土器の認定〕

遺物密集ブ口ック〈第直・第N層〉から多数の製塩土器が発見された。製塩土器は県埋文調査でも村

調査でも出土している。製塩土器とは、専ら土器製塩作業に用いられた土器であり、一般的な宣活で使

用される土器とは区別されている。土器製塩は、製塩土器を用いて、海水あるいは濃縮した海水を煮沸(煎

熟)して、水分を蒸発させて塩を得る方法である。製壊土器はこの煮沸工程(煎熟工組ともいう)で、

強く加熱され変色し、さらに海水中の不純物が土器の胎土に析出する現象がおこる。そのため

された製塩土器は、一般の土器と比較すると、壊れやすく完全な形を保つものが殆どな

い・ピンク~薄紫告の斑痕がつくものが多い・黒班がつくものが極端に少ない a土器の表裏が剥離して

いるものが多い〈破片を指で、挟んで強く押すと剥離するものがある)・部分によっては細かく砕けやすい

などの特徴をもち、一回の煮沸工程で破損し、二度の使用は不可能になるといわれる。また、製塩土器

は、宮城県松島湾に所在する東松島市里浜貝塚西畑地竪の縄文時代晩期中葉の製塩炉に伴った製塩土器

を観察すると、恕期間 ため、内面は比較的ミガキやナヂなどの丁輩な調整が見

られるが、外面は荒い調整しか行われず、無文でかつ製作時の粘土紐輪積痕が見えるものが多いことが

分かる。

今津遺跡の遺物整理では、製塩土器を認定する方法として、以上で述べた製塩土器特有の特徴を持つ

土器とそうした特徴をもっ土器の形態に類似する土器を選びだし、前者を煎熱工程に使間した製塩土器、

後者を熊熟工程の影響を強く受けなかった製塩土器あるいは煎黙工程に使用しなかった製塩土器と

ることにした。ただし両者の底別はつけにくいものが多い。

〔製塩土器の部位からみた特徴〕

製塩土器と た土器はすべて披片で、器種は深鉢む限られる。日縁部・体部・底部のJf!震に説明

するが、分類の中心は口縁部の頼き・口縁形態・地文で行った。

〈口縁部)日縁部の披片は、小さいものまで含めると個体識別は難しいが、 425点({国体分)あるο

(1)口縁部の傾き I類ーやや内湾するもの(156点〉。

立類一直立ぎみにやや外傾するもの (31点L

E類一破片が小さいため不明のもの (238点)。

(2)口縁の形態、 1類一小波状口縁となるものは数が多い (412点〉。日韓部に上から棒状のもの

を押しつけて作りだしたもので、幅 1cmの小波が整然と並ぶものが多い

が、乱れたものもある 0

2顕一平縁のものは数が少ない(13点〉。面取りされているものと丸みを帯びて

いるものとがある。また口縁が肥厚するものも見られる。

(3)外面の地文 A類一蕪文のものが多い (386点)。成形時の接合部を指で押さえ、その上から

ユビナヂされているが、接合部の輪積壌が残るものが多い。一部にケズ

リも見られる。輪積痕の幅は 1"'-' 2 cmほどである。

B類一条痕文があるものは数が少ない (39点)。条痕の幅は一定でなく、浅く

細い線が多い。条痕が交差するものもある。

(4)内面調整は、日藤に近い部分では、ユビナヂやヘラナヂが横方向になされているものが多い。

また、その上からヘラミガキされているものもあるが、あまり丁寧でない。

(5)賂土は、 1"'-'2闘の砂を含み、粗雑で、ある。

破片が小さいものが多く、推定が困難でa>る。日縁部が円周の8分のl以上残ってい

るもの 7点から、あえて口控を推定すると、約22cmから29cmまである。器監の厚さは約0.5""'
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0.6mmで土ヒ較的薄いものが多い。

〈体部〉手本部ぬ破片な多数あるが、極めて小さいものまで含み、個体識別は困難で、個体数の算出はで

ぎない。特徴に乏しいが、地文は、口縁部と同じように、無文で輪積痕を残すものが圧倒的に

く、条痕文は少ない。

(底部)製埴土器の庇部と推定されるものは109点(僧体分)ある。熊黙工程の痕跡がない患部は、一設

ものと区別がつかないので、破片が小さく、患部全体の形が分かるもりは少ない。す

推定されるが、若干誌面が窪むものも見ちれる。大きな破片から成径を推定すると

約7'"10cmのものが多い。また版部鶴吉の立ち上がりにも若干ぬ違いがみられ

〔製塩土器の分類]

製塩土器の口縁部の傾き・口縁形態・地文に現れた特徴を組み合わせると 製壌土器は Gつに大関で

きる。

2. 平 議

1.小技状縁 I27 

1やや外{頃 I 31 

2.平縁 4

1. 

重.不明 1238

2.平禄

(製埴土器の特徴)

土壇

A.無文

B. 

A. 

お.

A. 

条痕文

無文

口 よる製塩土器の大島IJ
文

132 1 1 A類(大別 1類)

21 (大5J1j2類)

3 1 2 〈大田3類〉

(大5J1j4類)

8類)

6 

以上から、重複する部分もあるが、今津遺爵に於ける製謹土器の詩徴をまとめてみよう o

すべて深鉢形である。日縁部の頼き辻、不明のものを除くと、やや内湾するものがやや直立ぎみに

外傾するものより多い。患部はすべて平底で、

ら才lる。

ら口径22"'29cmほどのものが多いと考え

日縁の形態は、小波状口縁となるものが圧倒的に多く、平縁のものは数が少ない。

③外面は無文で、輪積痕を残すものが圧倒的に多いが、条接文をもつのも少数あ

④輪積痕の幅は約 1'" 2 cmのものが多い。

器製堪土器の条痕文は、一般的な土器の条痕文と比べると、条壌の幅は一定でなく、浅く細い線が多

しし

口縁語の{頃き・日

に大型jされる。

-地文に現れた特徴を ると，製塩土器は6つ(大日IJ1類"'6類)
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⑦大別 1類が最も数が多く、大別4類や大別2類がそれに次ぐ。その砲の大5J1jはごく少数である。

⑧日縁部の傾ぎを別にすると、小波状口縁で無文のもの (373点)が圧倒的に多いが、条痩文のもの

(39点)も少数ある。平縁で無文のもの(13点)は少なく、条痕文はないo

e内面の調整は、口縁に近い部分では、ユどナデやヘラナヂが構方向になされているものが多い。そ
の上からヘラミガキされているものもめる。ヘラミガキは、一般的な深鉢と詑べても

ない。胎土は、 1"'-'2 mmの砂を含み、粗雑で、ある。

事口径は、日縁部が円周の8分の1以上残っているもの7点から推定すると、約22cmから29cmまで、の

ものが多い。器壁の揮さは約0.5"'-'0.6 mmで、比較的薄いものが多い。

争弘大調査で出土した製塩土器は縄文晩期の大洞C2式に伴うものである。県埋文調査や村調査で出土

した製塩土器には、共伴した土器から考えて、弘大調査のものよりやや新しい時期のものが含まれ

ている可能性がある。

⑥今禅遺跡で試製塩遺構は発見されていない。襲塩土器が発見されているのは標高16.5mの台地で、あ

るので、製塩遺構はこの台地の下の汀線に近い部分にあったものと考えられる。しかし、かつての

汀線は、住宅や道路の建設、護岸工事などで、地形が変わっており、現状では発見は困難である。
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

494 B3・I層 III1A類 内外面調整横指ナデ 74-1 

495 B3・I層 11A類 内外面調整斜指ナデ 74-1 

496 B3・I層 III1A類 内面調整横ヘラナデ、外面調整横指ナデ 74-1 

497 B3・I層 II 1A類 内外面調整横指ナデ 74-1 

498 B3・I層 III1A類 内面調整横ミガキ、外面調整:横指ナデ 74-1 

499 A2・I層 III1A類 内面調整横指ナデ後縦ミガキ、外面調整横指ナデ、煎熟痕あり 74-1 

500 B 3・I層 11B類 内面調整横指ナデ、外面条痕 74-2 

501 B3・I層 III2A類 内面調整横指ナデ、外面調整斜指ナデ 74-2 

502 B 2 . 1層 底部 (8.0) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ 74-2 

503 B 2 . II層 III1A類 内面調整:横ヘラナデ後横ミガキ、外面調整 縦横指ナデ 74-3 

504 B 2 . II層 III1A類 内面調整横ヘラナデ後横ミガキ、外面調整 横ヘラナデ、煎熟痕あり 74-3 

505 B 2 . II層 III1A類 内面調整縦ヘラナデ、外面調整不明、煎黙痕あり 74-3 

506 B 2 . II層 11A類 内面調整横ミガキ、外面調整縦指ナデ 74-3 

507 B2・E層 II 1A類 内面調整縦横ヘラナデ、外面調整縦横指ナデ 74-3 

508 B 2 . II層 III1A類 内面調整横ヘラナデ後横ミガキ、外面調整横指ナデ、煎熟痕あり 74-3 

509 B 2 . II層 1 1B類 内面調整横ヘラナデ後横ミガキ、外面条痕 74-4 

510 B2④ .II層 II2A類 内外面調整横ヘラナデ、煎熱痕あり 74-4 

図版67 製塩土器494........510



512 

。 10cm 

513 

図版68 製塩土器511--513
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514 

515 

10cm 

国版69 製塩土器514..-..，;516
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518 
519 

- ~- ー畠

520 
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522 

轍)劇
523 

J 欝¥1
528 529 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

517 B2⑤ ・E層 1 1A類 (23.0) 内面調整 縦横指ナデ、外面調整 横ケズリ 77-1 

518 B2⑨ .III層 11A類 内面調整:縦横指ナデ後縦横ミガキ、外面調整 横ケズリ 77-3 

519 B2C0.III層 1 1A類 (24.0) 内面調整横へラナデ後縦ミガキ、外面調整横指ナデ 77-3 

520 B2⑤ .III層 I1A類 内面調整 横指ナデ後縦ミガキ、外面調整:横指ナデ 77-2 

521 B2⑤ ・E層 11A類 (24.0) 内面調整横指ナデ後縦ミガキ、外面調整横指ナデ 77-4 

522 B2⑤ .III層 I1A類 内面調整斜ミガキ、外面調整 横指ナデ 77-4 

523 B2⑤ ・E層 11A類 (28.0) 内面調整縦ミガキ、外面調整横指ナデ 78-1 

524 B2③ ・班層 II1A類 内面調整償指ナデ、外面調整横指ナデ、煎熱痕あり 78-1 

525 B2⑤ .III層 II 1A類 内面調整 横指ナデ後横ミガキ、外面調整 不明、 煎安全痕あり 78-4 

526 B2② .III層 II1A類 内面調整 横ミガキ、外面調整横ケズリ 78-4 

527 B 2 ~む 'III 層 II1A類 内面調整縦ヘラナデ、外面調整横指ナデ 78-3 

528 B2⑤ .III層 1 1A類 内面調整 縦指ナデ、外面調整横指ナデ、煎熱痕あり 78-3 

529 B2⑤ .III層 11A類 内面調整横ミガキ、外面調整横指ナデ 78-2 

530 B2⑤ .III層 II1A類 内面調整 横指ナデ、 外面調整:横指ナデ、煎警告痕あり 78-2 

531 B2⑤ 'III層 II1A類 内面調整横ミガキ、外面調整横指ナデ 78-5 

532 B2④ .III層 11A類 内面調整 縦横指ナデ後縦ミガキ、外面調整縦横指ナデ 78-5 

る33 B2② .III層 11A類 内面調整縦横指ナデ後縦ミガキ、外面調整 縦横指ナデ 78-5 

図版70 製塩土器517-533
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536 
534 

535 

537 
538 

540 

。 10cm 

番号 出土区 ・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

534 B2④ .m層 1 1B類 (29.0) 内面調整横ヘラナデ後縦ミガキ、外面 条痕 79-1 

535 B2① .m層 1 1B類 内面調整 横ヘラナデ後縦ミガキ、外面 条痕 79-2 

S36 B2⑥ .m層 1 1B類 内面調整縦ケズリ後縦ヘラナデ、外面条痕 79-2 

S37 B2⑤ ・IV層 1 1B類 内面調整横ミガキ、 外面条痕 79-2 

S38 B2① .m層 I1B類 内面調整横へラナデ後横ミガキ、外面条痕 79-2 

539 B2② .m層 1 1B類 内面調整 横ヘラナデ後横ミガキ、外面条痕 79-3 

540 B2⑦ .m層 1 1B類 内面調整横ヘラナデ後縦ミガキ、外面 条痕 79-3 

541 B2① .m層 1 1B類 内面調整 横へラナデ後横ミガキ、外面条痕 79-3 

542 B2~. m層 II1B類 内面スス付着、外面条痕 79-3 

図版71 製塩土器534"'542
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

543 B3② ・N層 ll2A類 (16.4) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦ケズリ 80-1 

544 B2② 'I!I層 I!I2A類 内面調整横へラナデ、外面調整横指ナデ 80-2 

545 B2② .I!I層 I!I2A類 内面調整横へラナデ、外面調整横指ナデ 80-2 

546 A2② ・N層 ll2A類 内面調整縦横ヘラナデ、外面調整横指ナデ 80-2 

547 A2⑥ .I!I層 ll2A類 内面調整横ヘラナデ後横ミガキ、外面調整横指ナデ 80-4 

548 B2⑤ ・班層 12A類 内外面調整横ヘラナデ 80-4 

549 B2⑦ 'I!I層 I!I2A類 内面調整横へラナデ後横指ナデ 80-4 

550 B2⑤.I!I層 底部 (8.0) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熱痕あり 80-3 

551 B2②'I!I層 底部 (8.0) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熱痕あり 80-3 

552 B2③ .I!I層 底部 (8.0) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熱痕あり 80-5 

553 A2⑨ ・皿層 底部 (7.8) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熱痕あり 80-5 

554 B2②⑨ .I!I層 底部 (5.8) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熱痕あり 81-1 

555 B2① .m層 底部 (9.0) 内面調整 縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎黙痕あり 81-1 

556 B2⑨ .I!I層 底部 (9.0) 内面調整縦横指ナデ、外面調整縦横指ナデ、煎熟痕あり 81-2 

557 B3⑤ .I!I層 底部 内面調整縦横指ナデ、外面条痕、煎熟痕あり 81-2 

。

製塩土器543"'557

ワ臼

図版72



511の拓本

513の拓本
512の拓本

515の拓本
514の拓本

534の拓本

516の拓本
543の拓本

図版73 製塩土器の拓本



(8) 注口土器・香炉形土器

注口土器や香炉形土器は極めて少ない。これらは共伴土器からみる限り晩期中葉(大洞C2式)に属

するが、小破片のため断定で、きないものもある。

〔注口土器〕

注口土器と推定される破片が3点ある。

①そろばん形の注口土器で、体部中央部をめぐる隆帯部から下半部にかけての小破片である。隆帯部

は連続したB突起で構成され、上面に連続した刺突痕と突起が見られる。 体部下半部に半肉彫り的な雲

形文が描かれる。縄文はない。器面は丁寧に研磨され、赤彩されている。極めて大洞C1式に近い文様

や形をしたものであるが、やはり大洞C2式土器に伴ったものと考えておきたい。

②くの字形に屈曲する注口土器と思われる体部上半部の小破片で、ある。残存する隆帯部はB突起が付

き、中に沈線や三角形の彫り込みが見られる。また、隆帯の周囲には沈線がめぐる。晩期中葉の注口土

器にはあまり見られない形や文様の破片である。

③明確に注口土器と判断するのは圏難な小破片で、ある。壷かとも思われるが、内面が丁寧に磨かれて

いるので、注口土器の体部上半部の破片と考えた。磨消縄文による雲形文が描かれているようである。

〔香炉形土器〕

香炉形土器と推定される破片が2点ある。

①体部中央の隆帯部の破片である。破片の上端に透かしの部分が観察される。隆帯部には三角形状の

窪みが並ぶ。縄文は施文されなかったようである。

②体部上半部の小破片である。弧線状の透かしがある。器面はあらく磨かれている。縄文はない。外

面から箆状のものを差し込んで透かしを作ったため、内面に粘土の盛り上がりが見られる。
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番号 出土区・層位 分類 口径 器高 底径 特 徴 写真

A2⑨ .III層 注目I 赤 ~されており、土器表面は非常によく研磨されている 81-3 

2 B2② .III層 注目2 隆帯を沈線で囲んでいる。隆帯の中にも沈線を入れてある。 81-3 

3 B21)⑧ ・E層 注目3 体部下半はよく研磨されている。 81-3 

4 B2⑤ .III層 香炉1 隆帯の突起部下面には三角形状の彫り込みを入れてある。 81-3 

D 香炉2 土器裏面には表から穴を開けたため、貫通部周囲に盛り上がりがある。 81-3 

図版74 注口土器・香炉形土器
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(9) 漆入り土器

〔漆入り土器J(図版56-447、写真81-4・5)

B2区の第E層から内面に漆塊が張り付いた土器の破片が 1個体出土した。おそらく漆液を入れた土

器であろう。口縁部・体部・底部の破片が数点ずつあるが、連続して接合しないため全体の形を復元す

ることはできなかったので、各部位ごとに断面図を作り、器形の傾きや器壁の厚さ・漆塊の付着状況な

どを考慮しながら、復元図の作成を試みた。それに基づくと、器高約14Cl11、口径約14cm、底径約6cmの

比較的小型の深鉢となる。口縁部には2個 1対の小突起が付くが、破片のため、全体に付く数は不明で

ある。外面には原体RLの縦位の縄文が施されている。胎土には石英粒が多く含まれている。

漆塊が張り付いている破片は 2片あり、ともに体部下半部と推定される。残存する漆塊の厚さはO.4cm、

範囲は約7.0cmx約4.0cmほどである。しかし、漆塊が剥がれ落ちた痕跡の破片もあり、本来はもっと広

い面積に付着していたと推定される。底部内面に漆塊が張り付いていないが、それも剥がれてしまった

ためと思われる。なお、漆塊は簸がより、カサカサした感じで、はがれた漆塊は極めて軽いという印象

を受けた。表面の色調は黒を基本とし、一部を削ってみると黄櫨色となるが、この漆塊が生漆であった

のか、顔料をいれた漆液であったのかは推定することができなかった。

〔漆入土器の類例〕

青森県で発見された縄文時代晩期の漆入土器を集成すると、 3遺跡で11例を見ることができる。漆製

品同様、是川中居遺跡や亀ヶ岡遺跡のような泥炭層遺跡で発見されたものが圧倒的に多い。しかし、今

津遺跡例は普通の遺物包含層から出土したものであり、漆入土器が泥炭層遺跡でなくとも発見されるも

のであることを示している。県外では岩手県安代町曲目遺跡などから発見されている。おそらく、普通

の遺物包含層出土の土器を再検討するだけで、多数の漆入土器を確認することができるであろう。漆入

土器の存在は、その遺跡で漆製品の製作が行なわれていたことを示すもので、その発見は漆製品の製作

が各地で行なわれていたことを示すバロメーターとなる。一覧を見ると漆入土器は深鉢・鉢・台付鉢・

壷などがあるが、概して口の広い比較的小さな深鉢や鉢が利用されている。これは漆作業に関わるため

であろう。

青森県内の縄文時代の漆入土器の類例

No 所在地 遺跡名 時期 器種 口径 器高 文様等 参考文献

1 平舘村 今津 大洞C2式 深鉢 14.0 14.0 縄文のみ 本報告書

2 八戸市 是川中居 大洞C2式 鉢 12.0 8.5 縄文のみ 宇部・小久保2002

3 八戸市 是川中居 大洞C2式 台付鉢 11.0 8.3 縄文のみ 宇部・小久保2002

4 八戸市 是川中居 晩期 鉢破片 縄文のみ 宇部・小久保2002

5 八戸市 是川中居 晩期 深鉢 無文 北海道開拓記念館1998

6 八戸市 是川中居 晩期 深鉢 縄文のみ 八戸市教育委員会2002

7 八戸市 是川中居 晩期 深鉢 8.3 縄文のみ 青森県立郷土館1993

8 八戸市 是川中居 晩期 宣てゴll: つ 喜田・杉山1932

9 八戸市 是川中居 晩期 深鉢? つ 喜田・杉山1932

10 木造町 亀ヶ岡 晩期 鉢 9.0 縄文のみ 青森県立郷土館1993

11 木造町 亀ヶ岡 晩期 鉢 8.0 縄文のみ 青森県立郷土館1993



時 弘大調査区出土土器の集成国について

〔弘大調査区出土土器の集成歯からみた、赤彩土器・有文土器・炭化物付着土器について〕

この集成函〈国版75~82) は、第 4 章で取り上げた土器の実測国(縮尺 3 分の 1 )を更に縮めて6分

の1として、集成したもので、合計234点ある。小破片を資料イとした柘本などは省略した。

この集成関は、調査区内の遺物密集ブ口ックに捨てられた土器の累積をポすものであるかち、一つの

ブロック内のさまざまな器種・器形のバラエティを簡単に一覧できるものとなっている。これを克ると、

壷の器形がバラエチィに富んで、いること、血・鉢・台付鉢・深鉢が規格的に製作されていること、赤彩

された土器が極めて少ないこと、雲形文など本格的な文様をもっ土器が少ないこと、文様があるとして

も躍と一部の浅鉢に集中すること、炭化物村着の土器が器種の違いできちんと分かれること、鉢などは

本格的な文様があってもおかまいなく炭化物が付着していることなど、いろいろなことを視覚的にとら

えることができょう。

した器種は、 -血19点・台付皿1点・浅鉢35点・鉢78点・台付鉢17点・深鉢28点・製堪

土器8点で、小さな破片しかない注口土器と香炉形土器は含まれていない。

以下で用いる資料の点数は、あくまでも集成図にのせた土器に基づくものである。被片を含めた器種

と器形の分類、器種と器形の組成やその比率(組成比)などについては、第4章第2節を参考にして欲

しい。

〔集成留のなかの赤彩土器・脊文土器・良化物付帯土器〕

ここでは、集成閣を利用して、装飾(主として赤彩されたもの・体部にきちんとした文様帯をもつも

のに隈る)が施されている土器や使用されて炭化物が付いている土器などが、どんな器種やどんな器形

などにどのくらいあるのかを考えてみたいと思う。そのために赤彩された土器は、赤彩された部分を赤

色で、炭化物の付いた土器は、付著部分を青色で示した。これらの土器が、出土土器の中で、どんな領

向を示すのかは、集成図を見ることによって、ある程度窺うことができる。

〔赤彩のある土器〕

赤彩のある土器は、査6点、血1点、台付皿1点、浅諒1点で、合計9点である。破片では注口土器

もある。鉢・台付鉢・深鉢・製塩土器には赤彩されたものはない。赤彩土器は集成国全体の中では3.8%

であり、極めて数が少ない。

燕彩輩は無文のもの4点、体部にきちんとした文様帯(以下、有文とする)をもつもの2点である。

無文のものは、外面がよく研磨され、小型で、細い lハj の字形の頚部をもち、体部が下賑れとなるもの
が多い。有文のもの培、中型のものと大型のもので、震消縄文による雲形文をもっ。大型品は、日縁が

頚部から横に広がり、端部が姪く確立する形態のもので、被雑な突起がつき、極めて装飾的である。

赤彩皿は有文のもの 1点である。内外面ともに赤彩され、擢消縄文による雲形文をもつものであ

このほか赤彩ではないが、生漆をニスのように塗ったと思われるものがある(※付きのもの)。

赤彩台付盟は有文のものが 1点ある。盟部・台部ともに内外国が赤彩されて、盟部外語に購消縄文に

よる雲形文をもっ。丁寧な製作である。

赤彩浅鉢は有文のものが 1点ある。砲の浅鉢と

縄文による雲彫文があり、赤彩されているの

〔有文土器〕

頚部が屈曲しですぽまる形である。外面に磨消

有文土器は、体部あるいは屑部にきちんとした文様(文様帯)をもっ土器で、壷2点、皿19点、台付

皿 1点、浅鉢8点、鉢4点で、合計34)点である。小破片の注口土器や香炉形土器にも文援が見られた。
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台付鉢・深鉢には有文土器はない。集成図全体の中では14.5%である。有文土器のうち赤彩されている

ものは5点あり、有文土器の15%を占める。文様の種類は、多くが磨消縄文による雲形文である。

有文査は 2点あり、ともに赤彩されている。

有文皿は19点あり、無文のものはない(破片ではある)。磨消縄文による雲形文が中心で、種類があ

る。うち l点が赤彩され、 3点が生漆らしきものが塗布されている。有文の皿が多いのは、弘大調査区出

土土器の大きな特色であり、有文土器の56%を占める。

有文台付皿は l点あり、赤彩されている。

有文浅鉢は 8点あり、うち 7点は丸底あるいは丸底に近く、浅鉢形の中では口径に対し器高の割合が

小さく、皿形に近い形態である。うち l点は赤彩されている。

有文鉢は5点あり、うち4点が小型品で、 l点が比較的大型品である。赤彩されたものはない。 4点に

炭化物の付着が見られる。

〔炭化物付着土器〕

炭化物付着土器としたものは、土器の外面や内面に炭化物が付着しているものである。炭化物が付着

する原因の大部分は、食物を土器にいれて煮炊きすることによって生じるもので、こうした土器は、底

部に近い部分が二次的加熱のため樫色に変色しているものが多い。

なお、炭化物付着の土器や二次的加熱痕をもっ土器については、実験考古学的な立場から、煮炊きに

関してどのように使用されたかなどの研究がある(小林1999)。また縄文晩期のものに関しては、煮炊き

の痕跡をパターン化して示したもの(杉山1979)や煮炊きの痕跡と土器の器種や法量の関係を調べ、煮

炊きに使用された小型鉢の増加の意味を問題にした研究もある(工藤2002)。

(土器の外面に付着する炭化物)これは、経験的に考えて、①煮こぼれに由来するものと、②薪などの

燃料からの煤に由来するものがある。煮こぼれはある厚さをもって炭化していることがあり、表面がカ

サカサした感じのものがある。また煮こぼれが流下した状態のまま炭化したものもある。しかし、層を

なす炭化物であっても、土器を洗浄した時や復原作業中に剥げ落ちてしまったものが多い。こうしたも

のでも、沈線や縄文の凹みにざらついた炭化物として残るものがある。また、数は少ないが、タール状

にべったりと器面に張り付いている炭化物もあるが、これは土器の洗浄や復原作業中でも剥げ落ちるこ

とはほとんどない。薪などの燃料の煤に由来する炭化物は土器の表面に吸着し、あまり厚さをもたず黒

く汚れた感じのものが多いが、炭化物が剥げ落ちた部分と区別がつかないこともある。集成図では薪に

よる煤については、青色を塗らず、煤付着部分として※を付けた。

(土器の内面に付着する炭化物)これは、経験的に考えて、①汁けの無くなった器壁の部分に内容物が

粘り付き、器壁の熱で炭化したものと、②汁けが煮詰まりなどして、内容物の一部が底に焦げついたも

のなどがあると思われる。①の場合、炭化物は土器の内面にぐるりと帯状に付くことが多い。なお、土

器の内面は平滑になっているため、付着していた炭化物が、土器の洗浄中や復原作業中に剥がれ落ちる

ことが多いが、その部分は黒く変色しており、他の部分と区別がつくので、剥がれ落ちた痕跡のあるも

のも炭化物付着土器と見なしている。

(炭化物付着土器)炭化物が付着している土器は、鉢75点、台付鉢17点、深鉢27点の合計119点ある。壷-

皿・台付皿・浅鉢・製塩土器には炭化物の付着は認められない。小破片の注目土器や香炉形土器にも炭

化物は認められない。海水の煎熱工程に使用される製塩土器は、深鉢形でしかも底部付近に二次加熱痕

が見られるが、炭化物が付着するものは殆どない。

炭化物付着の鉢は75点あり、総鉢形78点中の96.1%を占めている。そのうち①外面のみに炭化物が付

着しているもの4点、②内外面ともに付着しているもの68点、③内面のみに付着しているもの 3点とな

り、圧倒的に②内外面ともに付着しているものが多い。また①の外面のみに付着しているものは、煮こ



ぽれでなく薪の煤に由来するものであった。摺高の分かるもの、あるいは推定出来るものを利用すると、

器高は 6cmから21cmまである。これを 3区分すると①器高 6~ 1 2cmのもの42点、② 1 2~16cmのもの 8

点、 ③16~21cmのもの 2 点となり、 ①に最も多く集中する。 また、 口径でいうと1O~15cm に最も多く

集中する。したがって小型の鉢が、煮炊きに非常に多く使用されていることが分かる。

炭化物付着の台付鉢は16点あり、総台付鉢数17点中の94%を占める。 台部は二次的な加熱で撹色に

変色し、ボロボ口になっているものが多い。炭化物がすべて内外面ともに付着しているものだけである。

炭化物が付着していないものも 1点あるが、全体に著しい二次加熱を受けて、内外面とも赤く変色して

いる。 器高の分かるもの、あるいは推定出来るものを利用すると、器高は13cmから20cmまである。口径

はllcmから20cmまである。鉢と同じように小型のものまで煮炊きに使われていることが分かる。

炭化物付着の深鉢は27点あ り、総深鉢数28点中の96.4%を占める。そのうち①外面のみに炭化物が付

着しているもの16点、②内外面ともに付着しているもの10点、③内面のみに付着しているもの 1点とな

る。 ①の内訳は煮こぼれに由来するもの15点、薪の煤に由来するもの 1点である。なお、鉢や台付鉢と

比べると①が多いのが目立つが、体部下半部を欠損しているものが多いため、その部分に炭化物が付着

していても点数に数えられないこともあろう。炭化物のついていない 1点は漆入れ容器として利用され

ているものである。また、炭化物付着の深鉢の大きさは、器高の分かるもの、あるいは推定出来るもの

を利用すると、 10.8cmから 40.7cm まである。これを 3 区分すると①器高10cm~15cmのもの 2点、 ②器高

21cm~22cmのもの 2 点、③36cm ~41 cmのもの 4 点となり、 ③の大型深鉢も煮炊きに利用されているこ

とが分かる(第 7図参照)。

以上のことから分かるのは次のことである。

①鉢 ・台付鉢 ・深鉢は専ら煮炊き用土器である。

②大型の深鉢よりも小型の鉢・台付鉢の方が京炊きに数多く使用されている。このことは、今津遺跡

の村調査区の資料を用いた工雌竹久の煮炊き土出の研究の成果(工藤2002)とほぼ同じ内容である。

③装飾的な文様のある鉢も煮炊きに使用されているので、 煮炊き用土器と非煮炊き用土器は、装飾の

有無ではなく、器種によって決定されている。

器高/口径

o.守一 十 ー一寸

o 10 15 20 25 30 35 40 

口径

第7図 炭化物が付着した鉢の器高と口径の比率
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図版76 弘大調査区出土土器集成図 2 (壷・皿・浅鉢)

o 10cm 



¥J 87 

に二297

104 

鉢

?三女3

!-----=三三 1 
102 、\ー .~〆 103

91 

~ーーー-ー一ー

¥一=ノ

浅鉢

※ 

124 

ぎ竺現。

平~4

三以 100

105 106 

1
 
1
 
1
 

112 

115 

116 

125 
※ 

126 

図版77 弘大調査区出土土器集成図 3 (浅鉢・鉢)
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図版78 弘大調査区出土土器集成図 4 (鉢)
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図版80 弘大調査区出土土器集成図 6 (深鉢)
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(11) 今津遺跡出土の土器群について、まとめと考察

(i) 各器穫の特徴

14種類に分類したが、査F類は類拐jが燕いものばかりをまとめたもので、実際は19種類に

も及ぶ。このように憲全体から見て壷の規格は不揃いであることが特数としてあげられる。

また査には、文様が伴うものは少ない。しかし比較的、他の器種よりも赤彩のものが多いこと(特に

壷E類に多い)や、器面が丁撃に研磨され光沢を帯びるものがあるなど、丁寧に作られた傾向があ

皿は全部で11種類に分類した。盟は今津遺跡の中で、最も文様が倖う器種である。中でも盟立

は同部から口縁部が緩やかに内管しながら外に開き、突記が施され、文様が伴う〉とした資料が多い。

口縁部にA突起が規則的に4単位施されることが多い。

また、口唇文様のバリエーションの多さや内面に底部との区画帯や底面に作り出しが克られるなど他

の器種よりも文様以外の装飾も著しい。しかし、赤彩される盟の割合は査よりも低い。稀にニスのよう

に漆を塗ることがある。また、地文に条痕が見られないことは地の器種との大きな違いの…つであ

なお、高杯とも呼ばれる資料を台付血として扱った。台付皿は口縁部の突起の形が正三角形で両脇に

B突起が:並ぶなど舎の無い皿の突記配置とは異なる点が見うけられた。

浅鉢は全部で16種類に分類した。このうち、器形が 1 (嗣部から口縁部が、ほぽ直線的に外に開く)、

II (網部から口縁部が内管しながら外に開く)としたもので殆どを占める。浅鉢は盟ほどではないが文

様が梓う割合が高い。しかし、盟とは異なり口唇文様や内聞の区面帯は見られない。更に砲の器種には

られない特徴として底面にまで地文が選ることがあり、この場合は丸底で縄文が巡る。

鉢は全部で10種類に分類したα 文様が伴う場合は大抵、小型である。血と同様に口唇文様があるが、

1種類の彫り込みのみのもの、もしくは誼線と 1種類の彰り込みを組み合わせたものと皿沼ど楼

雑な文謀構成は見られない。装飾が簡素な鉢の中でも、比較的装飾が倖うものは鉢ill1類(口縁部がS

字状に外反し、外反する短い頚部をもつもの)や鉢盟 2類(口縁部がS字状に外反し、外反す

部をもつもの)があげられ、数もし立類に比べて多い。これらには台部を梓うことが島り、特に鉢国

1 C類に多い。この場合は口縁部に他の鉢には見られない把手状の突起が伴うことがあり、台付鉢かど

うかを見極める、一つの指標になる。

諜鉢は全部で11種類に分類した。なお、鉢と深鉢の器形・装錆は非常に似通っており、境界線上の土

器泣判JJIJが難しい。文様が伴うことは無い。深鉢の特散は条痕の害j合が的の器種を圧倒することである。

中には縄文よりも条痕の割合が高い類型もあり深鉢llA類(口縁部が真っ直ぐ立ち上がり、平綾のもの)、

深鉢立 C類(口縁部が真っ誼く守立ち上がり、口縁部に小波条の突起を伴うもの)が該当する。逆に縄文

い、もしくは縄文のみが施文される類型として深鉢盟 1C類(口縁部がS字状に短く外反し、

口縁部に小波状の小突起がめぐるもの)、深鉢ill2A.B類(口縁部にS字状に外反する長い口旗部をも

つもの。 Aは平縁のもの、 Bは突起を伴うもの〉があげられる。

器種としては深鉢に含められるが用途が製塩ζ特化した製塩土器がある。全部で6種類にわけた。中

でも大51IJ1類が最も多い。

なお、注口土器や香炉形土器は破片のみで、かつ点数が少なく分類は行っていない。

(jj) 弘大謂査区出土の土器組成

ザれまで器種ごとにいろいろな説明を行ってきたが、ここではすべての器種についてその組成および

組成比について考えてみた。

弘大調蒼区の遺物密集ブ口ックでzt5る第藍崩・第W麓の土器は、比較的短い期間に形成された捨て場

から出土したもので、極めて…括性の高い資料である。この土器組成を明らかiごすることは、持軽辛島

東海岸の縄文晩期中葉の一つの土器型式の内容そ呉手本的立示すことになるであろう。一つ
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どんな器種から成り立ち、各器種がどんな割合で存在するかを知ることは、土器組成に茂映された縄文

人の生活や営みをさぐる有効な手段である。また、遺跡間の土器組成を比較することによって、使関さ

れた土器群の違いや間質性を見いだし、土器文化題の設定やその縮分をもすることができるはずである。

しかし、土器組成の比較は次のような大きな問題点そ抱えている。型式の土器組成を明らかにした

発掘報告書が少ないこと、号土器組成の数字を挙げているが、それを検証できる図面などを公表してい

ないことがある(報告書を出さずに論文の中で明り売りするもの)、③数型式にまたがる土器を一緒にし

て土器組成を出したもの、土器組成の器種比率を算定する基準が暖昧だ、ったり、提示されなかったり

するもの、⑤土器組成の器種比率を算定する基準が、研究者や機関によって異なっていること、である。顕

わくは、発掘調査で、良好な土器群に窓まれたものは、事実報告のーっとして、土器組成を取り上げ、

報告して欲しいものでみる。

ここでも事実報告のーっとして弘大調査区の土器組成〈器種組成)を報告しよう。

土器組成を構成する各器種の個体数は、多いJI墳から挙げると、鉢(台付鉢を含む)923点、製塩土器

331)夜、浅鉢254)点、深鉢200点、壷160点、盟(台付血1点を含む)70点、注口土器3点、香炉形土器

2点で、合計1943点に達する。各器種の組成比は、鉢〈台付鉢を含む)47.5%、製塩土器17.0%、浅鉢

13.1%、深鉢10.3%、

ある(次頁の表参照)。

%、盟(台付血1点を含む)3.6%、注口土器0.2%、香炉形土器0.1%、で

器種ごとの器形の組成をみると、査の形はバラエチィに官んでいるが、皿・鉢(台付鉢)・深鉢などほ

形や大きさの点でもかなりの規格性があることが分かる。

も数が多い鉢形土器の大多数は、炭化物の付着状況や二次的加熱痕から、煮炊きに夜用されたもの

であることが分かる。大きさも沈較的小さく器高10cm前後のものが最も多い。数が多いのは、煮炊きに

使用するため消耗が激しかったこと、小型化したため数多く使用されたことなどがその理由と思われる。

鉢には基本的な文様をもつものがあるが、やはり煮沸に使用されている。文様のない土器と捷われ方で

違いがあったのか、なかったのか問題である。

製壌土器が比較的数多く出土しているのは、この捨て場を形成した人々が、製塩活動を行ってい

めであろう。

深鉢も炭化物の付着状況や二次的加熱痕かち、煮炊きに復用されたものであることが分かるが、鉢形

土器にくらべると器高が高く、響量が大きなものも利用されている。数も鉢形と比べれば庄間的に少な

い。同じ煮炊き用土器であっても鉢と深鉢とでは、煮炊きする中身の違い、使用する場の違い、煮炊き

るときの人数の違い、個人用?と共用の違いなどにJJtじて捷用されたことが考えられるが、具体的な

研究誌これからの課題である。

浅鉢と毘lは、食べ物を盛り付ける器で、飾もれるものと飾られないものが為るのが注目される。皿や

浅鉢の一部(口径が広いもの)は文様を持ち、飾られることが多い。一方、椀形の浅鉢は、飾られない

食器である。底部が丸底気味で、文様をもつものが少なく、地文も熊文あるいは単範の縄文をもつもの

が大部分で、大きさも規格的であるのが注目される。

盟・鉢・深鉢と比べると、形や大きさの点でのバラエティに富み、まとまりがすくない

ある。文様のあるものが少なく、粗製のものが多いのが特徴である。中・小型のものが多く、用途を特

定するのは閤難である。

香炉形土器と注口土器が、器種組成の中でごくわずかしかないのも大きな持色かもしれない。しかし、

少数であっても、発見されていることは、生活用具としての土器組成のなかに確かな形で組み入れられ

ていた ろう。



[他遺跡の土器組成との比較]

縄文晩期中葉の土器組成が出されている報告書として、北海道七飯町聖山遺跡(芹沢1979)、青森県

亀ヶ岡遺跡(清水1959)、青森県ドウマンチャ遺跡(江坂1967)、宮城県里浜貝塚(東北歴史資料館1983)、

岩手県安堵屋敷遺跡(岩手県埋蔵文化財センター 1984)、青森県右ェ門治郎窪遺跡(青森県教育委員会

1982)、岩手県東裏遺跡(岩手県教育委員会1980)、宮城県香ノ木遺跡(宮城県埋蔵文化財センター 1985)、

岩手県九年橋遺跡(北上市教育委員会1977'""1979、1980、1984'""1988)、宮城県摺萩遺跡(宮城県

教育委員会1990)、秋田県戸平川遺跡(秋田県埋蔵文化財センタ-2000)、秋田県向様田A遺跡(秋田

県教育委員会2004)などがある。非常によい組成を示しているものもあるが、最初にあげた問題点をも

つものが多く、現在検討中である。

器種 個体数 比率

宣τま~ 160 8.2 

皿 70 3.6 

浅鉢 254 13.1 

鉢 923 47.5 

深鉢 200 10.3 

製塩土器 331 17 

香炉 2 0.1 

注目 3 0.2 

合計 1943 100 

。iu 県調査区(ブロック2)との器形分類から見た比較(ブ、ロック2出土土器集成図、図版91......93参照)
弘大調査区と県調査区(ブロ ック2)の土器群は器形・法量・文様・地文などが似通っていることを

第 5章で述べている。ここでは全器種について概観する。

壷は弘大調査資料と殆ど変わらない。図版93-18・27・30などが弘大調査では見られない器形である

が、装飾などの点では何も変わらない。

皿は図版92-49や52の口縁部の突起配置が 1単位だけ付く例は弘大調査には見られない。口縁部に彫

去が施された隆帯が巡るものが県調査に見られる(図版92-55)。また、台付皿、台付浅鉢の口縁部の突

起配置はA突起の両脇にB突起が付くもしくは、 A突起の問にB突起が配置される(図版92-65・66・

69)など皿と台付皿、台付浅鉢では突起配置の仕方が異なる。このことは、他の同時期の遺跡にも当て

はまることだろう。

浅鉢は器形での違いは見られない。文様帯の幅が弘大調査の資料よりも広いものが見受けられる。

鉢の図版91-37は大きめの波状口縁になっており、このような口縁部が伴う資料は弘大調査には見ら

れない。また、図版91-42は台付浅鉢とすべきなのかもしれないが、この器形に台が付く例は弘大調査

には見られない。また、台付鉢には把手状の突起が伴うが42には付かないのも特徴的である。

ω 土器に見られる地域性
今津遺跡の土器に見られる地域性を確認するため、津軽半島の土器と比較検討した結果、津軽半島の



も地域差があることがわかった。つまり今津遺跡とそれより南の木造阿亀ヶ関遺跡や五所川頭市観

音林遺跡でも違いが見られるのである。

また、地文に着目すると条痕文の比率が津軽卒島南部よりも高いように思える。選ケ

を晃ただけの感想であるが観音林遺跡は発掘資料を実見する機会があり、条痕文が少ない感想を覚えた。

今津遺跡の土器群の持徴は、北海道渡島半島の津軽海峡沿岸部に類似する(例えば木古内町札苅遺跡

など)。また、条痕文は北海道の積丹半島付近に分布する大間C2式併行の桃内式土器の特徴(例えぼ泊

村渋井遺跡、など)でもある。このことは野村崇も述べていることであるが、弘大調査の資料でも同様の

ことが昔える(野村1984)

かつて、下北半島脇野沢村九受泊岩陰遺跡の発掘調査を行った江坂輝弥らは1965年、

代~ 7号で報告を行う擦、下北半島は東北北半部の影響を受けてほいるものの津軽半島と渡島宇品南部と

の土器の類似性から、これら 3つの手島を一つの文イヒ習に括ったことがある(江坂他1965)。だが、今

も地域差があることがわかり亀ヶ間遺跡以北の陸奥湾側、夏治

と、渡島半島という陸奥湾を謀介とした地域慣が捕成されていたのかもしれない。

(v) 編年的考察

弘大講査区、県調査区ブ口ック 2の文様法非常に叡通った内容であると

土器群は同時期のものであろう。高橋龍三郎は県調査の資料を大潮C2

ることができる。両者の

あたる第 I

けた理由として文様の ブの種類がタなく、文様が施される器種が盟・浅鉢に限られることをあげ

ているが、この特徴は弘大調査区にもあてはまるので、弘大調査の土器群は大淵C2 と見てよ

。
、147V
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第 3節縄文時代晩期の土製品

土罷z ア土器2 円盤状土製品6点が出土し

I 土偶

脚部が破損している土縄 l点と腕 1点が出土した。

(国版83-1)作りは中実である。雨脚と左腕の一部が破撰している。破損蔀は面になっているため脚

部や腕部をはり合わせて製作されたと思われる。乳男は表現されていない。正中線も表現されていなしユ。

は沈隷によって)菌、目、司と思われるものが表現されている。鼻と思われるものは円形に隆起して

されている。首をめぐる沈線は一間していない。背面の首と体部の境には段差がある。右擁槙IJ面の

沈線内に赤彩がみもれる。左腕額面に施されている淀線は背面の沈穣と繋がっていない。イ本部文様は沈

線で施されており、いわゆるX字形土偶に撞されるものと似ている。手の指は二又に卦かれている。

足付け根の破損部にアスフアルトと思われる黒色物質が付着している。黒告物質は接着剤として捷用さ

れていた可龍性がある。胎士には実母、石英が混入している。告は全体的に黒い。

(図版83-2)作りは中実である。布腕でるると判断した。破損部を観察すると、之本の粘土紐を;まり

わせて製作されたことが観祭できる。破損部付近がわずかに盛り上がり、乳震と統く可能性がある。

合部から している。指の表現はされていない。

立 ミニチュア土器

他の土器と

士した。

しく小さいものをミニァユ と判新した。破損しているものが2

(図版83-3)残存部が底部付近のみのため、器謹の判断ほ難しい。内語調整は粗い。表面には体部下

半から底部にかけて広く炭叱物が付着している。しかしこの炭化物は鉢・深鉢形土器に付着している

沸の誌用をうかがわせるものとは性質が異なる。

(因版83-4)口縁部付近のみが残存している。 11引まどの破片だが品えて推定後元した。

ると判断した。図版83-3と比較すると、内面調整が丁寧で、あ

E 円盤状土製品

を打ちかいて円盤状に加工したものである。 6点ある。うちら点が穿子しされている

i点が穿孔途中で為る〈国版83-10)。炭化物が付着しているものは煮沸に痩用した士器の破片を再利用

したためであろう(図版83-5・7・8・9・10)。ま は算孔部に対して同心円状になる擦痕がみら

れ、 との関係がうかがえる(写真83-7)。
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青森県教育委員会及び各市町村により刊行されている報告書を参考に、青森県における縄文時代に伴

う円盤状土製品が出土している遺跡とその出土数を集成した(下表)。参考文献番号は f円盤状土製品参

考文猷Jに対応しているが、今後も文献を集めていく必要がある。

集成してわかったことは、全体的に穿孔されているものは少ないということである。特に後期に伴う

ものには穿孔されているものがほとんどない。ま 出土している遺跡にも穿孔されているものが

ほとんどない。

今後の研究課題として、土器片を再利用したものとそうでないもの・芽孔の有無・側面調整の有無に

よる違いの検討、穿孔工具の検討、使用方法の検討が挙げられる。

表 青森県における縄文時代に伴う円盤状土製品が出土している遺跡とその出土数
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円盤状土製品参考文諒

行 者 参考文献

l 200ら 弘前大学人文学部日本考吉学研究室 E青森県東津軽郡平鑓村今津遺誌発握議査報告議J

1986 青森県明蔵文化財調査セシター f今津議li'dF-関沢遺跡発握調査報告書J

3 1974 平舘村 「青森捺東機軽郡今津遺湖:調査概報J

1991 弘前市教育委員会 「砂沢遺跡発掘調査報告書J

青森県教育委員会 r野脇遺跡発掘調査報告書』
n 
2002 八戸遺務調査会 ま111中謄遺跡長自j尺地区」

7 1998 青森県八戸市教育委員会 協是 中居遺跡」

8 1987 手守森路八戸市教育委員会 矯遺跡発掘調査報告書J

9 1986 資議市教育委員会 支森護観:発提言建豆監禁i告書J

10 I 1982 育課十和田市教育委員会 略行ド τ桃器三

1 1983 青森県十和出市教育委員会 f明戸遺跡発握調査報告書d

1984 青森県五所川原市教育委員会 「観宮林活遺跡(第二次発掘調査報告議

13 1985 符森県五所JlI原市教育委員会 r観林遺跡(第三次発掘調査報告番)~ 
1987 資議染五頭JII京市教育委員会 f観?若林遺齢(第五次発掘調資報関欝

ひ 1988 育森県五所JII漂市教育委員会 F組造林j議耕、(第六次発擬調室主報告議入

16 1989 務森県五所)11原市教育委員会 ヂ競ニ林譲枝、〈第七次発握調査報告;齢J

lア 1991 資森県五所川原市教育委員会 2鰻まま林遺跡〈第九次発掘瀦査報告議は

18 1959 I …A f亀ヶ間違議」

19 1984 青森県立郷土館 「亀ヶ向石器時代遺跡J

20 1997 資森渠立郷土舘 「馬淵川流域の遺跡調査報合議J

1977 大;櫛笥教育委員会 "1I!lJlI'l)]i 山 P}I-IJJ:未報告議J

1997 青森崇立務土熊 ¥馬i:oJ)lli荒域の :総務審J

1997 青森崇立郷土撞 仁詩調1[流域}遺跡調査報告議J

1996 青森祭三厩村教育委員会 f宇鉄遺跡三

1968 岩木山刊行会 ~'岩木山三

26 1997 青森県立郷土斡 I"!馬j治~J 11流域の遺跡議査報告議J

2001 青森県教育委員会 「底国(3)遺跡、J

1987 青森祭教育委員会 『上尾監(1)遺跡C地区J

1975 青森渠教育委員会 ¥県L1JJ:i ~報告欝J

30 1994 青森宗教育委員会 ヨ泉UJ遺跡

31 1995 資森県教育委員会 F泉出遺跡現J

32 1999 青森県教育委員会 ?十護内1)遺跡3

1 33 2001 青森県教育委員会 7十緩内(1)遺跡 J 

34 1992 青森県教育委員会 「野場(思議筋J

35 2000 青森県階上町教育委風会 「野場遺跡(l)発掘議題資報告書』

36 1999 青森渠教育委員会 F山下遺跡-1:野尻遺跡J

37 2001 青森県教育委設会 「上野史遺跡

38 1989 青森市教育委員会 円、牧野遺跡発掘調査報告(第一次)~ 

39 1997 青森市教育委員会 月、牧野遺跨発掘繍悲報告IIU

40 1998 青森市教育委員会 町、牧野遺跨発議話線変報告

! 41 1999 青森市教育委隠会 勺j、牧野遺跡発端議資報告

42 2002 青森市教育委員会 ~ fJ、牧野遺跡発議選擁護霊報告¥'IIIjJ

43 1990 青森県八戸市教育委段会 「八戸市内遺跡発機調資報告書2

44 1991 青森県八戸市教育委員会 『八戸市内選時発掘調査報告書4

ぷ45 1989 :管委員 「八戸新都市区内理議文化財発拙調査報告書医」

46 1995 青森芸八戸市教育委員会 f丹後司1(1)遺跡・丹後半吉墳J

47 1987 青森県八戸市教育委員会 官、八戸新都市区舟埋j議文化群発掘調査報告書v

48 1999 青森県教育委員会 ?高岩¥1)遺爵・高岩(2)遺li'dF・出蛇(J)遺跡・鳥海岸遺跡J

49 1995 青森県教育委員会 f顕然議

50 1999 青森県教育委闘会 「隠JIIQD遺跡 1・際、)11儲議跡IL

51 1995 青森県五所}II[原市教管委員会 「原子城跡J

52 1986 黒石市教育委設 『花巻議跡J

53 1983 望号森県教済委設会 ノ接選勝発掘調査報告書」

54 2000 青森県八戸市教育委員会 滋跡」

っけ



詩吟| 年代 発 行 後 参考文献

1997 青森県立郷土館 三号訴1j)11流域の議臨調査報告書J

56 1978 青森県教育委員会 明むつ小}rI露顕発予定地域内理議文化首試掘調査概報J

57 1984 資森県教育委員会 『大石平遺留下発養護繍斎報告書」

58 1985 育森県教育委員会 「大石平遺跡豆発掘調資報告審J

1986 青森県教育委員会 F大石平護霊券発語調査報常議illo

60 1981 青森県教育委院会 W，I馬場瀬遺跡発掘調査報告書2

61 1980 青森立さ教育委員会 『国営八戸平標霞拒建設事業に係る埋議文北針発掘調悲報告書 II~

62 2004 青森県立郷土館 青森祭立郷土館線変研究年報第28母

63 1988 望号森熟三沢市教育委員会 『三沢市遺跡詳縮分布瀦査報告書 II~

64 1989 青森県卜和田市教管委員会 『中村平遺跨発掘調査報告議」

6る 2002 青森県野器地町教管委員会 「明前(4)遺跡・時立前(5)遺跡・野辺地綾部立li遺欝三

66 1994 青森県教育委隣会 ?桜子塚遺跡、』

67 1980 翠上町教育委員会 ?季平立母jjま肺発掘譲査報告書J

68 涛森県教育委員会 手神明町遺跡発機調査報告書』

69 1981 育議終平賀町教育委員会 r堀金 i議欝

70 1995 青森県教育委員会 f酉張(3)議緋j

1998 青森然脇野訳射 『青森県臨野沢村渡良部遺跡・!議野w奇遺勝三

2003 青森県森田村教育委員会 「八重菊川護諮謹・鶴喰(6)遺跡 e鶴喰(9)議跨』

73 2001 青森黒教育委員会 『黒板遺跡』

74 1988 予言森県教育委員会 円か次自r;窪議謀、J

75 2001 青森県八戸市教育委員会 ?八戸市内遺跡発議議査報告書14~

76 1974 常議県教育委員会 丘野遺跡、発握調査報告欝 (II)~ 

77 1976 青森県教育委員会 丘野選勝発掘議査報告議(践は

78 I 1997 青森県教育委設会 E近野遺跡V.]

79 1975 青森県教育委員会 『白山堂議践;.裳の神遺跡発掘議査報告審J

80 青森県教育委員会 『三内丸山遺跡V~

81 1995 青森県教育委 『三内丸山選瓶、VI~

E森教育委員 7三内丸W遺跡

83 1997 青森県教育委員会 f三角丸山遺跡lX~

1997 青森県教育委設会 f三内丸山遺跡xu
85 1999 青森県教育委員会 f三三内丸山遺跡:XY~

86 1999 青森li*教育委員会 r三内丸山(6)遺跡 I~ 

87 2000 資森県教育委員会 ~=-内丸山総遺主導

88 2001 ! 青森県教育委員会 「三舟丸山総議霊祭距J

89 2002 青森県教脊委員会 明三i持丸山(6)遺跡IV

90 2003 青森県教育委員会 ?三内丸山遺跡23~

91 2003 青森黒教育委員会 官三内丸山遺跡2勾

92 197会 務森県教育委員会 ?仁やのヰZ議跡発掘調査報告書J

93 2000 資森強八戸市教育委員会 uj悶尖ャi蕊鋭、 2 

94 2000 者森県教育委員会 『稲W遺跡発掘調査報告義 1~ 

95 2001 青森県教符委員会 町富山遺跨発掘調資報治議 II~

2002 青森県教育委録会 f稿Wl震~発握調査報告欝

97 2003 青森県教育委員会 E騒W遺跡発掘調査報告書

2003 青森県教育委員会 F福山遺跡発掘競査報告書v

99 1980 むつ市教育委員会 Fむつ市文化財識変報告第7集」

100 1994 青森県教育委員会 f捧ヶ玉手議室E子

101 1979 青み飛教脊委員会 『大凶i遺詩発掘議査報告審J

102 2002 青森県八戸市教育委員会 ?新井田古語遺跡J

103 1999 青森県教育委段会 f安田(2)遺跡』

青森県教育委員会 f隈無(1)遺跡，間無(2)遺跡・同 ".!Rιト

よ汐汐 I

105 資森県戸町教育委員会 『中野間藤顕

106 1997 手守森市教育委員会 「桜峯(1)遺~発弾識変報告書」

i 107 2001 青森県教育委員会 f笹ノ釘2)・(3)遺跡J

108 1991 青森県教育委員会 了鳴沢議跡・鶴喰(9)遺跡』

109 2000 青森課教育委閥会 F餅ノ沢遺跡』

110 1988 資森県議上町教育委員会 ~tヨ座遺赫・野場競跡(3)発握調査報告議J
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1980 

1980 

1988 

1982 

1988 

1974 

1992 

1982 

2002 

発行者

青森市教育委員会

青森県教育委員会

青森県八戸市教育委員会

青森県教育委員会

常義務教育委員会

上北町教育委員会

青森県脇野沢村

青森県教育委員会

青森県教育委員会

青森県森田村教育委員会

青森県八戸市教育委員会

青森然教育委員会

青森県教育委員会

青森県教務委員会

青森諜八戸市教育委員会

青森県教育委員会

青森課教育委員会

青森挺黒石市教育委員会

青森漂・弘前市教育委員会

青森県弘前市教育委員会

青森渠教育委員会

青森県教育委員会

青森県教育委長会

資森祭教育委員会

むつ市教育委員会

青森県階と町教育委員会

葛部騎

手守森民

青森県教育委員会

青森県教育委員会
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土偶

ミニチュア土器

3 

円盤状土製品

5 

土偶

I L~>" I 

アスフアルト付着

6 

E 
m
 

F
U
 
G
I
--

d
E
E
E

・

ミニチュア土器

特徴

破損している。右腕側面に赤彩有り。

9.9 I右腕。粘土紐をはり会わせて作成。

円盤状土製品

特徴

底部、体部の一部が残存している。 外面全体に炭化物付着。

口縁部、体部の一部が残存している。 内面調整がされている。

番号 出土区・層位 長径 短径 断面径 最大厚 穿孔最大臣 重量 素材 文様 付着物 穿孔 穿孔方向 特 徴 写真

D B3④ 5.3 4.9 5.2 0.7 0.6 20.3 体部 縄文LR 炭化物 貫通 両面 表面の一部に炭化物付着。83-3・5・7

6 4.4 3.9 4.0 0.6 0.5 10.5 体部 縄文RL × 貫通 両面 83-3・5

7 B2④ 4.2 3.2 4.1 0.5 0.5 6.6 体部 縄文LR 炭化物 貫通 両面 表炭面化物の一付部着。、裏面全体に 83-3・5

8 B3⑤ 2.9 2.6 2.7 0.5 0.3 4.0 休部 縄文RL 炭化物 貫通 両面 裏面全体に炭化物付着。 83-4・6

9 2.7 2.0 2.1 0.6 0.3 2.5 体部 縄文LR 炭化物 貫通 表面 破部損に炭し化て物い付る。着表。面の一 83-4・6

10 4.3 3.8 3.8 0.8 0.4 15.5 底部付近 条痕 炭化物 途中 裏面 条痕一部は5炭本 l単物位付。着表面 83-4・6・8の人 化

図版83 土製品

円。



第4節 縄文時代晩期の石器・石製品の概要

石器・石製品は表直採集のものを加え約129点あるが、その多く

ロックから出土したものである。時期は縄文時代晩期(大潟C2

概要について説明するにとどめ、詳しい報告は次田の研究報告3

〔石器〈写真86--89参照))

石器は、製作方法から打製石器・謄製石器・礎石器に大別される。

-第W層である

、.."" 
らー.'-ー の

る。

〈打製石器〉打製石器は石鍛29点、 9点、尖頭器13点、 4 5点、

ラウンド・スクレイパ-15点、 ノッチ5点、チョッパ-1点、基部整形石器2点、鋸歯縁石器 1点の合

計目立点に達する。モゴ材は頁岩が多い。

のものが凸基有茎畿で三うる。長さは22mmから48m順当ミで、あり、大きさは不揃いである。茎部

アスファ)vトが1t馨しているものが4点、ある。
ものが多いが、基部に挟りが入っているものも 1点ある。長さ泣40mmから57mmまで、

で、大きさに大きな差はない。アスフアルトが付着しているものが 1点ある。

つまみ状の頭部を持つもの、断面菱形の細身で棒状のもの、棒状で中央部が張り出すものなど

々である。長さは37mmから82mmのものまであり、大きさも様々である。

は、つまみ状の突起に対し、体部が縦に長いものと横に長いものとがある。長お56mmから 104mm

まであ号、大きさはいろいろ

ラウンド・スクレイパーの刃部近くにアスファんトがは着しているものがある。

(縮製石器)磨製石器は屠製石斧4点である。破韻しているものが多く、大きさは不明である。擦切手

よる製作痕跡を示すものも含まれている。石材は緑色片岩が多い。完全な形の変成チャート製の小

1点あるが、形も石聞も美しく、玉斧のようであ

く機五器〉礎石器は指皿2点、屠石35点、砥石3点、合計40点である。大部分は磨石が占め

2点とも安山岩製で、加工は著しくない。表面に赤色顔料が付着しており、赤鉄鉱を磨り潰し

て容色額料を作るために捷吊されたことを示してい

磨石は手頃な大きさの安山岩の擦を患いたもので¥震った痕跨や叩いた癒跡をもつものが多い。

らから出土し

〔石製品〕

石製品は、凝灰岩製の

ミているものが 1点ある。

1点、軽石製の洋子1点がある。 あまり いも

ので、両端に子Lが開けられている。

〔その抱〕

その告として、 と六角柱状の石を取り l "lo 

ち出土している。大きさは握り拳より小さいものであるが、

約2.5kgに達する。すでに記したが、石盟や議吾己赤色顔料が好著しているものがあり、

を材料とした赤色顔料が生産されていたことそ示している。原料の赤鉄鉱は、今津遺擦の北約12kmにあ

る今別町の赤根沢で採集され、運ばれたものとみられる。

六角柱状の石は、人為的に加工されたものでなく、流紋岩の白 ある。使用痕も
。
、、‘4?ιv
 

さ約4cm ------10cm、長さ約 3cm------28cmである。縄文人が集落内に持ち込んだ、ものであるが、

る。なお、石器・石製品などに用いられた呂材のうち、頁岩と安山岩は遺跡周辺に多数存なするが、

縁色片岩、変成チャート、読紋岩などは遺跡婿沼で誌産出しないものである。



第 S節 縄文時代中・後期の土器(図版84・85)

縄文時代晩期の土器に混じっ と後期の土器片が16点出土した。すべて深鉢と忠われる

ものの小破片である。

また、調査区の西壁際で検出された焼土遺構に仲ったとみられる後期の深鉢が 1個体分あ

ん包含麗かち出土した中・後期の土器

〔縄文時代中期の土器〕

中葉の円笥上層d式と推定される破片がら点J5るは，，-， 5)0すべて己横方向の睦線による弧線文

の一部が観察されるが、縦方向の隆線がみられるものもある。この5点は全て同骨髄イ本である

J5る。

中期後葉の接持式と思われる破片が3点ある (6"-'8 L LR縄文の上に、縦方向の2本…組の平行沈

線文や揚巻沈線文を施文している。

中期末の大木10式土器に平行すると思われる口縁部破片がある(9)。口縁部が面取りされ、 f本部にま撚

りの無節縄文が語文されている。もう 1個の底部鼓片は、大型の深鉢のもの(10)で、外国のRL縄文が底

部際の部分でナデ消されていること、胎土が大木10式や十腰内式土器のものに類f~えしていることから中

ら後期前葉のものと考えられる。なお、胎土に;ま準綿骨針が含まれてい

〔縄文時代後期の土器〕

後期話葉の十腰内 I式土器と思われる破片が6点ある(11，，-，16)0 口縁部破片泣日縁に沿って之本の

平行沈線があり、頚部の縄文は磨り請されて無文帯となる。また、口縁部内側にも沈線が 1本めぐる。

拍の体部破片は、曲線的な沈線文で飾られるもの(12・14)、3本一組の平行沈線が横や斜めに施文され

ているものは3・15)、縄文のみのもの(11)などがある。

があ

B.競土遺構周辺から出土した後期の深鉢土器

拾土には海綿骨針が含まれているもの

A2区とA3 の境付近の西壁際で検出された焼土遺構の周辺から縄文時代後期の土器破片が 1個体

された。この土器は境土遺構に伴うものと考えられる。口縁言1埼玉ら庇部ま ちの破片がある

が、 f本部下半の破片が二次加熱のため脆くなっており、接合して形を復元することはできなかったので、

開上復元したものを示した(17)。

この土器は、高さ約44cmと誰定される深鉢で、外面の日縁から底部まで網目状探糸文が隙間なく施文

されている。縄文原f本Lを絡めたものを経の方向に転がしたものと推定される。口縁部近くの破片の焼

成状況は良好でJ5るが、やや軟禁である。体部下半からま部にかけては二次加熱のため麓くなり、小さ

な破片となっている。胎士に石英や雲母そを含む。年代は後期前葉の十腰内 I式土器と誰定される。
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10cm 

番号 出土区・ 層位 時 期 破片部位 底径 特 徴 写真

1 B2・B3・1¥'層 円筒上層d式 口縁部 85-1 

2 B3・E層 円筒上層d式 体部 85-1 

3 B2・I¥'層 円筒上層d式 体部 弧同線文個の一部思と思れわれる粘土紐の貼付あ り 。 1~ 5は全て 85-1 
一体とわる。

4 B3. m層 円筒上層d式 体部 85-1 

O 円筒上層d式 体部 85-1 

6 B3・I層 榎林式 体部 2本一組の沈線が縦位に走る。 LR縄文。 85.2 

7 B3. m層 榎林式 体部 渦巻文の一部と思われる文様が見られる。LR縄文。 85-2 

8 B3. m層 榎林式 体部 2本一組の平行沈線が縦位に走る。 LR縄文。 85-2 

9 A4・I層 中期末葉~後期初頭 口縁部 口唇部に面取りが施されている。R撚りの無節縄文。 85-3 

10 B2 . B3 . m層 中期末葉~後期初頭 底部 10.8 煤る。が内R外L面縄に文付。着している。胎土に海綿骨針が含まれてい 85-5 

11 B3・E層 十腰内 I式 体部 LR縄文。 85-4 

12 十腰内 I式 体部 波頭入組文と思われる曲線の沈線が施されている。無文。 85-4 

。
10 

縄文時代中・後期の土器 1--12 
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。 10cm 

番号 出土区・層位 時 期 破片部位 底径 特 徴 写真

13 B2・E層 十腰内 I式 体部 2本面一組炭の物平行が沈付着線がし横や斜めRにL施縄さ文れ。ている。 外面に煤、 85-4 
内に化 ている。

14 B 3 . m層 十腰内 I式 体部 波糸頭文入が施組文さと思われる胎曲線土の沈海線綿が骨施針され含ている。 縦るに撚 85-4 
れている。 に がまれてい

lS 十腰内 I式 体部 3本一組の平行沈線が横や斜めに施されている。無文。 85-4 

口縁着縄文部しに 2本の口平縁行部沈内線側がに施もさ沈れ線てがい1る本。め外ぐ面るに。炭L化R物が異16 A2・I層 十腰内 I式 口縁部 条付 ている。 の 85-4 

A焼2土・A遺3構区
1hナ口ま6を唇でデつる耕部内にののめは爪後にた綱症面ミもが取ガHの状みキりを撚がら離施糸h体の立部るさjれ。がlE土向曜て障内に五問向い転調な向るが。整へく土施しはた器、さ外れ面て白いるo轟。縄か文底が向ら底原部部体に

17 十腰内 I式 l個体分 11.3 lの、ナとデ口思骨江わ後部れにミ横るガ。jキ7へみのら
84-1・2・3

図版85 縄文時代中・後期の土器13.........17
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第5章平舘村教育委員会と青森県埋蔵文化財調査センターの調査の紹介

第 1節 平舘村教書委員会による今津遺跡の発掘調査

〔辛舘村教育委員会の発掘〕

平舘村教育委員会(発握担当者は橘 善光氏〉 昭和47年 (8月14日"'188λ セ」

として、今津遺跡を発掘調査し、その成果を f平舘村史』に発表している。主な道料法第H層

出土の鶏文時代晩期中葉のものであり、報告者はこの層を大綱C2式期単阜のものとする。しかし、弘

大調査資料である大潟C2式土器の内容と異なる点も見受けられるので、 f平舘村史』を利用して土器図

版を再諒させていただき、土器を中心に内容を簡単に紹介し、内容を検討することにした(注入

平舘村教育委員会の調査(村調査〉区の発掘面穫は、 A広 .B区あわせて24ばである。Ii'平舘村史』

に示された地形略図によって現在の地形図に調査区の位量を復元すると、 1984年の脊奈県埋蔵文化詩調

査センターの謂査(県埋文調査)思内に合まれるようでJsる(第5図参照)。しかし、青森県埋蔵文化財

調査センタ -痕跡などについて泣全くふれていない。

〔発握誌の基本膳位〕

発掘区の基本語位を『平舘村史Jを利用し

第 1層茶褐色、耕作土。

第IIJ麗 暗掲色土題、腐食土。大震の大桐C2

完形土器09舘)や多量の土器片(ダンボール5

ると次のようにな

(石簸など140点)が集中的に出土。

第盟

炭化物の付着した土器が多い。

たは埋没したものではないであろう。

基本的に泣無遺物層。部分にこの舗がないところもある。

中期末や後期初頭の土器を合む。

地山、 ;11原石を大量にふくむ。

〔第立書出土の縄文時代晩期の土器) (図版86~88)

第豆層から出土した縄文時代晩期の土器を中心に紹介する。集成図(国版95)は大きさを統一したが、

と図板番号は『手話村史』のままである(第 1類は第百層出土の中後期の土器片なので省略〉。

2類 条痕文土器である。器種は壷・鉢・浅鉢・コップ形に近いものなど。

条痕文は殆ど縦位の方向で、施文具は貝殻ではなく竹管工呉という。

条痕文の種類は、太い・結い・その中聞のもの、深い・浅い・その中間のものなど変化に

白縁部を沈線がめぐるものとめぐらないものがある。

口縁帯幅の発達したものには工字文化したものがある。

炭化物の付着が多い。

第 3類 無文粗製土器で、製塩土器と推定されている。殆ど深鉢形であるが、例外として語形もある。

器聞につなぎ痕や剥離痕そもつもの、二次的加熱を受け色調も変化したものが圧倒的に多い。

すべて薮片で、大きさは不明であるが、口密25~30cm、高さ 30cm 以上と推定できるものがあ

る。

口縁は平縁と波状縁があるが、波状のものが任倒的に多い。

第毛頭 文様(雲形文・工字文・平行沈線文〉を施文した宥文土器である。

口縁に 3本ほどの平行沈穣文がめぐる深鉢・鉢・台付鉢が多い。
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平行沈線文と比べると工字文・ らしき文様は少ない。工字文は平行線的でるる

日韓部に亥lJみ目や突起をもつもの、肩部に大小の突起や癌がつくものなどがあ

第S類第3類(無文題製土器)

数量的に少ない。 粗製土器があり、浅鉢・ -台付壷が三うる。

査には朱塗りのものがあ

以上の土器群を、 f平舘村史Jでは、大綱C2式土器の単組型式ととらえてい

なお、遺物整理を担当した工藤竹久氏(現、八戸市教育委員会)の御教訴によると、土器の接合率・

いのに驚いたという。この地点も遺物密集ブ口ックを形成していたので3うろう。

〔村調査区と弘大爵査区の出土品の比較〕

『平舘村史Jの土器国販は小さくて、培文や文様の細部がよく見えないものもあるが、弘大関査区の出

比較してみたい。弘前大学の日本考書学ゼミナ…ルで実讃・観察できた一部の土掛については、

として新たな実測歯を掲載したが、実物資料を見ることが出来なかった工字文の土器1点 (8)

は、工藤竹久氏の涼留をトレースして利用させていただいた。

と弘大調査匹の出土品を大きな自で比較すると、器形や法量がよく桜ており、型式学的に近

いことが分かる。土器の色輯や蛤土(土質)かち受ける雰聞気も開じである。日縁部や揮の部分に複数

の平行沈線が巡る深鉢・鉢・台討鉢が多いこと、椀形の浅鉢が多いこと、条痕文土器が多いこと、

土器を含むこと、平背沈線文以外の文様をもっ土器が少ないこと、注口土器や香が形土器が極端に少な

いことなども共通する。

しかし、異なっている点も幾っか指摘できる。弘大調査区では雲形文そもつ皿形が比較的多いのに対

し、村調査区で泣思形自体が少ない。また、文様をもっ鉢や壷は両調査区ともに少ないが、その文様は

弘大調査区のものは雲形文的なものが多く、村調査区のものは工字文的なものが多い。また村調査躍の

壷の文様などには沈線多重手法による達繋入組文らしき文様が含まれている。これらは大きな遭いとい

えよう

以上から、村調査区と弘大調査区の出土土器は、 に極めて近い関係にあるが、内容的に村誠

ものの方が弘大調査区のものより新しい要素を含んでいる。したがって再調査区のものをそれぞ

れ型式学的にまとまりをもつものとみるな与ば、弘大調査置の土器群は今津 1式、村調査区の土器群を

今津H式と呼ぶことも可能であろう。県壊文調査区の遺物密集ブロックは、報告書ではやはり大前C2

式の単一型式からなるとされているが、土器の分布状態から再検討すると、ブロックそのものが・つで

誌なく、今津 I式を中心とするブロックと今津E式を申心とするブ口ックに分かれる可能性が高い。

樫文調査区のことについては、

弘大講査広から出土し

2部で詳しく検討したい。

I式の土器群は、これまで、の研究成果から見れば、大洞C2

轄と考えて良かろう。しかし今津E式の土器群を大洞C2式の新しい部分とするのか、あるいは大禍C2

大洞A式との中間型式とするのかは難しい問題をふくむ。また、今津 1.立式は、新井出JII流域の

中居遺跡の長田沢地区第11a.b騒の大洞C2式土器と器種組成や器形・文様などが異なってい

が多いので、大洞C2式土器の地域差を把握する研究はこれかち大きな課題となるで品ろう。

。参考資料一村課査で出土した土器のうち弘前大学人文学部日本考古学ゼミナールで再実期したものを

中心に掲載した(盟版86"-'88)0 8・10・14・20の工字文的な文様は弘大講査区では出土していない

ものである。また22の注口土器もこの時期のものとしては余り見られない形と文識をもっ。

中で簡単に述べた。村調査資料については工諜竹久弐の協力・指導があっ
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注)村調査区の土器以外の出土品として土製品、 お製品が為る。土製品には土器の破片を利用し

た円較状土製品 (2点)がある。石器には尖頭器 09点〉、右錐 (6点)、右犠 (47点〉、不定型スク

レーパー (46点〉、有茎スクレーパー (9点〉、箆状若器 (8点)、磨製石斧 (4点)、出右・石器?な

ど (4点)、剥片670点(うち60%に剥離が克られる〉などがある。石製品には石刀 (3点)、石棒

(2点)がある。
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2 

4 

3 

7 

O 10cm 

8 

大きさ (cm)
番号 器種 特 徴 村史分類

器高 底径 最大径

1 深鉢 口唇部にA突起、N型の突起が各4単位。胴部にも突起が2単位残存。炭化物、煤が付着。RL縄文。 20.6 5.8 2l.6 4 

2 台付鉢 口端にB突起。肩部にはB突起が2単位。頭部と台部に列点。 LR縄文。 10.2 10.1 18.3 

3 台付鉢 肩部に 2 個 1 対のB突起。頚部に5~ 10本の条痕。台部に列点。 炭化物が付着。 15.0 12.0 17.7 4 

4 鉢 口唇部に大形突起と 2単位のB突起。口縁部にB突起。 炭化物が付着。 LR縄文。 7.1 4.4 10.7 

5 鉢 口唇部にA突起が4単位。頚部にもA突起があり、その左右にB突起が各l単位。炭化物が付着。LR縄文。 9.0 4.9 12.6 

6 鉢 口縁部に小波状突起。胴部には輪積み痕。外面に煤が付着。無文。 8.0 4.0 13.8 5 

7 鉢 口唇部は面取りされている。内面には横ナデがみられる。無文。 6.1 3.8 1l.0 

8 台付鉢 口縁部にA突起。胴部と台部に工字文。LR縄文。 15.7 12.2 20.5 4 

図版86 村調査区出土土器
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9 10 11 

13 

14 

O 10cm 

大きさ (cm)
番号 器種 特 徴 村史分類

器高 底径 最大径

9 浅鉢 外面と内面の一部に赤彩。底部に押し出しによって作られた4つの足がある。無文。 ;).3 4.3 12.6 D 

10 鉢 口縁部に2個1対の突起が4単位。胴部に工字文。RL縄文。 9.0 14.3 4 

11 浅鉢 口唇部は面取りされている。口縁部に輪積み痕。外面に煤が付着。無文。 D戸.;) 4.5 16.0 3 

12 鉢 口唇部に突起。口縁部に眼鏡状突起が三単位残存。横S字の配置文。三叉文・三角文を充填。RL縄文 (5.2) 13.1 4 

13 鉢 口唇部にA突起。その左右には小さな突起が 1つずつ配置。工字文。 三叉文が充填。 6.8 4.8 12.4 4 

14 鉢 口縁部にA突起。その左右にも突起が 1つずつ配置。 胴部に工字文。赤彩。 LR縄文。 8.1 4.4 11.4 4 

図版87 村調査区出土土器
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17 

20 

18 19 

21 

22① 

22② 

o 10cm 

大きさ (cm)
番号 器種 特 徴 村史分類

器高 底径 最大径

15 浅鉢 ケズリ後にへラナデ、 一部にミガキがあり、口唇部は面取りされている。無文。 O).O) 3.9 15.2 5 

16 浅鉢 横方向へのナデがあり、 口縁部には2本の沈脱が施されている。 無文。 5.0 3.8 12.7 

17 浅鉢 口縁に2個1対の突起。外面・内面に輸相み泊。外面・内面に炭化物が付着。無文。 5.1 6.9 15.3 3 

18 宜士E 口唇部にN型突起が 1単位。口縁にB突起。崎彪;め沈線の問に刻み、B突起が4単位。LR縄文。 10.3 6.4 11.5 

19 宜古E 胴部には 3~4条で 1 単位の条痕。 胴部の l ヵ所に穴があいているが、自然か人工かは不明。 9.8 5.4 10.3 2 

20 宜~ 口唇部に突起が4単位。 胴部上半部に楕円文、下半部に工字文。 RL縄文。 7.8 4 

21 宜士E 頚部に4単位の突起、刻み。胴部上半部には楕円文と刻み。赤彩。 R縄文。 4.2 9.2 4 

22 注口 算盤珠の形状の胴体。注口部先端上部にB突起。胴部上半部に隆帯のはがれた跡と円文。 10.5 

図版88 村調査区出土土器
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第 2節 曹森累埋議文北財調査センターによる今津遺跡の発掘調査

280号道路改良事業に伴う イ

る) 3280m2 した。調査期間は1

今津遺蕗の発掘調査〈県埋文調査と略す

5月7日'"'-'10月13日である。

(標準層序〉

ンターで編集し -間沢遺跡』によると、

文調査区の基本層序は次の通りで毒る。

1 J謹一掲邑土である。浪士で、現在の耕作土となっている。近・現代の遺物、縄文時代後・晩期の

したo

u層-黒褐色である。縄文時代晩期の遺物価合層となっており、遺物が位含されてい

いわゆる遺物密集ブロックを構成しており、捨て場と想、定されている。遺物のほかに微細な

法化物や壌土などを多数含んでいる。この第五騨(遺物密集ブロック)は、調査区の北端に近い所で、

って分布しており、その面接泣380ぱ、最も厚いところで80cmあった。

遺物は縄文時代晩期の大福C2式土器とそれに伴うもののみである。第豆麗下露から露外五障炉3基

が検出されたが、第班!闘を掘り込んで構築されているところから、やはり大混C2式期のものと叢定さ

れた。

車麗-鈍い黄揚也土である。微細な炭化物・焼土を含み、第日)留の分布範囲の下層に広く分布する

が、その範屈をこえて調査区の所々に、第 1J留と第lV層の開にレンズ状に挟まれる形で分布している。

中から縄文時代後期初頭の土器片などの建物が少数出土した。また、土坑 1基、縄文時代後期初頭の

2基が検出された。

第町層-鈍い黄褐色土である。締まりのある層で、径30mm以上の安山岩の擦を多数含んでいる。無遺

物層で、いわゆる地山層である。第H燭・第E層が分布しない所では、第 1J轄の耕作土の重ぐ下が第lV

となっている。ニの層の上面では10基の土坑が検出されたが、時期・年代は不明である。

〈遺撞〉

発見された遺講の所員時期と -数;立、標準署位の説明の中でもふれたが、次の通りである。

土坑や埋設土器の性権(機能)について試考察されていない。

①縄文時代晩期の大綱C2式期の遺構は、遺物密集ブ口ック(捨て場)1ケ折、野外石窟炉3

野外石間炉は第百層下面で検出されたもので、遺物密集ブロック(捨て場)を囲むように存在して

いた。

舎建文時弐後期初頭の遺構は、士坑 1基、埋設土器2基(1号は壷、 2号は深鉢を埋設)であ

③所属時期不明の遺講法第lV謹上面で葎認されたもので、野外石国炉 l基、土坑10基である。

(第E層の遺物密集ブロック(捨て場〉の土器〉

ここでは、弘大調査区で出土し と年代的に関わりのある第五 ロック

からの縄文時代晩期の土器にしぼって概要を紹介する。土器はすべて大部C2式期のものとされ、これ

に伴って、土製品、石器・石製品などが多数出土した(注2)。

土器辻、深鉢・鉢・台骨鉢・浅鉢(思を含む、注 1)・金付浅鉢・壷・注目・香炉形・ミニナユ

などの器種からなるが、組成の比率は発表されていない。 探鉢には無文の製塩土器が含まれてい

口土器と香;炉形土器は極端に少ない。

口縁部付近に平行線からなる文様が付くものは探鉢・鉢・台付鉢・浅鉢*台付浅鉢などと多くみられ

る。磨消縄文からなる雲形文的な文様は浅鉢(皿を合む)・台付浅鉢には多いが、告の器種では鉢や査に

わずかに見られる程度である。工字文的な文様や沈線多重手法による入組文的な文様をもっ台付鉢・浅
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鉢・台付浅鉢・査も出土している。

県埋文調査芭の遺物密集ブロック(第立騒)の土器群を、弘大調査区の遺物密集ブロック〈第E・IV

の土器群と比較すると、器種構成・器形・文様などの在り方がきわめてよく似ている。しかし、弘

大調査区の土器群には、工字文的な文様をもっ土器は出土していないし、沈線多重手法による入組文的

な文様も少ない。果埋文調査区の遺物密集ブ口ックの方が、弘大調査区のものより、新しい要素の文様

をもっ土器が含まれているのである。黒埋文調査の報告書では、層の形成や土器の分布状況の在り方か

ら、遺物密集ブロックは纏まりとしては一つであη、出土土器はすべて縄文時代晩期中葉の大綱C2式

土器の単一型式であると結論しているが、微妙な時期差をもっ土器群が含まれている可能性がある。

こで、県埋文調査の報告書から、遺物密集ブロックに於げる土器(実測図のある土器に摂られるが〉

の分布図を再構成してみた(第8図を参照〉。その結果、県埋文調査区の遺物密集ブ口ックは、 3つの小

ブ口ックに分かれる可能性がある。この3つの小ブ、ロックと弘大調査区の遺物密集ブ口ック(弘大ブ口ツ

ク〉とを、大まかではあるが比較検討し、時期差などについて考えてみたい。

小ブロック②一弘大ブロックの土器と比較すると、器種の組み合わせや器形、法量、文様、地文など

ががほぼ共通する。土器の色調や胎土(土質)から受ける雰囲気も同じである。多数の製堪土器を含む

こと、注口土器や香炉形土器が極端に少ないことなども共通する。また、口縁部や肩の部分に複数の平

行沈線が巡る深鉢・鉢・台付鉢が多いこと、椀形の浅鉢が多いこと、条痕文土器が多いこと、磨泊縄文

による雲形文は、盟に多数みられるが、鉢や査には極めて少ないこと、雲形文の種類に似たものが多い

ことなど、共通することが多い。両者の土器群は型式学的に共通の纏まりをもつので同じ型式(今津 I

群土器と仮称〉と考えてよいであろう。この小ブロック②は、弘大調査ブロックと同じ時期に形成され

可能性が高い。

小ブロック③-開示されている資料が少ないので、内容的に不明な点もあるが、弘大ブロックの土器

と比較すると、器種や器形、法量、文謀、地文などががほぼ共通するようである。また、多数の製塩土

器そ含むこと、口縁部や肩の部分に棲数の平行沈線が巡る深鉢・鉢・台付鉢が多いこと、平行線以外の

文様をもっ土器が少ないこと、椀形の浅鉢が多いこと、条寵文土器が多いことなども共通する。しかし、弘

大ブ口ックでは磨泊縄文による雲形文をもっ血形が比較的多いのに対し、小ブ、口ック③では、皿形その

ものの数が極端に少なくなっており、雲形文をもつものもない。代わりに沈穣多重手法によると見られ

る入組文の三足音形土器、渦巻状文の鈴、沈線による綾杉文の壷などがある。このように、小ブ口ック

@の土器群は、弘大ブ2ックのものに極めて似ている点も多いが、器種に盟形土器があまりないこと、

壌消縄文による雲形文をもっ土器がないこと、沈線多重手法による入組文が現れることなどで大き

いを示しており、弘大ブロックの土器群よりも新しい様相をもっと考えてよいであろう。したがって、

小ブ、口ック@の形成は、弘大ブロックや県埋文調査の小ブ、口ック③よりやや新しい時期に形成された

能性が高い。

小ブロック④-このブ訂ツクも、土器の図示されている資料が少ないので、内容が不明な点があるが、

弘大ブ口ックのものと比較すると、器種を構成する大部分の土器の器形、法量、文様、地文などががほ

ぼ共通するようである。また、多数の製塩土器を含むこと、日縁部や胃の部分に捜数の平行沈線が巡る

深鉢・鉢・台付鉢が多いこと、平行線以外の文様をもっ土器が少ないこと、椀形の浅鉢が多いこと、条

痕文土器が多いことなども共通する。しかし、弘大ブBックでは雲形文をもっ皿形が比較的多いのに対

し、ここでは、血形そのものがなくなり，磨消縄文による雲形文をもっ土器もなく、代わりに

鉢や台付鉢、壷などに見られるようになるのしたがって、小ブロック容の土器群も、弘大ブEックや県

埋文調査の小ブロックのものより、新しい様相をもっと考えてよいであろう。

次に小ブロック@と比較すると、器種組成から血がなくなることでは共通するが、工字文が現れてい

る点からすれば、小ブロックをのiまうが新しい様相をもつことになる。しかし、小フ守口ック③と小ブ、口ツ
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図示されている

亙では、県壊文謂査の小ブ口ツ

く、型式としてのまとまりを欠いている恐れがあ

と小ブロック骨のそれぞれの特徴をもっ土器群

称)が一緒に出土している。したがって、この二つの小ブ口ックは、 日ック④のほう

り新しいものになるか、あるいは同時期のものとなるかであろう。

以上を整理してみよう。

また、村調査

立 と仮

口ック

極めて類似性が多いが、

を見ることができる。

ロックはらつある。それぞれから出土した土器群を検討すると、

ている点もあり、これらのブロックの形成に同時性や若干ぬ時期差

2.弘大ブ口ックと県壊文調査の小ブロック@ほ、土器の じで、 じ頃に形成されたも

る0

1 県埋文調査の小ブロック③と小ブロック

違い(皿が少ないこと)や文様の違いから、

く形成されたものである。

土器の数が少なく不明な点があるが、器種組成の

口ックと県埋文調査の小ブロック奇より、新し

4.県埋文調査の小ブ、口ック多は、小ブ口ック舎と器種組成;立法ぽ毘じであるが、工字文が現れ

で、 IJ¥ブ、口ック③よりも新しく形成された可能性がある。

5.村調査区では、県埋文調査の小ブロック③と小ブ口ック昏を合わせたような土器群が出土してい

る。したがって、この2つの小ブ口ックの形成に時期還があるにしても、司ーの土器型式に含める

ことができそうである。
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注 1)弘大調査区の土器の器韓分類では、果埋文調査の浅鉢を浅鉢と血に細分してい

注 2) [土製品〕土偶11個体・仮面 L点・土販己点・土話 1点、土器hP1盤34点、勾五状議飾品 4点、

その他I

た。

23点・

8点・

している。〔石器〕 -礎石器40点が為り、

内容は、石簸431点・ -石槍11点・石錐77点・

器種不明の破損品53点、 ある剥片72点であ

(出石・蔽石) 10点・石皿 -砥石 1点、その他 2点であ

-玉類8点・その地3 あ

第8関 今津選跨における遺物集中ブ口ック(捨て場)の位置
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第3節 今津遺跡における遺物集中ブロック(捨て場)の開題

青森県理蔵文化財調査センターが行っ 「遺物密集ブ口ック is 

検出されているが、その規模は東西約9m、南北約361豆、面積にしておよそ320mとされる

1986)。今回弘前大学で調査した捨て場は、全体を完掘していないため正確な比較は国難であ

るが、青森県で調査した捨て場を一つのまとまりとみた場合、それに比べ著しく規模がIJ、さいこととな

る。出土土器から判臨する最り、このニつの捨て場が同時に捷われていた時期がるったことはほぼ確実

であるが、青森県で謂査した捨て場かち辻、今回弘前大学で調査した捨て場に誌見られない、新し

素を持つ土器も出土している。今捧遺跡を理解するに辻、捨て場の変遷を明らかにするt必要があるが、

そのためには、青森県で調査した捨て場の再検討が必要と判断した。

された遺物ζ関して、観察表・計課u表等に記された出土グリッドをもとに、出土地点の

復元を試みた結果、青森県増蔵文化財調査センターで調査した捨て場は、全体で一つではなく、本来3

箆所のブ口ックに分かれていた可能性が出てきた。その位置と規模は、報告書に添付された f遺物ドッ

トマップJかちもある程度推定可能である。

2002年の弘前大学調査区で 1富所、 1984年の青森県埋蔵文化財調査センター調査誌

で3護所、 1972年の平舘村史編纂事業に伴う発掘調査区で l語所、合計5箇所、縄文時代晩期の遺物集

中ブロック(捨て場)が検出されていることになる(第8国)。これら 5茜摂の鵠て場は、標高16mか

ち叩mの北東方向に傾斜する緩斜屈に位置する。建物の散布状況からみて、より標出の高い西側の米調

査範聞に53IJの捨て場が存在する可能性は低いが、弘前大学調査匿の薦制、ちょうど

センターの調査で発見された捨て場の東側に辻、 531Jの捨て場が存在している可能性が高い。

弘前大学の調査で検出された遺物集中ブロック(捨て場)については、前に詳述したとおりであり、

平舘村の調査区で検出された濯物集中ブロックについて法詳細不明である。次に

ンターの調査器内の遺物集中ブ口ック(捨て場)について述べる。

口ック舎は、 G86 ・ G87k[を中心とし、南北約 8m、東西約 6m組の規模を有する F~H-86

~88長まから出土した遺物は、本ブロックに含まれる可能性の高いものとして扱った。 ブ口ック舎は、

G84k[を中心に、 H.G 83区、 F'H 84陸やG85区の A部を含み、産謹6mほどの範圏に宗がる。

ブ口ック@は、 G82区に位置する直径3m程度の比較的規模の小ざい捨て場であ

既に述べたとおり、弘前大学調査広で検出されたブロックと県埋議文化財センター調査誌のブロック

I群土器が主体を占め、ブ口ック多と村史調査区のブロックではより新しい今津H群土器が

主体を占める。ブロック金出土土器は今津立群を主体とするが、より中間的な接相が看取される。この

ことから、今禅譲跨では常に隣披する複数の場所に併行する形で捨て場が形成されており、捨て場の位

遺跡全捧から見れば、斜面の下方にあたる北東掛から次第に斜面の上側である高高部に移動し

可能性が高い。遺物の散布状況からみて、未調査域に存在すると患われる捨て場の数がこれまでに発克

された 5 鑑所を大きく上回る可能性は低い。おそらく遺跡内で問時に機能している捨て場は、 2~4 詰所

程護であろう。同時期に形成されたと考えちれる捨て場かち出土する土器ほ、製塩土器の存在そ含め、

器種構成など基本的様相が一致し等質性が高い。各捨て場は、「世帯共同体jを単位として営まれたので

はなかろうか。今後、捨て場から出土した石器や土製品などの詳結な分析や、未だ確認されていなし

居域との位聾的関係の検討等により、捨て場を残した単位集部の実態を明確にする必要があ
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論考 I 青森県の縄文時代の製塩土器について

はじめに今津遺跡の製堪土器に関する総括を行い、ついで青森県内の製塩土器とその出土遺跡につい

て考えてみたい。

第 1節 平舘村今津遺跡の製塩土器

今津遺跡はこれまで3自の発掘諜査が行われ、村調査区・ -弘大調査区のそれぞれから

多数の製塩土器が発見されている。ここではそれぞれの調査区ごとに製壌土器の認定法や袋詰士器の特

色をとりあげ、比較検討して、今津遺跡の製塩土器の在り方を考えてみたい。

〔弘大調査区の製埴土器)

〈製塩土器の選定基準)すでに、今津遺跡の製塩土器のところで記したように、製塩土器とは、専ち土

器製塩作業に用いられた土器である。煎繋工程で、長時間、強く加熱されるため、穿く変色し、さらに

海水中の不純物が土器の胎土に析出し、器躍が剥離しやすくなるという現象がおこる。また、短期間と

大量に消耗・泊費するため、製作時の外語調整は了輩でなく、無文でかつ粘土紐輪嶺痕が見えるものが

多い。こうした特徴をもっ土器を、製塩土器として、組の土器から区別・選定した。製塩土器として製

作されたが、煎熟工程に梗用しなかったもの、あるいは捷用したが、その彰響をあまり受けなかったも

のも、当然、製塩土器に含めた。

(製塩土棋の蒋徴)弘大調査出土の製塩土器の特色を簡単に纏めると次のようにな

①すべて平底の深鉢であ

争小波状o縁で、祭文のものが圧醗的立多いが、条痕文も少数ある。

③平日縁で、祭文のものは少数あるが、条痕文をもつものはない。

条痕文は、一般的な土器の条痕文と比べると、条痕の幅は一定でなく、浅く細い線のものが多い。

⑤推定口径は、約22crnから27crnまでのものが多い。

〔村調査区礎票埋文語査区・弘大調査区の製塩土器の比較検討〕

f平舘村史」によると、村調査区の第E腫から他の遺物と共伴して、製塩土器が出土している。すべて

破片で、大潟C2式に伴ったものとされる。

県埋文の報告書(岡田1986)とよると、県埋文調査誌の第E踊(遺物密集ブ口ック)から他の遺物と

共伴して、製塩土器が出土している。すべて破片で、大海C2式に伴ったものとされる。

このニつの調査区の製壇土器は、弘大調査区のものとほぼ共通した特色をもつが、若干の相違点もあ

るので、検討してみよう O

①村調査区では、例外として浅鈷形もしくは盟形の製権土器があるという。しかし、この形態は煎熱

工程に使用するものとして桔応しくないので、製塩土器の範聴から外したほうがよい。なお、外面が無

文で、輪積み痕をもっ浅鉢は、今津遺跡の県埋文調査区や五所川累市観音林遺跡でも出土している。

。県埋文調査区では、「程変の違いはあるものの小波状口縁しかなしりとするが、拓本や実測閣を検討

すると、平日縁のものもごく少数合まれている。

φ村調査区と県埋文調査区には、条痕文をもっ製塩土器はない。これは、製塩土器を選定する二つの

基準のうち「無文で輪積み痕跡あるものjを重視した結果であろう。おそらく、「剥離痕(顛熟痘)があ

159 



るもの」を再検討するならば、村調査区と県埋文調査区においても、条痕文をもっ製塩土器を見つけ出

すことができるであろう。なお、条痕文をもっ製塩土器は、今津遺跡とほぼ同じ時期である青森市大浦

貝塚でも確認されている(福田2004)。

④製塩土器の推定口径は、約22crn'"'-'27crn(弘大調査)・約14'"'-'30Clll(村調査)・約40'"'-'50Clll(県埋文

調査)と違いがあるが、約40clll'"'-'50crnという口径は製塩土器としては大き過ぎるであろう。

以上の検討から、各調査区出土の製塩土器は相違する点はなくなり、村調査区のものも県埋文調査区

のものも弘大調査区の製塩土器と同じ特徴をもつことが分かった。

〔今津遺跡は製塩遺跡である〕

縄文時代の製塩土器を出土する遺跡の性格はいろいろあろうが、①塩を生産した遺跡(製塩遺構や製

塩作業に従事した集落跡など)と②塩を消費した遺跡に大別することができる。製塩土器を生産した遺

跡もあるが、これは製塩作業に従事した集落跡に含めることが可能であろう。生産遺跡は、基本的には

海に隣接し、近くに製塩作業に適した浜辺があることが必要である。消費遺跡は、海から離れた遺跡で、そ

こで発見される製塩土器は、塩の容器として運ばれたか、あるいは塩がこびりついた破片が塩と一緒に

運びこまれたものであろう。

今津遺跡は、海に隣接した丘陵台地に立地する集落跡で、比較的数多くの製塩土器が出土しており、

塩の生産遺跡に分類される。台地の下の海辺に製塩遺構があったと推定されるが、埋め立てや住宅建設

などで地形が変化しており、現状では遺構の発見は困難である。丘陵上では、これまでに幾つかの遺物

密集ブロックが検出されている。含まれる土器からみて、このブロックは、同じ時期のものもあれば、

若干年代差があるものもあるが、そのすべてから製塩土器が発見されているので、各ブロックが形成さ

れる聞はずっと製塩活動がおこなわれていたと考えることができる。また、同時期の複数のブロックも

存在するので、それぞれのブロックを捨て場とする集落構成員(世帯共同体)が、共同して製塩活動に

参加したことも窺うことが出来る。

第 2節 青森県内の縄文時代の製塩土器とその出土遺跡

青森県内で発見されている縄文時代の製塩土器を出土した遺跡は、各種の論文・報告書・分布調査な

どから集成すると、 17遺跡ある。このなかには、資料が図版や写真の形で公開されていないため、内容

が不明なもの、資料を検討すると製塩土器とは考えにくいものも含まれている。資料が公開されていて

も判断に迷うものもある。確実なものは、津軽半島東海岸の 2遺跡(今津遺跡・石崎沢遺跡)、陸奥湾奥

部沿岸の4遺跡(大浦貝塚・横峰遺跡・槍木遺跡・向田ω遺跡)、八戸地方の4遺跡(八幡遺跡・風張(1)
遺跡・滝端遺跡・寺下遺跡)であろう。

〔津軽半島東海岸〕

陸奥湾に面して製塩土器を出す遺跡は、今津遺跡と石崎沢遺跡の 2カ所であるが、五月女泊遺跡など

製塩土器が出土したとされる遺跡についても検討を試みた。

(石崎沢遺跡)石崎沢遺跡は今津遺跡の北7.3krnにある。 2004年の秋、弘前大学人文学部日本考古学ゼ

ミナール(以下、弘大考古ゼミとする)の分布調査で、狭い範囲(約20'"'-'30出)から、大洞C2式土器

とともに製塩土器27点を採集した。小波状口縁で無文のものが多く、その特徴は今津遺跡のものと共通

する。低地との比高は約 2'"'-'4m、現海岸まで、の距離は約100mなので、生産遺跡であろう。縄文時代

の製塩遺跡としては、最も北に位置することになる。

(五月女楚遺跡)津軽半島の日本海側の砂丘に立地する五月女泊遺跡出土の製塩土器は問題がある。報

告書では、大洞C2式と大洞C2-A式土器にともなって、製塩土器が検出されているとある(新谷



1983) 0 写真 (21点あり)の説明文によると、小波状口縁・平日縁があ号、外面は無文のものが多いが、

縄文を施文したものもある。無文のものには輪積み痕がみられるものが忘る。一見すると、製塩土器で

良さそうであるが、器形や器面の調整などにまとま与がなさそうである。そこで、実際の資料にあたり

観察してみると、殆どのものに剥離痕(煎熟痕)がないこと、口縁上端付近が埠みをもつものが多いこ

と、断面が比較的厚めであること、やや黒ずんだ赤揚色を呈するものが多く、強い熱を受けた痕跡がな

いこと、縄文施文の土器が含まれていること、浅鉢と思われるものがあること、深鉢でもいろいろな形

が見られることなどが分かった。以上のことから、五月女落選跡の報告書で製塩土器とされている

の土器は、一般的な製堪土器の範韓から外れるものであると考えられる。したがって、製塩土器が「灰

に伴って出土しており、地床炉により小規壊な土器製梅が待われていたJ(加藤1984)との説も

せざるをえないことになる。

(観苦林遺跡〉内陸部の観音林遺跡でも晩期中葉の土器に伴い、襲塩土器と思われる披片が3点ほど出

土している(薪谷1975・1984'"1992)ので、資料にあたり再吟味してみた。 3点とも、煎熱工程に使

された痘跡はない。小波状口縁で、外国は燕文の破片で、器壁が厚く、製塩土器ではなさそうである。

他の2片は小波状口縁と平日縁のもので、ともに条痕文が施文されている。器壁が薄く、製塩土器に似

る点もあるが、焼成の具合・色調などが、今津遺跡の製塩土器とは異なっている。所定は難しいが、製

塩土器ではないと考えておきたい。

〔罷奥湾輿の沿岸部〕

陸奥湾奥の沿岸部で、製壇土器を出す遺跡は4遺跡(大浦貝塚・横峰遺蕗・檎木遺跡・向田制遺跡〉

である。

(大浦畏塚)鼻繰i埼の西舗にある標高1.5'"2 mの低い海岸段丘に立地する。遺跡の自の前がすぐ睦奥湾

の汀である。青森県で最初に製塩土器が確認された記念碑的な遺跡で、縄文時代晩期のものと平安時代

のものとがある。晩期の製塩土器は、大洞C2式~大潟A式に惇うもので、煎繋に按用され、強い熱を

受けた痕跡を持つものが多い。まだ製塩炉跡が発見されていないが、付近にあったことは間違いなかろ

うO 製塩土器は、すべて小破片で、全体の形や高さ・口径などについては不明であるが、次のような特

色をもち、今津遺跡のものと内容が沼ぽ一致する。

つ〉すべて平成の深鉢であるの成径は5'"6 cmのものが多い。

@小波状口縁で、無文のものが圧倒的に多いが、条痕文も少数ある。

③平日縁で無文のものはごく謹かである。

④条痕文は、一般的な土器の条痕文と比べると、条痕の幡は一定でなく、浅く細い線のものが多い。

〈横蜂遺接〉夏泊半畠突端部の梅岸段丘上に立地する。標高は10"'20mで、遺跨のすぐ自の捕が陸奥椅

である。製塩土器は、ごく僅かしか知もれていないが、大浦貝援のものと同じ特徴をもつものと考えら

れる。

(檎木遺跡)松の木川北部にある標高約30mの平明な河岸段丘上に立地する。現海伴までの距離は約1.5

切で、ある。発掘擁報(横浜軒教委1983)によると、晩期前半の大洞B式~大損C1式土器が多数出土し

たという。整増作業中、工藤竹久氏かち「製塩土器が含まれているj ことを指摘されたと、繍集後記に

あるが、本文では製壌土器についてはまったく敢り上げていない。町教育委員会で保管する製塩土器の

一部を資料調査させていただいたところ、およそ100点ほどの破片があった。

捕木遣接出土の製塩土器は、煎繋工程で護用された惑跡をもち、器表面が剥離したもの、色調が赤く

変化したものが多い。口縁部破片では、平日綾が圧倒的に多く、小波状口議はなさそうでdt)る。外語も

無文のものばかりで、条痕文は見当たらなかった。底部は平底で、径4.0"'7.0cmのものである。

ノ木遣勝の製塩土器が、ほとんど平日縁であるということは、今津遺跡や大浦貝壕では見られない
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特色である。なお立地から考えて治費遺跡、であったと思われる。

〈両国制遺跡A龍〉向日立時遺跡A区は、標高約15mの比較的狭い川岸段丘上に立地し、現海岸から約1.1

と思われるものjを選びだし、口

される。うち 2

ることを考えると、今津遺跡や大詰貝

km離れている。報告書は、議文時代晩期の土器の中から、

部破片5点を取号上げている。すべて平日縁で、外商法無文で、

受け、器表面が剥落している部分がある。すべて平日

塚のものよ号、檎本遺跡の製塩土器に近いものと患われる。晩期のいつに属するかは説明されていない

が、櫓本遺跡の製塩土器に似ている特設を持つことから、この製晦土器も晩期前半に属するものと考え

てよいであろう。立地や製塩土器の量が少ないことから消費遺跡である
。
、、4?しV

〔八戸地方の製描土器を出す遺跡〕

八戸地方の4遺跡(八幡遺跨・属張(1)遺跡・滝端遺掛・

なにやや内陸部に入号込む遺跡が多い。

(噂下遺諒〉道仏川の上流、結上岳から延びる標高140'""-'170mの丘段台地に立地し、

線距離は約4.5kmである。 2004年の賠上町教育委員会の発描調査で、大混C1式の貝

は、いずれも ユものは

り

ら比較的多く

の製塩土器が出土した。これらは煎黙工謹で集用された痕踏をもつものが多い。現在、整理中でe6るが、担

当者(森 淳良)のご教示によると、寺下遺跡の製塩土器は、平口縁のものと緩やかな波状口縁があり、

外国は無文で、輪積み農をもつものが多いという。版部は比較的小型で、指で押したように窪んでい

製塩土器の量が比較的多いとはいえ、梅から速い丘陵上の遺跡なので、やはり諸費遺跡であろう G し

かし、製塩土器が貝層の中から発見されることを考えると、寺下遺跡は、海岸で魚介を採集したり、塩

したりする海のムラと頻繁に行き来する山のムラであったと思われ

(滝端遺跡〉標高約150mの丘践の緩やかな斜面.に立地する縄文後・晩期の大きな遺跡で、現海岸まで

の距離は約10kmで、ある。発見された製塩土器は 1{闘で、径150'""-'160cmほどの土坑の底聞から大調BC

式の土器と一緒に出土した。製堪土器は、ほぽ完全な形のもので、器高31.5cm、口径25.5cm、底径3.5cm

である。口縁はほぜ平坦で、外面は無文で、輸積み痕が残る。底部は比較的小さくやや窪んでいる。そ

-作りとも、寺下遺跡の製塩土器によく似ている。煎熟工程に用いられた痕跡、はない。

では、全捧の形の分かる唯一の製塩土器である。土坑の性格は不明だが、滝端遺跡は、立地から

の消費遺跡である。

(八幡遺跨〉馬淵川に臨む標高6'""-'16mの{f&{立段丘面上に立地する。現海岸からの詫離は約10kmで忘る。

(八戸市教委1988)によると、縄文時代晩期前葉の土器を中心とした捨て場(後期から晩期中

葉の土器もある)から製塩土器の破片が約120点出土したという。

製塩土器は、無文のものと縄文をもつものがある。その割合は報告書には記されていない。無文のも

の誌、緩い波状の口議と平日縁のものがあ号、輸積み痕が見えるものが多い。蛤土も的の土器群に比べ

砂粒が粗雑である。また二次加熱により変色している。写真を見ると器面が激しく剥離しているものが

多い。縄文をもっ製事士摺の破片辻、二次加熱により非褐色に変色しているという O 製塩土器は、専ら

土器製塩のために製作され、特殊化されたものと定義されているので、煎熟痕と考えられる痕跡のある

縄文をもっ土器は、 構般的な製謹土器の範轄かも外し、製拙作業用に転用されたものと考えた方がよい

と思われ

(麗犠(1)遺詩)新井田}I [の右岸にある標高21'""-'30mの河岸段丘iニに立地し、海岸かちの菌線距離は約8.3

kmに位置する縄文時{~後期の大きな集落跡で、ある。遺跡が語る八戸の歴史~ (八岡市教委1含90)に、

張(1)遺跡出土の縄文後期末の製埴土器として、体部破片3点、底部を合む体部下半部の大型被片1

掲載されているが、報告書で製塩土器についてふれたものはない。

み痕がはっきりと見える。体部下半部は強い熱を受けた感じである。

体部外出立無文で、輪積

大きさは普通の深
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鉢と変わりなさそうである。後期末とすれば東北地方で最も古い製塩土器となるので、

期待される。

〔青森県の製犠土器およびその出土地のまとめ〕

青森県の製塩士器とその出土遺跡の特徴、遺跡の性格、年代(時期)について、地域ごとに

特色あるいは傾向というものが見えるようなので、種めてみよう。

〔護奥湾沿岸〕

陸奥湾沿岸で縄文時代に製壇活動を行ってい -石崎沢遺

跡、陸奥湾奥の沿岸部の大浦貝塚の 3

使用された製塩士器は、

ある。これに横峰遺跡を加えてもよさそうである。ここで

ものに代表されるように、日縁が;J¥法状となり、外面が

無文のものが多いが、条痕文をもつのもあ 日縁のものは少ない。すべて平患である。という

をもっ。年代も晩期の大洞C2式~大福A式に される。これらの遺跡で生産された塩の諸費遺跡は

る。

りの地域に所在する -向田Q8)遺跡は、製塩器の量や海岸からの距離を考

えると、壇の消費遺跡であったろう。製塩土器の特色は、平日 外面は無文で、輪積み痕がみえる

ことで、

可能性が高いと

ものとほ若干異なった特色をもっ。両遺跡とも境期前半の土器に伴っ

の塩の生産遺跡はi議奥湾では不明で‘ある。

〔八戸地方の製塩土器を出す遺跡〕

寺下遺跡の製塩土器は、平日縁あるは緩やかな波状口縁で、底面が窪んだ、小型の底部をもっ

で、滝端遺跡や八幡遺跡のものもこの仲間に属するものと考えてよいであろう。これは、陸奥湾の今津

-大浦遺路のものとも、また櫓/木遺跡・向田鵠遺跡のものとも違う特色である。年代は滝端遺跡

では大洞BC式、寺下遺跡で法大渦C1式となる。同じような特徴をもっ製塩土器は、岩手県久慈市大

芦 I遺跡や岩手県種市町タケノコ遺跡でも見ちれ、その時期は大混BC式~大洞C1式士器である可能

性が高いという O おそらく晩期前半ころ、八日地方から岩手県北部の太平洋停に寺下遺跡に代表

るような特色をもっ製塩土器が分事していたものと思われる。しかし、これちの遺跡は、すべて梅から

く離れた消費遺跡であり、これちの遺跡に塩を供給した製塩遺跡を見つけることが重要である。

風張遺蕗の詮期末の製撞土器は、東北地方で最も古い製塩土器のひとつであるが、正式な報告書が

未予!なので詳細は不明であ

(総括〕

青森県の縄文時代の製塩土器;まま も少なく、 も多いが、ここで総括して、問題点など

も考えて見たい。

縄文時代の製塩土器は、員張(1)遺跡、の後期末のものを除くと、すべて晩期 る。分布は、

と八戸地方の太平洋沿岸に集中し、 E本海沿岸に見られない。

分布する〔今津・大浦グループ〕と〔檎木・向田鵠グJj，;-プ〕、

その特徴から

分布する〔寺下・滝端グ

ループ〕に大手jされ、それに詳結不明ながら〔展張(1)

プ〕は塩を生産した遺跡で三うるが、他の 3

所属時期は、後期末の〔風張グループ〕

• 7竜端グル…ブ〕、最後は暁顕中~後葉の

が加わる。なお、

ある。

-大浦グルー

次いで晩期前半の〔捨木・向田(18)グループ〕と

・大浦グル…ブ〕となる。

したがって、大担に 青森県では、八戸地方で後期末から いた製塩活動が始まり、晩
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期話半に;ま八戸地方の広い範囲と陸奥鴻の一部ζ拡大し、晩期中・後葉になると八戸地方では衰退し、

陸奥湾のみで盛んに行われるという図式が描かれる。しかし、大混A式に確実に伴う製塩土器は発

されていないので、膏森県の製壊活動は、伯台湾よりも早く終荒するものとみられる。

また、〔今津・大浦グループ〕で生産した塩を送り込んだ遺跡や、〔議木・向田Q8)グループト

滝端グ)1，;ープ〕・〔属張(1)グループ〕で泊費した塩を生産した遺跡などはまだ知られていない。塩の流通

1 

3 

8 

市町村名

:平舘村

!平舘村

!今別町

理文時代の製塩土器出土遺跡

主な文献。製撞土器の年代。その能

議・工藤19740 19860 大海 C2~A式期。生産遺跡。本文

ミの分布調査で、大海C2式土器とともζ製埴土
を表冨採集。生産遺跡。

2004年の弘大考古ゼミの分布調査で、晩期の土器と共に、輪積痕のあ
る無文の土器を 1点採集。製塩土器か。

「新谷・)1 1村 19830 加藤1984。大桐C2~A式期o
iと報告されているが、製埴土器と見るのは疑問。

-襲塩遺跡

!五所川原市|新谷1975・1984"-'1992。製塩土器と思われる破片が数点あるが、断

)定できない。

k浦貝塚!青森市 |北林1972、青森市教委2001、福田20040大洞C2"'-'A式期。

福田1985。晩期の土器と共に製塩土器2片を表面採集。生産遺跡

!平内町 990。北林2003は槻/木遺跡とする。説明がなく内容不

横誤町 |概報(模浜野I教委1983)には搭載されていないが、製境土器が出土。
その一部を調査させていただいた。消費遺跡か。

1o 向醐 i野辺地町 I ) 11村・田中之脱。晩期の製塩土器が5片ある。活費遺跡か。

むつ市 ;犠19740晩期前半の製塩遺跡とあるのみで、詳細不明。

トむつ甫 |楠19840小波状口縁で無文らしき拓本が 1点あるが、詳細不明。
13 I 八幡 !八戸市樺引;八戸市教委1988年。境期の捨て場から製梅土器が120点出土。その中

1 1に縄文の付くものがあるが、生活荊の土器の転用であろう O 消費遺跡。

14 i 風張(1) I八戸市 ;八戸市教委1990に、後期末の製塩土器として体部破片3、底部大型破
! (片 1の写真がある。後期末とすれば青森県で最吉の製塩土器となる。

鈴木1981に「晩期の尖底土器」とあるが、図面・写真なく内容不明。

|階上町教委が2004年度に調査。大綱C1式の貝j畜かち製塩土器が比
;的多数出土。出費選勝。
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風張(2)遺跡(r遺跡が語る八戸の遺跡」から)

2. 石崎沢遺跡

3. 大泊遺跡

青森県内における製塩土器出土遺跡の分布

(r第四紀海成段丘分布図」から)

9.桧木遺跡

10. 向田(18)遺跡
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論考E 青森県の縄文時代晩期の遺跡数

-山口.1事田

平或16年11月に行われた『是)[ 

時代の遺跡数を時代ごと

ンポジウム2004年j において、工藤竹久は「八回地方の縄文

ると、縄文時代後期が最も多く、ぞれが縄文晩期に激減する。これ

は、八戸地方だけでなく広く青森県内全体にわたってみられる現象である」と述べている(是川縄文シ

ンポジウム実行委員会2004L平成4年刊行の F青森県遺跡地図』をもとにした小山諺三・及川

(小山・及川1996)によると、縄文時代の総遺跡数4367カ所のうち、 i草創期が5遺跡、

前期が677遺跡、中期が620遺跡、後期が1518遺跡、境期が725遺跡、弥生時代の総遺跡数184

カ所であり、工藤の意見と同じ結果となっている。しかし、後期に比べ激減したとはいえ、晩期の遺跨

己中期までの各時期の遺跡数よりは多いので、決して少ない数とはいえないであろう。ま

弥生時代になると遺跡数は更に減少し、晩期の遺跡数の25%まで落ち込んでしまうのである。

そこで晩期の遺跡数の実態を知るために、平成10年刊行の f青森県遺跡地国』を用いて、県内の郡お

よび市町村単位の縄文後期と晩期の遺跡数を集計し、とくに地域における晩期の遺跡数の変動などにつ

(表 1)。 表にある括張内の晩期の遺跡数は、 f青森県遺跡地国Jのほかに、

どで情報の追加をおこなったもので、以下では話弧内の数字を捷用してい

作成した表によると、後期の遣跨数は1543カ所、晩期の遺跡数は826カ所である。まさに工藤の指摘

するように、晩期の遺時数は後期の約半分近くまで激減しているが、その原由を述べることは難しい。

ここでは境期の遺跡数だ ~t を問題にしよう。

の晩期の遺跡数は、郡単位でみると、!日三戸郡が322遺跡、 IB上北郡が92遺跡、!日南津軒郡が92

旧中津軽郡がM遺跡、!日東津軽郡が78遺勝、 IB西津軽郡が62遺跡、!日下北郡が51遺跡、旧北津

軽郡は42遺跡で品り(図9参照)、田三戸郡が突出していることが分かる。また地形的に県内を大きく

読めると、遺跡は山岳部に少なく、馬潟}II.新井田j11水系や岩本川水系怠どの河川流域、むつ小}II原湖

周辺部、路奥湾沿岸などに多い傾向がある。一つの町の中でも遺跡が平均して分蒋している訳ではない。

とえば鯵ヶ沢町は比較的晩期の遺跡の多い軒で26遺跡あるが、海岸部や岩木川涜域に集中し、臼神山

地では殆ど発見されていなし'10 山地で発見される遺跡が少ないのは、実捺に遺跡が少ないだけでなく、

地表面を観察することのできる熔地などが少ないことも理由であろう。ちなみに、平舘村今津遺跡の属

するIB東持軽郡の78遺跡は、その半分が陸奥湾の奥部沿岸に位置する青森市と平内町に集中するようで

あ

市町村単位で暁期の遺跡数の多いところを上げると、南郷村の171遺跡、弘前市の73遺跡、

44遺跡、平賀町の38遺跡、階色町の34遺跡、青森市の32遺跡のJtI震となり、突出する南郷村をはじめと

するi日三戸郡に属する八戸市や階上町などに多いのが注Eされる。その理由は罵淵川・新井田)[1流域が

遺跡の分布窮度が著しいためであろう。しかし、弘前市や八戸事よりもはるかに遺跡数の多い甫鶏村の

171遺跡の突出ぶりは気になるところで、一度詳しく調べて見たいと思う。また、八戸市や弘前市、

森市に遺跡数が薬中するの辻、都市部には調査に携わる研究者が多く、開発に伴う行政調驚が頻繁に行

われ、他と比べ分脊調査が行き届いているためであろう。

議期の遺跡数にくちべ、晩期の遺跡数は半減したとはいえ、ぞれが直ちに人口の激減や文{ヒの衰退に

つながる訳でないと思われる。東北地方晩期の文化は、亀ヶ同文化と称せられ、北海道渡島半島かち

北地方一円を文化聞として経塾したことでよく知与れている。その特急は土偶や吾刀、土版・岩版など

の祭紀的な遺物、精巧な土器や漆器などの工芸的怠遺物に彩られていることである。 を受けた



土器は、亀ヶ岡文化圏をはるかに越えて、北は北海道北部まで、南は近畿地方・四国地方・九州地方ま

で達している。亀ヶ岡文化はしたたかな「文化力J(小林1999)を持っていたのである。こうしたこと

を遺跡数と関連させて、何かを読み取ることは本当に難しい。ある意味では、現状で把握できる遺跡数

というものが、見かけの数字であることを実感せざるをえない。しかし、亀ヶ岡文化の動態を考える上

で、遺跡数の増減を無視することができないのも事実であろう。今回は青森県だけしか取り上げること

が出来なかったが、参考のため宮城県の晩期遺跡数も集計しておいた(表2)。これからは北海道渡島半

島から東北地方一円にかけての亀ヶ岡文化圏における遺跡数を集計し、いろいろなことを考えてみたい

と思う。

なお、今津遺跡の周辺地域を分布調査した時の経験であるが、青森県遺跡台帳に基づいて遺跡をさが

しても、山林や薮地のため、遺跡であると確認できないところが多かった。また遺跡台帳に大縮尺の地

図が添付されていないため、遺跡に辿り着くことが出来なかったこともある。また今津(1)・今津(2)・今

津(3)遺跡のように、地形的にみて纏まりのある台地に複数の遺跡があるものは、 一つの遺跡としてとら

えた方が便利であると思う。研究者によって遺跡のとらえ方は微妙に違うが、より明確な遺跡数の確立

のためにも、共通認識は必要であろう。

0""'9遺跡・・・ l l 

10""'19遺跡...1I

20遺跡以上・・.

図9 青森県における縄文時代晩期の遺跡数
(01 ~67の番号は(表 1 )の市町村番号と対応)
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表 1

青森県縄文時代後期・晩期の遺跡数 本 1際通脱毛 り)] 

来表中( ) r与の数字は報告議等かろ追加した後の遺跡数。

後期 境期 市町村名 晩期 市町村名 後期 晩期

i耳東津軽郡 ! 140 66(78) 18中津軽郡 136 85(87) 44 十和田市 ア(8)

。1 告2 24(32) 2:3 弘前市 102 71(73) 45 :沢市 29 8(8) 

02 今別町 13(16) 24 岩木町 11 4(4) 46 上北町 12 1(2) 

03 蟹田町 6 3(3) 25 相馬村 18 8(8) 47 19 7(7) 

04 平館村 O 8(9) 26 西昌屋村 v 2(2) 48 下出町 3 1(1) 

05 平内軒 11 10(10) 18高津軽郡 18き 70(92) 49 天間林村 14 6(6) 

06 二議討す : 8 る(6) 27 黒E市 70 8(12) 50 東北町 196 14(15) 

07 蓬田村 8 2(2) 28 碇ヶ関村 1(5) 51 I 十和田湖町 4 。(0)
38 33(42) 29 田舎館村 2 1(1) 52 野辺地町 72 7(8) 

08 五所川原市 8 10(19) 30 大鰐町 19 3(4) 53 百石町 1 3(3) 

09 根柳町 12 4(4) 31 定上町 ぷ主 2(4) 54 横浪路J 4 6(6) 

10 金木町 10 5(5) 32 業盤村 。 0(0) 55 1(1) 

11 !j¥泊村 2 9(9) 33 浪関町 19 14(25) 56 六所村 75 10(27) 

12 市浦村 2 2(2) 34 平費町 70 38(38) !日一戸郡 348 300(322) 

13 鶴田町 3 1(1) 35 藤崎町 1 3(3) 57 八戸市 128 35(44) 

14 中思町 2(2) 旧下北郡 122 44(51) 58 倉 13 1(3) 

旧西津特郡 126 60(62) 36 むつ市 45 11(11) 59 五戸町 21 2(3) 

15 鯵ヶ沢町 70 24(26) 37 大熔町 ? 3(3) 60 三戸町 10 22(23) 

16 稲垣村 。 。(0) 38 大関町 3 44(51) 61 新郷村 S 4(4) 

17 岩崎村 4 1(1) 39 民間滞村 6 11(11) 62 田子町 リr 5(5) 

18 柏村 。 。(0) 40 川内町 13 I 

3(3) 63 名川町 34 13(13) 

19 木造町 29 11(11) 41 !佐井村 6 4(品) 64 南郷村 75 167(171) 

20 !車力村 6 0(0) 42 27 4(4) 65 南部軒 8 11(11) 

21 深浦町 9 7(7) 43 15 7(10) 66 賠 L:fsJ 32 32(34) 

22 森田村 8 17(17) 出土北部 445 2(2) 67 福地村 19 8(11) 

f口L 言十 154~3 729 (826) 

表2

宮城県縄文時代晩期の遺跡数(宮城県遺跡、地層平成10年抜より)

仙台市 17 13 亘理町 3 28 @蘇町 4 43 i頼経路f Q 歌津町 3 

!日秋保町 8 14 山元町 2 29 松山町 ; 1 44 !驚沢町 2 59 本市町 3 
1 
18宮織再 15 塩釜市 4 30 三本木町 2 45 金成町 l 60 市津川町 1 

18泉事 16 多蓑城市 z 31 鹿島台町 1 46 志波姫町 3 61 棒山町 3 

2 角田市 12 17 松島町 1 32 岩出山町 53 47 花山村 17 62 ニ市 6 

3 丸森町 26 18 七ヶ浜町 12 33 鳴子町 ! 18 48 泊町 13 63 牡鹿町 3 

4 白石市 21 19 利府町 1 34 小牛田町 l l 、r医I O 64 女川町 10 

5 蔵王町 22 20 大郷町 1 35 涌谷町 8 []fsJ 2 65 I河北町 3 

6 七ヶ 21 大類町 ;) 36 出尻町 7 出町 2 66 矢本町 l 

? 大河掠町 2 大和町 11 37 高郷町 。52 豊患健I O 67 雄勝町 4 

8 Jrl埼町 ;富谷町 10 38 築鶴町 6 53 米山町 6 68 河南町 3 

s 柴田町 10 24 古川市 17 39 若柳町 9 54 石越町 4 69 桃生町‘ 3 

10 村田町 4 25 中新田町 l 40 栗駒町 | 2 55 出方際r i 2 70 鳴j頼関J 12 
11 名取市 2 26 小野田町 15 41 1清水町 i 1 56 気伯m市 15 71 北上密I 3 

12 岩沼市 2 27 宮崎町 25 42 島町 29 57 唐桑町 j 合計 556 
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1995年、葛西 枇侶fi'c!7件、患叶百四三回木

1995年、

1995年、

1995年、笹森一郎・

1995年、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

310 

5集。

1995年、鈴木克彦 f亀ヶ岡式土器の器形・器形組成から見た地域性J

1996年、葛西 動絹『宇鉄遺時発掘調査報告書ふ

1996年、泉 拓良編『縄文土器出現J竪史発掘②、講談社。

1996年、小山接1 ・及川昭文「青森県遺跡ヂータベースJ~シンポジウム

1997年、藤沼邦彦 f縄文の土偶J竪史発掘③、

1997年、福田正宏「亀ヶ同式土器における入組文のゆくえJ~物費文化~ 650 

1998年、宮城県教育委員会編『宮城県遺跡地国J宮城県文色期調査報告書1760

1998年、北海道開拓記念館編 Fうるし文化-漆器が語る北海道の歴史~o

1998年、

1998年、

山以後の渡島半島J

1998年、シンポジウム

コンピュータ

す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 
ジウム「聖と東北地方北部における聖山遺跡以陣の土器編年~シン

山以後の渡島半

1998年、須藤 隆『東北E本先史時代文化変化・社会変動の研究一縄文から弥生へ

1999年、青森県立郷土館『至高の縄文祭叩芸術-注口土器と土偶

1999年、青森黒教育委員会 F十腰内(1)遺跡i青森県埋蔵文化財調査報告書2610

1999年、小林達撞 F縄文人の文化力ふ

1999年、児玉大成・伊東 信磁刊、牧野遺跡発揺調査報告書N~

1999年、君島武史「東北地方の製塩土器一三睦北部を中ゃにj 北上市埋蔵文化爵七ンタ一紀要し

1999年、小林正史「煮炊活用土器の作り分けと使い分けJ 食の復原J帝京大学山梨文住財研究所

ジウムザ〆/山以後の渡島半島J

島

0

0

0

0

0

0

0

0

 

20 

2000年、補田正宏 f北部亀ヶ

2000年、階上町教育委員会『滝端遺跡発掘調査報告書』。

2000年、秋田県教育委員会『戸平川遺跡f秋田県文化財調査報告書2940

2001年、国立竪史民{谷博物館編 f落合計策縄文時代遺物コレクションJ国立歴史民俗博物語資料図

『古代~ 1080 しO 

O 

O 

O 

録 1

O 青森市埋歳文化財調査報告書「大法遺跡j

ヰゐウi
-
i
 

200 

2001年、

日集。

O 



同成社。

大畑町文化財報告書第12集。

1 ~八戸市埋蔵文化封調査

1) 『遮光器土偶と縄文社会』も

.奈良正義編

工藤竹久ほか編『八戸市内遺跡発掘調査報告書15

200 

2001 

0

0

0

 

I[ 

白さん自然部会編 E青森県史

「縄文時代とおけるベシガラ

10 

2001 

2001 O 

O 

f縄文後期・晩期の煮炊き用

北林八掛靖 f断章 青森の製塩勝考ム

おける亀ヶ同式土器と在地系土器の

さん自然部会編『青森県史 自然編 生物ム

ンター『砂子田遺跡』山形県埋蔵文化財センタ

斗且馬後世「宇鉄遺跡に於ける縄文晩期

八戸遺務調査会理議文化財調査報

ロマン~oと

-小久保拓也編『是}I[中居遺鋳O 

【)0 と

1130 

0

0

0

0

0

0

 

日

O 

東奥日

o 2004年、
o 2004年、
史軒究為おもりJ

o 2004年、

ンポジウム実行委員会編『是)1[縄文シンポジウム2004~

良・向出博之『亀ヶ向2004年、O 

2004年、

田崎遺跡J野辺地町文化詩調査報告書140

-藤原弘明「研究ノート

田

につい

新潟東埋議文化場謂査報告書1330

175 



編集後記

今回、『亀ケ岡文化遺物実測集』に次いで『青森県東津軽郡平舘村今津遺跡発掘調査報告書』を刊行で

きたことを嬉しく思う。出土品の洗浄・接合・復元の作業、個体識別・分類、実測図作成・写真撮影、

文様の展開図作成とその分析など基礎的な作業だけでも大変であった。作業・分析の中心となってくれ

たのは学生である。本当に有り難う。

復元できた今津遺跡の出土品は、「弘前大学祭」の際に、考古学実習室で3年(平成14"'16年)連続

して展示公開し、延べ1，500人の学生・教員・市民に見ていただいた。今津遺跡の遺物は埋蔵文化財の

保護思想、の普及活動にも大いに役立ってくれたのである。

この『報告書』は内容的に不十分なところも多々あるが、基礎的な部分はすべて分析・報告できたつ

もりである。今後の亀ケ岡文化研究に役立つことを期したい。

今津遺跡の土地所有者である福井治郎氏は、発掘現場によく訪ねてきて、いろいろと海のこと・漁の

ことなどを話してくれた。学生や私たちと話をするのが楽しみだったようである。しかし、報告書の完

成を待たずに急逝された。この報告書を福井治郎さんの御霊前に捧げるとともに、ご冥福をお祈りした

。
、、47
V
 

(藤沼邦彦・関根達人)

今津遺跡の報告書抄録

名
あおもりけんたいらだてむらいまづいせきはつくっちょうさほうこくしょ

三Eヨ主 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーー+ーーーーーー

青森県平舘村今津遺跡発掘調査報告書

副書名

巻 次

シリーズ名 弘前大学人文学部日本考古学研究室研究報告

シリーズ番号 2 

編集者 藤沼邦彦・関根達人・蔦川貴祥・向出博之・小向良・深見嶺・横山寛剛・秋山真吾

編集機関 弘前大学人文学部日本考古学研究室

所在地 干036-8560 青森県弘前市文京町 1番地 TEL0172-39-3273 

発行年月日 2005. 3. 31 

所収遺跡名
あおもりけんひがしつがるぐんたいらだてむらおおあざいまづあざさいのかみ

青森県東津軽郡平舘村大字今津字才の神

コ 一 ド 市町村 02-305 遺跡番号 130-01 

北緯 14009' 15" 東経 140038'04" 

調査期間 2002年8月22日"'2002年9月1日

調査面積 45ITI 

調査原因 学術調査

所収遺跡名 種別 時代 遺構 遺物 特記事項

集落跡 縄文時代 捨て場 大洞C2式土器・製塩土器、 遺物は全て

1ヶ所 土偶、有孔土版(土器片利用)、 大洞C2式

今津遺跡
石鍛・石匙・磨製石斧・石皿・ 土器および

磨石・凹石、小玉・有孔軽石 それに伴う

製品、アスフアルト塊・赤色 もの

顔料の原材料(第二酸化鉄)



今津遺跡周辺の航空写真(今津バイパス道路を造る前の状況)

写真 1



1 今津遺跡遠景(平舘海峡より)

2 今津遺跡から見た下北半島(脇野沢村周辺)

一写真 2-



1 才ノ神川河口

2 遺跡近景(南から)

一 写真 3-



1 発掘調査地点(調査前)南から

2 遺跡廃棄ブロック検出状況

一写真 4-



一写真 5-



A2区焼土遺構検出状況(調査区西壁)

2 B 2・ 3区風倒木穴検出状況(調査区東壁)

一写真 6-



1 遺物廃棄ブロック(北から)

2 土器出土状況

4 製塩土器出土状況

3 土器出土状況

兄
h

末土出偶土

一
5

ウ

f
盲六写



1 石錨・土器などの出土状況

3 土器出土状況

5 石皿・磨石・土器出土状況

7 玉出土状況

2 石箆・土器などの出土状況

4 小型石斧出土状況

6 石皿・磨石出土状況

8 土器出土状況

-写真 8-



1 土器出土状況

3 磨石・土器出土状況

5 遺物出土状況

7 台付土器出土状況

'"ヨ園h 、 K.:ー・ s 
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卜、.- 巧=争与ヲ河Il何e ‘ 対ぺ|
l -.-. -- I 
2 遺物出土状況

4 IIll形土器出土状況

6 土器出土状況

8 壷形土器出土状況

-写真 9-



1 最終調査面・第V層上面(南東から)

一写真 10-



平舘村石崎沢遺跡遺物採集地点

平舘村石崎沢の表面採集による遺物

盲
六写



、とヤ

今別町大泊遺跡の遺物散布地点

今別町大泊遺跡の表面採集による遺物

つω真写



平舘村山居遺跡遺物採集地点

平舘村山居遺跡の表面採集による遺物

ηδ 真写



-圃・

赤鉄鉱の露出状況(今別町赤根沢)

蟹田町アスフアル卜濠出地

一写真 14-



(図版 1-1)

3 (図版 1-3) 

5 (図版 1-5) 

2 (図版 1-2) 

4 (図版 1-4) 

6 (図版 1-6) 

-写真 15壷形土器-



図版 2-7) 

2 (図版2-8) 

3 (図版 2-9) 4 (図版2-10) 

-写真 16壷形土器-



(図版2-10) 

3 (図版3-13) 

5 (図版3-15) 

2 (図版3-12) 

4 (図版3-14) 

6 (図版3-16) 

-写真 17壷形土器



図版 4-17) 2 (図版4-18) 

3 (図版4-19) 4 (図版4-22) 

5 (図版 4-20) 6 (図版4-21) 

一写真 18壷形土器



(図版4-23) 2 (図版5-24) 

3 (図版5-25) 4 (図版5-26) 5 (図版5-27) 

6 (図版5-28) 7 (図版5-29) 8 (図版5-30) 

写真 19壷形土器



図版5-31) 2 (図版 5-32) 

3 (図版 6-33) 4 (図版6-34) 5 (図版6-35) 

6 (図版6-36) 7 (図版6-37) 8 (図版6-38) 

写真 20童形土器



(図版7-39) 2 (図版7-40) 

3 (図版7-41) 4 (図版7-42) 5 (図版7-43) 

6 (図版 7-44) 7 (図版 7-45) 8 (図版7-46) 

一写真 21壷形土器-



(図版7-47) 

2-a 図版8-48) 

2 -b (図版8-48) 2-c 図版8-48) 

一写真 22壷形土器 一



1 (図版9-49~53) 2 (図版9-54~57) 

3 (図版9-58~6 1) 4 (図版9-62~67) 

5 (図版 9 一郎、図版1O-69~70) 6 (図版 10-71~74)

一写真 23壷形土器-



(図版 10-75~77) 2 (図版1O-78~82)

3 (図版 10-83~85) 4 (図版 10-86~9 1)

5 (図版 10一位、図版11-93~97) 6 (図版 11-98~102) 

一写真 24壷形土器-



(図版 11-103~106) 2 (図版11-107)

3 (図版11-108) 4 (図版 11-109~110) 

5 (図版 12-111~114) 6 (図版 12-115~118)

7 (図版 12-119~124) 8 (図版12-125~ 130) 

一写真 25壷形土器-



(図版13-134) 2 (図版14ー135)

3 (図版15-136) 4 (図版15ー137)

5 (図版16-138) 6 (図版16-141)

7 (図版16-142) 8 (図版17-146) 

一写真 26皿形土器一



長一-出ー弓|
(図~&18-147) 2 (図版18-148)

3 (図版19-149) 4 (図版19-150)

5 (図版20-151) 6 (図版20-152)

~ 四宅聖司陣1

Fち
-司哩ー一 |

~・

7 (図版21-153) 8 (図版21-154)

一写真 27皿形土器



(図版22-155) 2 (図版22-156)

3 (図版23ー157) 4 (図版23-159)

てで五一ー|
[~ 

5 (図版24-166) 6 (図版25ー167)

7 (図版26-182) 8 (図版 13-131~133)

写真 28皿形土器



(図版16-139・140、 143---145) 2 (図版23-158・160・161)

3 (図版23-162---164) 4 (図版23-165)

5 (図版25-168---171) 6 (図版25-172、 173)

7 (図版26-174) 8 図版26ー178) 9 (図版26-175)

1O(図版26-176・177) 11 (図版26ー179---181)
下の2個は同一個体

一写真 29皿形土器-



圃圃圏直面圃.

(図版28-190)

3 (図版28-192)

5 (図版28-194)

7 (図版28-196)

2 (図版28-191)

4 (図版28-193)

圃圃!iIiJ
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E
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a 

、 ーーと主-里聖司

6 (図版28-195)

8 (図版28-197)

一写真 30浅鉢形土器-



(図版28-198) 2 (図版28-199)

3 (図版28-200) 4 (図版28ー201)

5 (図版29-202) 6 (図版29-203)

7 (図版29-204) 8 (図版29-205)

一写真 31浅鉢形土器-



(図版29-206) 2 (図版29-207)

3 (図版29-209) 4 (図版30-217)

5 (図版31-218) 6 (図版31-219)

7 (図版31-220) 8 (図版32-222)

一写真 32浅鉢形土器-



(図版33-224) 2 (図版33-225)

3 (図版33-226) 4 (図版33-227)

5 (図版34-239) 6 (図版34-242)

7 (図版34-243) 8 (図版34-244)

一写真 33浅鉢形土器



(図版27-183~187) 2 (図版30-210~216)

3 (図版28-188・189) 4 (図版29-208) 5 (図版32ー221)

6 (図版33-223) 7 (図版33-228)

8 (図版33-229~234) 9 (図版33-235~237、図版34-238、 240~24 1)

一写真 34浅鉢形土器-



b (図版18-147) c 図版16-138) 

d (図版15-136) e 図版19-149)

f (図版22-155) g 1 図版13-134)

h (図版18-148)
g 2 図版22-156)

図版23-159) 2 図版25-172)

(図版25-167)

3 (図版14-135)

k 図版16-141)

(図版26-174)

m (図版13-132)

一写真 35皿形土器の口唇文様 -



1 .内部底面の際が有段のもの(図版21一153) 4 底部の周辺に隆帯が巡るもの(図版21-154)

2. 内部底面の際に沈線が巡るもの(図版14-135) 5. 内部の周辺に沈線が巡るもの(図版21-153)

3. 内部底面の際に沈線(来IJ突を伴う)が巡るもの 6 底部の中央が窪んでいるもの(図版22-155)
(図版21-153)

一写真 36皿形土器の細部一



図版35-250)

3 (図版35-252)

5 (図版36-259)

2 (図版35-251) 

4 (図版36ー258)

6 (図版36-260) 

写真 37鉢形土器-



(図版36-261) 2 (図版36-262)

3 (図版36-265) 4 (図版36-264)

5 (図版36-263) 6 (図版37-266)

一 写真 38鉢形土器-



(図版37-267) 2 (図版37-271)

3 (図版37-272) 4 (図版37-273)

5 (図版37-274) 6 (図版38ー279)

一写真 39鉢形土器 一



図版38-280) 2 (図版38-281)

3 (図版38-282) 4 (図版38-283)

5 (図版38-284) 6 (図版38-285)

一写真 40鉢形土器-



(図版38-286) 2 (図版39-287)

3 (図版39-292) 4 (図版39-293)

5 (図版39-294) 6 (図版39-295)

写真 41鉢形土器



図版39-296) 2 (図版39-297)

3 (図版39-298) 4 (図版39-299) 

5 (図版40-300) 6 (図版40-301)

一写真 42鉢形土器



(図版40-302) 2 (Ig]~反40-303)

3 (図版40-304) 4 (図版40-305)

5 (図版40-306) 6 (図版40-307)

一写真 43鉢形土器



(図版41-308) 2 (図版41-309)

3 (図版41-310) 4 (図版41-312)

-・・・・・圃』
司戸.

5 (図版41-311) 6 (図版41-313)

一写真 44鉢形土器-



(図版41-314) 2 (図版42-315) 

3 (図版42-316) 4 (図版42-317)

5 (図版42-318) 6 (図版42ー319)

一写真 45鉢形土器 -



(図版43-337) 2 (図版44-344)

3 (図版44-345) 4 (図版44-346)

5 (図版44-347) 6 (図版44-348)

一写真 46鉢形土器-



(図版44-349) 2 (図版44-350)

3 (図版44-351) 4 (図版45-352)

5 (図版45-354)

一写真 47鉢形土器-



r， ••••••••••• 

」

l

川
川
』

図版45-353) 2 (図版45-355)

3 (図版46-356)

4 (図版46-361)

一 写真 48鉢形土器-



図版47-362) 2 (図版47-364)

3 (図版47-363) 

4 (図版47-365) 5 (図版47-366)

一写真 49鉢形土器-



(図版48-372) 2 (図版49-403)

3 (図版49-404) 4 (図版49-405)

5 (図版50-406) 6 (図版50-407)

一写真 50鉢形土器 一



(図版50-408) 2 (図版50-409)

3 (図版50-410) 4 (図版50-411)

5 (図版50-412) 6 (図版50-413)

一写真 51鉢形土器一



(図版51-414) 2 (図版51-415)

3 (図版51-416) 4 (図目反51-419)

5 (図版51-417) 6 (図#&51-418)

写真 52鉢形土器



(図版51-420) 2 (図版52-421)

4 (図版52-424) 5 (図版52-425)

3 (図版52-422) 6 (図版52-423)

7 (図版52-426) 8 (図版52-427) 9 (図版52-428)

周戸一174|

L~ー ー白圃1
1Q(図版52-429) 11 (図版52-430)

一写真 53鉢形土器



1 (図版35-245) 2 (図版35-246~248) 

3 (図版35-249) 4 (図版35-253、 254)

5 (図版35-255~257) 6 (図版37-268~270) 

一写真 54鉢形土器-



(図版37-276 . 275) 2 (図版37-277. 278) 

3 (図版39-287~290) 4 (図版42-321・320)

5 (図版42-322~324) 6 (図版42-327・326・325)

一写真 55鉢形土器-



(図版42-328) 2 (図版43-329~332)

3 (図版43-334・333) 4 (図H反43-335・336)

5 (図版43-338) 6 (図版43 ー 339~34 1)

一写真 56鉢形土器 -



(図版43-342・343) 2 (図版46-357・358)

3 (図版46-359・360) 4 (図版48-367)

5 (図版48-368・369) 6 (図版48-370・371)

一写真 57鉢形土器



(図版48-373) 2 (図版48-374~377)

3 (図版48-378~38 1) 4 (図版48-382~385)

5 (図版48-386) 6 (図版49-387~390)

一写真 58鉢形土器-



(図版49-391 "-'394) 2 (図版49-395)

3 (図版49-396、399"-'401) 4 (図版49-397・398)

5 (図版49-402)

写真 59鉢形土器



鉢口唇文様b (図版44-347) 鉢口唇文様c (図版45-353)

鉢口唇文様d (図版39-298) 鉢口唇文様e (図版46-356) 

鉢口唇文様 f (図版44-349) 鉢口唇文様g (図版46-361) 

鉢口唇文様 h (図版35-256) 鉢口唇文様図版48-374)

深鉢口唇文様b (図版63-478) 深鉢口唇文様c (図版54-440)

深鉢口唇文様d (図版60-462) 深鉢口唇文様e (図版62-470)

深鉢口唇文様 f (図版54-438)

一写真 60鉢形土器・深鉢形土器口唇文様-



図版53-431)

2 (図版53-434) 3 (図版53-435)

4 (図版53-436) 5 (図版55-445)

一写真 61深鉢形土器-



図版54-437)

2 (図版55-444)

一写真 62深鉢形土器-



(図版56-446) 2 (図版55-450)

3 (図版57-451)

4 (図版58-453) 5 (図版58-457)

一 写真 63深鉢形土器一



図版57-452)

2 (図版59-458)

一写真 64深鉢形土器-



1 (図版59-459) 2 (図版60-461)

3 (図版60-462)

4 (図版61-466)

写真 65深鉢形土器 一



1 (図版61-467) 2 (図版62-470)

3 (図版62-471) 4 (図版62-472)

5 (図版62-477)

一写真 66深鉢形土器-



1 (図版63-478)

2 (図版63-479)

一写真 67深鉢形土器-



図版64-484)

2 (図版65-488)

一写真 68深鉢形土器-



(図版53-432) 2 (図版53-433)

3 (図版54-438・439) 4 (図版54-440)

5 (図版54-441) 6 (図版54-442)

一写真 69深鉢形土器



(図版54-443) 2 (図版56-448・449)

3 (図版58-454) 4 (図版58-455・456)

5 (図版60-460) 6 (図版60-463、図版61-464)

一写真 70深鉢形土器-



(図版61-465) 2 (図版61-468)

3 (図版61-469) 4 (図版62-473・474)

5 (図版62-475) 6 (図版62-476)

一 写真 71深鉢形土器-



(図版63-480・481) 2 (図版64-482) 3 (図版65-487)

4 (図版64-483) 5 (図版65-485・486)

6 (図版66-489・490) 7 (図版66-491・492・493)

一写真 72深鉢形土器



1 貝殻条痕文とサルボウ属の絞歯圧痕 2 貝殻条痕文とサルポウ属の絞歯圧痕
※ 1と2は同一個体に属する

3 絞歯圧痕の拡大(1の拡大) 4 絞歯圧痕の拡大 (2の拡大)

一写真 73深鉢形土器-



(図版67-494~499) 2 (図版67-500~502)

3 (図版67-503~508) 4 (図版67-509・510)

5 (図版68-511)

一写真 74製塩土器-



図版68-512)

2 (図版68-513)

3 (図版69-514)
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図版69-515)

2 (図版69-516)

写真 76製塩土器一



図版70-517) 2 (図版70-520)

3 (図版70-518・519)

4 (図版70-521・522)

写真 77製塩土器-



(図版70-523・524) 2 (図版70-529・530)

3 (図版70-527・528) 4 (図版70-525・526)

5 (図版70-531~533)

一写真 78製塩土器-



図版71-534)

2 (図版71-535"-'538)

3 (図版71-539"-'542)

一写真 79製塩土器-



(図版72-543)

2 (図版72-544~546) 3 (図版72-550・551)

4 (図版72-547~549) 5 (図版72-552・553)

一写真 80製塩土器-



図版72-554・555) 2 (図版72-556・557)

3 (図版74-558・559・560・56ト 562)

4 漆入り土器(図版56-447) 5 (447の漆部分の拡大図)

一写真 81製塩土器、注口・香炉形土器、漆入り土器-



1 正面(図版83-1 ) 

3 の右側面(図版83-1) 

5 (図版83-2) 

2 の背面(図版83-1 ) 

4 の左側面(図版83ー1)

6 5の右側面(図版83ー 2)

一 写真 82-

7 5の背面(図版83ー 2) 



(図版83ー 3) 

3 (図版83-5・ 6・ 7)

5 3の裏面(図版83-5・ 6・ 7)

7 (図版83-5) 

2 (図版83-4) 

4 図版83-8・9・10)

6 4の裏面(図版83-8・9・10)

拡大 8 (図版83-10)

- 写真 83-

拡大



図版85-17)

2 (図版85-17) 底部

1....， 3は同一個体に
属する

3 (図版85-17) 底面

4
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(図版84-1・ 2・ 3・ 4・ 5)

3 (図版84-9) 

2 (図版84-6・7・8)

4 (図版84-11・12、図版85-13・14・15・16)

5 (図版84-10)
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